
第
八
節

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

明
治
時
代
以
来
、
昭
和
時
代
に
あ
っ
て
も
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
に
は
い
わ
ゆ
る
修
正
ヘ
ボ
ン
式
、
日
本
式
、
加
え
て
訓
令
式
の

つ
づ
り
方
な
ど
が
並
行
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
は
じ
め
、
分
か
ち
書
き
の
仕
方
に
も
幾
通
り
か
あ
る
な
ど
、
表
記
上
で

も
よ
り
ど
こ
ろ
が
十
分
に
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
繰
り
返
し
ロ
ー
マ
字
問
題
は
論
議
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
二
四
年
、
文
部
省
設
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
語
審
議
会
と
並
ん
で
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
政
令

を
次
に
抜
粋
す
る
。

政
令
第
二
百
五
十
六
号

内
閣
は
、
文
部
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
附
則
第
十
七
項
の
規
定
に
基
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る。（
所
掌
事
務
）

第
一
条
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
を
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ
ら
に

関
し
必
要
と
認
め
る
事
項
を
文
部
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
に
建
議
す
る
。

ロ
ー
マ
字
に
よ
る
国
語
の
表
記
法
に
関
す
る
事
項

ロ
ー
マ
字
に
よ
る
国
語
教
育
に
関
す
る
事
項

第
二
条

第
三
条
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
政
治
、
教
育
、
学
術
、
文
化
、
報
道
、
経
済
等
の
各
界
に
お
け
る
学
識
経
験
の
あ
る
者
及

び
関
係
各
庁
の
職
場
の
う
ち
か
ら
、
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
。

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
審
議
会
が
発
足
す
る
。
こ
れ
と
同
時
に
政
令
に
よ
り
国
語

審
議
会
も
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
行
政
上
の
組
織
に
お
い
て
類
似
の
事
項
は
一
本
化
す
る
と
い
う
措
置
が
取
ら
れ
た
た
め
、
ロ
ー
マ

字
調
査
審
議
会
は
、
国
語
審
議
会
の
中
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
き
、
昭
和
二
五
年
三
月
二
七
日
に
開
催

さ
れ
た
国
語
審
議
会
、
第
四
回
総
会
の
記
録
か
ら
抜
粋
す
る
。

ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

辻
田
（
文
部
省
調
査
普
及
局
）
局
長
各
省
の
審
議
会
を
整
理
統
合
す
る
基
準
と
し
て
、
類
似
の
事
項
は
一
っ
に
す
る
。
ロ
ー

マ
字
調
査
審
議
会
と
、
国
語
審
議
会
と
が
そ
れ
に
該
当
す
る
の
で
、
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
を
廃
止
し
て
、
仕
事
は
国
語
審

議
会
で
継
承
す
る
。
文
部
省
設
置
法
案
は
す
で
に
、
両
院
で
可
決
さ
れ
た
の
で
、
国
語
審
議
会
は
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
事
項

を

全

面

的

に

審

議

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

（

以

下

略

。

）

．

安
藤
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
長
（
執
筆
者
注
、
国
語
審
議
会
委
員
を
兼
任
。
）
…
中
略
：
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
は
、
ロ
ー
マ
字
の
教
育

部
会
と
つ
づ
り
方
部
会
を
設
け
て
、
慎
重
審
議
を
重
ね
て
き
た
…
中
略
…
。
以
上
の
ほ
か
、
ロ
ー
マ
字
の
文
法
・
分
ち
書
き

の
問
題
等
研
究
を
重
ね
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
中
略
…
。
申
す
ま
で
も
な
く
ロ
ー
マ
字
の
調
査
は
重
要
な
問
題
で
あ

る
か
ら
、
国
語
審
議
会
に
お
い
て
も
、
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
審
議
事
項
を
全
面
的
に
取
り
上
げ
、
い
っ
そ
う
進
め
て
ゆ
く
よ

う
に
お
願
い
す
る
。
（
以
下
略
。
）

類
似
す
る
事
柄
を
審
議
し
て
い
る
審
議
会
を
統
合
す
る
と
い
う
行
政
上
の
処
置
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
は
国
語
審
議
会

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

（略）

四
一
三

国
語
審
議
会
の
中
に
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
を
設
け
る

第
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（省略。）

第
八
条
か
ら
第
十
二
条
、
附
則

右
に
見
る
よ
う
に
国
語
審
議
会
の
中
に
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
で
「
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
事
項
」
を
調

査
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
そ
の
後
―
二
年
間
に
わ
た
り
、
こ
の
規
定
に
従
い
審
議
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
七
年
四
月
二
七
日
付
け
、
「
国
語
審
議
会

令
」
の
改
正
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
に
関
す
る
右
に
見
る
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。
し
た

こ。

が
っ
て
、
第
一
条
に
掲
げ
る
「
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
事
項
」
は
以
後
、
国
語
審
議
会
自
体
が
調
査
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ

t

こ
の
間
の
事
情
に
つ
き
、
第
六
期
の
国
語
審
議
会
に
お
け
る
、
昭
和
三
七
年
四
月
一
六
日
開
催
、
第
四
七
回
総
会
の
席
で
、
天
城

、
委
員
を
大
臣
が
任
命
す

（
文
部
省
調
査
局
）
局
長
が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
国
語
審
議
会
を
大
臣
の
諮
問
機
関
と
す
る
こ
と

る
こ
と
と
併
せ
、
ロ
ー
マ
字
の
審
議
の
仕
方
を
改
め
る
こ
と
に
つ
き
述
べ
て
い
る
。

天
城
局
長
文
部
大
臣
が
、
国
語
審
議
会
に
対
し
て
行
政
上
の
責
任
を
も
つ
以
上
、
制
度
上
は
っ
き
り
と
文
部
大
臣
が
諮
問
で

、
文
部
大
臣
が
委
員
を
任
命
で
き
る
よ
う
に
改
め
る
こ
と
が
必

き
る
よ
う
に
改
め
る
こ
と
、
（
委
員
は
）
推
薦
の
形
で
な
く

要
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
現
行
の
国
語
審
議
会
令
で
は
、
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
を
当
然
置
く
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
審
議
会
が
途
中
で
合
体
し
た
と
い
う
沿
革
的
な
理
由
、
経
過
が
あ
る
が
、
部
会
設
置
を
機
に
、
こ
の

点
を
明
ら
か
に
し
て
直
し
た
い
。
ロ
ー
マ
字
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
他
の
問
題
の
一
っ
と
し
て
扱
い
、
部
会
の
中
で
審
議
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
と
さ
ら
に
ロ
ー
マ
字
だ
け
の
分
科
会
を
必
置
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

以
上
見
て
き
た
と
お
り
、

ロ
ー
マ
字
問
題
を
取
り
上
げ
調
査
審
議
す
る
会
は
、
昭
和
二
四
年
六
月
以
降
は
国
語
審
議
会
と
は
別
に

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

四
一
五

と
説
明
し
て
い
る
。

う
こ
と
で
あ
る
。
（
以
下
略
。
）

こ
の
こ
と
に
つ
き
、
昭
和
二
五
年
四
月
一
七
日
付
で
公
布
さ
れ
た
「
国
語
審
議
会
令
」
（
政
令
第
八
五
号
）
か
ら
ロ
ー
マ
字
に
か

か
わ
る
規
定
の
部
分
を
抜
粋
す
る
。

政
令
第
八
十
五
号

国
語
審
議
会
令

内
閣
は
、
文
部
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

（
所
掌
事
務
）

第
一
条
国
語
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
を
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ
ら
に
関
し
必
要

と
認
め
る
事
項
を
文
部
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
に
建
議
す
る
。

一
国
語
の
改
善
に
関
す
る
事
項

二
国
語
の
教
育
の
振
興
に
関
す
る
事
項

三
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
事
項

第
二
条
か
ら
第
五
条
（
省
略
）

（
分
科
会
）

第
六
条
審
議
会
に
、
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
事
項
を
担
当
さ
せ
る
た
め
、
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と

い
う
。
）
を
置
く
。

分
科
会
に
属
す
る
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
文
部
大
臣
が
指
名
す
る
。

第
七
条

に
統
合
さ
れ
た
。

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行
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昭
和
二
五
年
四
月
、
国
語
審
議
会
は
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
と
合
併
し
、
国
語
審
議
会
の
中
に
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
を
設

置
し
て
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
事
項
を
継
承
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
第
一
期
国
語
審
議
会
に
お
け
る
第
六
回
総
会
（
昭
和
二
五
・
五
・
六
）

に
お
い
て
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
に
属
す
る
部
会
と
し
て
、
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
・
分
ち
書
き
の
二
部
会
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
第
八
回
総
会
（
昭
和
二
五•
1
0
•
三
0
)

に
お
い
て
は
国
語
審
議
会
の
一
部
会
と
し
て
ロ
ー
マ
字
教
育
部
会
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
ず
、
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
、
つ
づ
り
方
部
会
の
審
議
経
過
と
そ
の
結
果
と
に
つ
き
見
る
。
第
一
期
国
語
審
議
会
（
昭
和

ニ
四
・
六
ー
ニ
七
•
四
）
で
は
審
議
方
針
と
し
て
「
な
る
べ
く
、
す
み
や
か
に
、
少
な
く
と
も
教
育
面
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ

り
方
を
―
つ
の
方
式
に
ま
と
め
、
ロ
ー
マ
字
教
育
を
推
進
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
方
を
取
り
、
審
議
を
進
め
た
。
結
局
は
、
い
わ
ゆ

る
訓
令
式
、
日
本
式
、
標
準
式
の
三
式
に
つ
い
て
の
扱
い
方
と
い
う
と
こ
ろ
に
来
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
『
国
語
審
議
会
報
告

書
』
（
文
部
省
、
昭
和
二
七
）
中
の
「
ロ
ー
マ
字
つ
づ
り
方
の
問
題
」
か
ら
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

「
い
わ
ゆ
る
訓
令
式
・
日
本
式
・
標
準
式
の

3
式
の
主
張
な
い
し
理
論
的
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
は
、
も
と
の
臨
時
ロ
ー
マ
字

調
査
会
（
昭
和
5
.
1
1
.
2
5
か
ら

1
1
.
6
.
3
0
)
、
な
ら
び
に
、
さ
き
の
ロ
ー
マ
字
調
査
会
（
昭
和
2
3
.
1
0
.
1
2
か
ら

24.

5
.
3
1
)
、
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
（
昭
和
2
4
.
6
.
1
か
ら

2
5
.
3
.
3
1
)
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
出
尽
し
た
観
が
あ
る
。
一
日

で
も
早
く
具
体
的
に
結
論
を
出
す
た
め
に
、
こ
の
部
会
で
は
理
論
の
討
議
は
や
め
て
、
現
在
、
世
間
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る

3

式
の
う
ち
、
ど
れ
か
―
つ
を
取
り
上
げ
て
基
準
と
し
、
そ
れ
に
検
討
を
加
え
、
欠
点
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
な

ら
ば
、
そ
れ
を
改
め
て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
基
準
と
す
る
式
は
何
式
で
も
よ
い
わ
け
だ
が
、
内
閣
訓
令
と
し
て
効
力
を

も
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
訓
令
式
を
取
り
上
げ
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
検
討
を
加
え
て
い

ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
に
属
す
る
全
員
を
も
っ

第
二
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
二
七
•
四
＼
二
九
•
四
）
に
審
議
が
引
き
継
が
れ
、

て
、
つ
づ
り
方
に
関
す
る
審
議
に
当
た
っ
た
結
果
、
第
八
回
分
科
会
（
昭
和
二
八
•
一
・
一
四
）
に
お
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
を
次
の
第
九
回
分
科
会
（
昭
和
二
八
・
ニ
・
一
三
）
に
お
い
て
、
分
科
会
長
か
ら
国
語
審
議
会
長
に
対
し
て
報
告
し
、
第
一
八
回
総

会
（
昭
和
二
八
・
三
・
―
二
）
に
提
出
し
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
日
、
文
部
大
臣
に
あ
て
国
語
審
議
会
会
長
か
ら
「
ロ
ー
マ
字
つ

づ
り
方
の
単
一
化
に
つ
い
て
（
建
議
）
」
を
提
出
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
以
下
、
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

四
一
七

ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
に
つ
い
て
の
建
議

第
四
章

国
語
改
革
の
実
行

こ
れ
と
並
ぶ
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
で
あ
っ
た
が
、
翌
昭
和
二
五
年
四
月
以
降
は
国
語
審
議
会
の
中
に
統
合
さ
れ
て
ロ
ー
マ
字
調
査

分
科
審
議
会
と
い
う
形
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
七
年
四
月
以
降
は
、
こ
の
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
を
廃
し
、
国
語
審
議
会

自
体
が
ロ
ー
マ
字
問
題
も
取
り
上
げ
調
査
審
議
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
取
り
扱
う
場
の
変
遷
は
、
ロ
ー
マ
字
問
題
に
対
す
る

国
民
的
な
関
心
や
意
義
が
次
第
に
薄
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
右
の
期
間
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

四
一
六



第
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ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

［別紙］

まえがき

国語のローマ字つづり方として広く行われている方式には，それぞ

れに根拠，特色および歴史があり，いずれのつづり方もにわかにその

使用を無視することはできない。

しかしながら，国語教育の上や公式の文書，地名などに用いられる

場合には，おのずから一定のよりどころがなければならない。この

「ローマ字つづり方」の第 1表は，すなわちそのよりどころの役をな

すものである。

ただし，第 2表によるつづり方も現実には通用しているのであるか

ら，その読み方もまた教育の適当な時期において習得しなければなら

ない。

なお，そえがきは，書き表わし方のうちのおもなきまりをあげたも

のである。

ローマ字のつづり方

国語のローマ字つづり方は第 1表による。

ただし，第 2表のつづりを用いてもよい。

第 1表

〔（ ）は重出を示す。〕

四一九

a 1 ． u e 

゜ka ki ku ke ko kya kyu kyo 

sa Sl SU se so sya syu syo 

ta ti tu te to tya tyu tyo 

na nl ． nu ne no nya nyu nyo 

ha hi hu he ho hya hyu hyo 

ma mi mu me mo mya myu myo 

ya (i) yu (e) yo 

ra n ． ru re ro rya ryu ryo 

wa (i) (u) (e) (o) 

ga gi gu ge go gya gyu gyo 

za Zl zu ze zo zya zyu zyo 

da (zi) (zu) de do (zya) (zyu) (zyo) 

ba bi bu be bo bya byu byo 

pa pi pu pe po pya pyu pyo 

昭和28年 3月12日

文部大臣岡野清豪殿

国語審議会会長 土岐善麿

ローマ字つづり方の単一化について（建議）

ローマ字のつづり方については，昭和12年の内閣訓令第 3号（いわ

ゆる訓令式）によって，公式に単一化されているわけであります。し

かし，一般社会で現実に用いられているつづり方としては，いわゆる

標準式（ヘボン式） ・日本式・訓令式の 3種があり，昭和22年から実

施された義務教育におけるローマ字の学習指導でも，この 3式の中か

ら自由に採択することができるような処置がとられました。

ローマ字のつづり方については，ローマ字の学習指導実施について

の対策を協議するため，昭和21年に設けられたローマ字教育協議会で

は，「ローマ字教育を行ふについての意見」をまとめ，その中で，「…

ローマ字の表記法（特につづり方）については，…さらに適当の機関

を設け，学術上・教育上および実際生活上から研究を進め改善をはか

られたこと。」と述べてあり，教育の現場からはつづり方の単一化が

強く要望されております。

国語審議会は，国語を書き表わすローマ字のつづり方の単一化をは

かることが重要な事がらであることを認め，昭和23年10月に設置され

た「ローマ字調究会」以来の審議事項を引きつぎ，通計54回に及ぶ会

議で慎重な審議を重ねた結果，昭和28年 3月12日第18回総会において

別紙のとおり「ローマ字のつづり方」を決定しました。

第 1表・第 2表の具体的な取扱についてはさらに必要な機関と連絡

して御決定のうえ，ローマ字の単ーなつづり方が政府部内および義務

教育はもちろんひろく一般社会に用いられるよう必要な処置がとられ

ることを要望します。
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こ
れ
を
基
に
昭
和
二
九
年
―
二
月
九
日
、
「
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
」
（
内
閣
告
示
・
訓
令
）
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
第
1
表
、
第

2
表
及
び
そ
え
が
き
は
建
議
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
ま
え
が
き
」
を
引
用
す
る
。

「
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
」

ま
え
が
き

一
般
に
国
語
を
書
き
表
わ
す
場
合
は
、
第
1
表
に
掲
げ
た
つ
づ
り
方
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

国
際
的
関
係
そ
の
他
従
来
の
慣
例
を
に
わ
か
に
改
め
が
い
事
情
に
あ
る
場
合
に
限
り
、
第
2
表
に
掲
げ
た
つ
づ
り
方
に

よ
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
。

前
二
項
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
お
お
む
ね
そ
え
が
き
を
適
用
す
る
。

と
あ
る
。

右
の
審
議
経
過
や
措
置
に
つ
き
天
沼
寧
（
文
化
庁
文
化
部
国
語
課
専
門
員
）
は
、
そ
の
論
文
「
日
本
語
と
ロ
ー
マ
字
」
（
『
日
本
語
教
育
』
一
八

号
、
昭
和
四
八
・
三
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

国
語
審
議
会
か
ら
「
ロ
ー
マ
字
つ
づ
り
方
の
単
一
化
に
つ
い
て
」
の
建
議
を
受
け
た
あ
と
、
政
府
は
建
議
の
趣
旨
を
採
択
し

て
昭
和
2
9
年
12
月
9
日
、
内
閣
告
示
を
も
っ
て
、
「
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
」
を
告
示
し
、
同
時
に
、
内
閣
訓
令
を
も
っ
て
、

各
官
庁
に
対
し
、
こ
の
つ
づ
り
方
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
訓
令
し
た
。
こ
れ
で
一
応
、
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
の
統
一
が
で
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
告
示
の
「
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
」
の
「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
み
る
よ
う
に
、
第
2
表
に
掲
げ
た
っ

づ
り
方
（
す
な
わ
ち
、
ヘ
ボ
ン
式
・
日
本
式
）
に
よ
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
完
全
に
統

一
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
に
お
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
完
全
な
単
一
化
ー
統

一
ー
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

四

3
 

2
 

ー

第2表

sha 

cha 

ja 

di 

kwa 

gwa 

du 

shi 

chi 

•1 
.
J
 

dya 

shu 

tsu 

chu 

fu 
． 
JU 

dyu 

sho 

cho 

jo 

dyo 

／^ W O  

前表に定めたもののほか，おおむね次の各項による。

はねる音「ン」はすべて nと書く。

はねる音を表わすnと次にくる母音字または yとを切り離す必要

がある場合には， nの次に＇を入れる。

つまる音は，最初の子音字を重ねて表わす。

長音は母音字の上に＾をつけて表わす。なお，大文字の場合は母

音字を並べてもよい。

特殊音の書き表わし方は自由とする。

文の書きはじめ，および固有名詞は語頭を大文字で書く。なお，

固有名詞以外の名詞の語頭を大文字で書いてもよい。

ー

2
 

3
 
4
 

5
 
6
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第
一
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
二
四
·
六S
二
七
•
四
）
で
の
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
、
分
ち
書
き
部
会
で
の
調
査
審
議
の
ま
と
め

（
「
国
語
審
議
会
報
告
書
』
文
部
省
、
昭
和
二
七
）
に
、
「
ロ
ー
マ
字
文
の
分
ち
書
き
の
し
か
た
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
至
る
経
緯
に

つ
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

会
合
の
は
じ
め
に
、
ま
ず
、
審
議
方
針
に
つ
い
て
協
議
の
結
果
、
単
な
る
法
則
を
並
べ
た
だ
け
の
も
の
と
せ
ず
、
辞
書
的
な

も
の
、
し
か
も
、
な
る
べ
く
詳
し
く
実
例
を
豊
富
に
し
た
も
の
を
作
る
こ
と
と
し
、
…
中
略
：
。
ま
た
、
分
ち
書
き
を
決
め
る

に
あ
た
っ
て
は
現
行
の
ロ
ー
マ
字
の
教
育
面
と
実
用
面
と
の
両
方
か
ら
考
慮
す
る
こ
と
と
し
た
。

審
議
資
料
と
し
て
は
、
「
ロ
ー
マ
字
文
の
書
き
方
」
（
提
出
資
料
一
）
を
基
準
と
し
、
こ
れ
に
「
改
訂
ロ
ー
マ
字
教
育
の
指
針

解
説
」
（
提
出
資
料
二
）
を
合
わ
せ
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
関
係
諸
著
書
・
諸
文
献
を
参
考
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
審
議
が
進
む
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
資
料
だ
け
で
は
、
語
例
が
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
な
っ
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
の
多
く
の
、

な
る
べ
く
ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
例
を
収
集
・
配
列
し
て
資
料
と
し
た
。
…
中
略
：
第
一
六
回
部
会
（
昭
和
二
七
・
一
・
ニ
八
）
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
ま
と
め
、
第
二
回
の
連
絡
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
、
「
ロ
ー
マ
字
文
の
分
ち
書
き
の
し
か

た
」
を
と
り
ま
と
め
、
書
類
に
よ
っ
て
、
全
部
会
委
員
の
承
認
を
求
め
、
分
ち
書
き
部
分
報
告
と
し
て
第
二
二
回
総
会
（
昭
和

二
七
．
―
―
―
•
一0)
へ
提
出
し
た
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
提
出
資
料
と
し
て
出
て
く
る
「
ロ
ー
マ
字
文
の
書
き
方
」
（
昭
和
二
二
年
文
部
省
発
表
）
、
「
改
訂
ロ
ー
マ
字
教
育
の
指
針

解
説
」
（
文
部
省
監
修
昭
和
二
五
年
発
行
）
と
は
、
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
後
、
当
時
の
小
学
校
、
中
学
校
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
教
育
担
当

者
の
参
考
に
資
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。
（
な
お
、
「
改
訂
ロ
ー
マ
字
教
育
の
指
針

マ
字
教
育
の
指
針
」
（
昭
和
二
二
年
文
部
省
発
表
）
を
改
訂
し
た
「
改
訂
ロ
ー
マ
字
教
育
の
指
針
」
（
昭
和
二
五
年
文
部
省
）
に
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
）
士
令
た
、

BH

和
三
二
年
七
月
に
は
文
部
省
著
作
の
ロ
ー
マ
字
教
科
書
、
翌
昭
和
二
四
年
か
ら
は
文
部
省
著
作
（
国
定
）
教
科
書
の
ほ
か
に
検
定
教

科
書
も
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
「
ロ
ー
マ
字
の
書
き
方
」
「
ロ
ー
マ
字
教
育
の
指
針
」
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
事
情
の
中
で
、
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
が
ロ
ー
マ
字
文
の
分
か
ち
書
き
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

「
分
ち
書
き
部
会
」
の
報
告
で
あ
る
「
ロ
ー
マ
字
文
の
分
ち
書
き
の
し
か
た
」
は
、
一
か
ら
一

0
ま
で
の
一

0
項
目
に
つ
き
具
体

例
を
豊
富
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
例
を
引
用
す
る
に
と
ど
め
つ
つ
一

0
項
目
の
う
ち
か
ら
幾
つ
か
引
用
す

る。

ロ
ー
マ
字
文
の
分
ち
書
き
の
し
か
た

単
語
は
原
則
と
し
て
一
続
き
に
書
き
、
他
の
単
語
か
ら
離
し
て
書
く
。

suzusii 
k
a
z
e
 
g
a
 s
o
y
o
s
o
y
o
 
h
u
k
u
.
 
• • • 

a

接
頭
語
は
続
け
て
書
く
。
．

osiroi, 
omaturì
ohitotù
 ．．． 

b

接
頭
語
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
も
続
け
て
書
く
。

kutiosii, 
t
u
n
n
o
m
e
r
u
,
 utihorobosu, ••• 

接
尾
語
は
原
則
と
し
て
続
け
て
書
く
。

a
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解
説
」
は
、
「
ロ
ー

ロ
ー
マ
字
の
分
か
ち
書
き
の
問
題

右
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。
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watakusitati, 
kotoritati, 
kimirà

…
 

b

接
尾
語
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
も
続
け
て
書
く
。

i
m
a
d
o
k
i
`
h
i
g
u
r
e
d
o
k
i
,
 
hi 
n
o
 kuredoki,
…
 

0
た
だ
し
、
「
…
入
り
」
「
…
売
り
」
「
…
集
め
」
「
…
落
し
」
な
ど
の
よ
う
に
、
最
初
が
母
音
で
始
ま
る
語
が
続
く
た
め

に
、
読
み
に
く
さ
を
感
ず
る
よ
う
な
場
合
は
つ
な
ぎ
[

I

]

を
入
れ
て
も
よ
い
。

mirukuiri 
(miruku,iri)

u`tautai 
(uta,utai),
…
 

0
ま
た
、
「
パ
ン
屋
さ
ん
」
「
め
が
ね
屋
さ
ん
」
な
ど
の
「
さ
ん
」
は
前
の
語
か
ら
離
し
て
小
文
字
で
書
き
始
め
る
。

p
a
n
y
a
 san, 
m
e
g
a
n
e
y
a
 san,
…
 

（以下略。）

「
前
」
「
裏
」
「
わ
き
」
な
ど
の
接
尾
語
を
伴
う
固
有
名
詞
は
、
接
尾
語
の
部
分
を
小
文
字
で
書
き
、
そ
の
前
に
つ
な
ぎ

[

I

]

を
入
れ
る
。

T
a
m
a
g
a
w
a
e
n
,
m
a
e
,
 Kudan'sita,
…
 

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
具
体
例
を
挙
げ
一

0
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
成
案
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
第
三
期
国

語
審
議
会
（
昭
和
二
九
・
七
ー
三
一
・
七
）
、
第
四
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
三
一
・
―
ニ
ー
三
一
―
-
・
―
-
）
、
第
五
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
三
四
・
三
i
三

六
・
三
）
で
の
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
に
お
い
て
も
こ
の
ロ
ー
マ
字
文
の
分
か
ち
書
き
に
つ
い
て
審
議
し
続
け
ら
れ
た
が
、
や

は
り
最
終
的
な
案
を
ま
と
め
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
う
ち
、
第
五
期
に
特
に
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
『
国
語
審
議
会

報
告
書
5
』
（
文
部
省
、
昭
和
三
七
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
け
っ
き
ょ
く
、
わ
か
ち
書
き
に
お

い
て
、
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、

a
助
詞
、

b
助
動
詞
、

C

複
合
語
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
助
詞
お
よ
び
助
詞
と
助
詞
と
が

重
な
っ
た
場
合
の
わ
か
ち
書
き
の
し
か
た
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
」
と
し
て
幾
つ
か
の
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
よ
り
は
」
「
よ
り
も
」
、
「
に
で
も
」

「
に
さ
え
」
「
で
さ
え
」
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
も
意
見
を
交
換
し
た
に
過
ぎ
ず
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
締

め
く
く
る
。
「
こ
の
助
詞
と
助
詞
と
が
重
な
っ
た
場
合
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
目
下
検
討
の
途
中
で
あ
り
ま
し
て
、
「
さ
」
（
終
助

詞
）
以
下
「
ん
」
（
格
助
詞
）
に
至
る
51
語
の
助
詞
と
、

67
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
助
詞
と
が
重
な
っ
た
場
合
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
検

討
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
分
科
会
と
し
て
の
わ
か
ち
書
き
の
根
本
方
針
、
な
い
し
、
わ
か
ち
書
き
の
原
則
を
打
ち
立
て
る
ま

で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
、
今
期
の
分
科
会
の
審
議
経
過
を
あ
り
の
ま
ま
に
述
べ
て
報
告
と
い
た
し
ま

す
。
」
と
述
べ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
字
文
の
分
か
ち
書
き
に
関
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
マ
字
教
育
の
問
題

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

四
二
五

ー
マ
字
教
育
部
会
は
、
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
に
属
す
る
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
・

第
一
期
国
語
審
議
会
に
設
け
ら
れ
た
ロ

分
ち
書
き
の
二
部
会
と
は
別
に
国
部
審
議
会
の
一
部
会
と
さ
れ
た
。
こ
の
期
の
『
国
語
審
議
会
報
告
書
』
（
文
部
省
、
昭
和
二
七
）
中
に

ま
ず
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
1
回
総
会
（
執
筆
者
注
、
昭
和
二
五•1
0
•
三
0
)
に
お
い
て
、
第
2

次
訪
日
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
報
告
内
容
を
審
議
事
項

と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
同
報
告
書
の
「
国
語
の
改
革
」
の
章
の
最
後
に
し
る
さ
れ
た
四
項
目
の
勧
告
の
う
ち
、
第

一
項
ー
第
三
項
の
勧
告
（
注
参
照
）
に
対
し
、
国
語
審
議
会
と
し
て
と
る
べ
き
対
策
を
審
議
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
マ
字
部
会

が
設
け
ら
れ
た
。
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ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

と
こ
ろ
で
、
実
際
の
審
議
に
は
い
る
ま
え
に
、

を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
分
科
会
と
し
て
、

う
ぶ
ん
に
話
し
合
い
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
。

語
審
議
会
だ
け
で
処
理
す
べ
き
事
が
ら
で
は
な
く
、

四
二
七

す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
字
教
育
の
問
題
は
、
単
に
国

初
等
中
等
教
育
局
所
管
の
教
育
課
程
審
議
会
の
審
議
事
項
と
密
接
な
関
連

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
審
議
を
始
め
る
に
先
だ
っ
て
、

教
育
課
程
審
議
会
と
も
じ
ゅ

互
に
ロ
ー
マ
字
教
育
に
つ
い
て
の
見
解
・
意
見
を
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
く
は
な
い
か
と
い
う
の
で

『
国
語
審
議
会
報
告
書
3
』
（
文
部
省
、
昭
和
三
二
）
中
、
分
科
審
議
会
の
審
議
の
概
要
を
伝
え
る
部
分
に
、
次
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る。
続
く
第
三
期
国
語
審
議
会
で
の
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
に
あ
っ
て
は
部
会
を
設
け
ず
、
分
科
会
と
し
て
審
議
し
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

具
体
策
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
、

審
議
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
す
る
に
と
ど
ま
る
。

か
ら
始
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
審
議
す
べ
き
で
あ
る
。

児
童
に
た
や
す
く
理
解
さ
せ
る
手
段
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
指
導
を
国
語
教
育
の
一
環
と
し
て
、

な
る
べ
く
低
学
年

こ
の
意
味
で
、

ロ
ー
マ
字
の
学
習
は
、

国
語
を
正
し
く
効
果
的
に
使
い
こ
な
す
た
め
に
、

国
語
の
し
く
み
と
は
た
ら
き
と
を

が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
く
る
。

書
き
表
わ
し
て
み
る
と
、

そ
の
正
し
い
発
音
、

文
に
お
け
る
単
語
の
役
割
の
き
ま
り
、
単
語
の
並
べ
方
の
き
ま
り
な
ど
の
事
実

ロ
ー
マ
字
は
単
音
文
字
で
あ
り
、
ま
た
、

ロ
ー
マ
字
書
き
は
必
然
的
に
わ
か
ち
書
き
を
伴
う
か
ら
、

日
本
語
を
ロ
ー
マ
字
で

ロ
ー
マ
字
教
育
に
つ
い
て

告
を
し
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
て
い
る
。

第
二
期
国
語
審
議
会
で
の
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
教
育
部
会
は
、
最
終
の
第
二

0
回
総
会
（
昭
和
二
九
・
三
・
一
五
）
に
次
の
報

と
あ
る
。

な
お
、

こ
の
後
に
少
数
意
見
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、

省
略
し
た
。

…
中
略
…

―
つ
の
ロ
ー
マ
字
方
式
が
最
も
た
や
す
く
一
般
に
用
い
ら
れ
る
手
段
を
研
究
す
る
こ
と
。

小
学
校
の
正
規
の
教
育
課
程
の
な
か
に
ロ
ー
マ
字
教
育
を
加
え
る
こ
と
。

大
学
程
度
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
字
研
究
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
師
が
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
問
題
と
方
法
と
を

教
師
養
成
の
課
程
の
一
部
と
し
て
研
究
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
。

次
い
で
勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
審
議
を
進
め
た
結
果
、
第
二
項
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
こ
れ
に
対
す

る
具
体
的
結
論
と
し
て
は
、
「
国
語
科
に
お
け
る
必
修
科
目
と
し
て
ロ
ー
マ
字
を
含
む
」
と
い
う
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
（
以
下
略
。
）

と
あ
り
、
こ
の
期
の
最
終
の
第
一
四
回
総
会
（
昭
和
二
七
•
四
・
一
四
）
に
ま
と
め
と
し
て
次
を
報
告
し
、
こ
の
問
題
は
更
に
ロ
ー
マ
字

調
査
分
科
審
議
会
で
審
議
を
続
け
る
と
し
て
い
る
。

国
語
教
育
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
の
取
扱
に
つ
い
て

「
小
学
校
の
国
語
科
の
な
か
で
、
漢
字
・
か
な
の
ほ
か
に
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
国
語
の
読
み
書
き
を
必
修
と
す
る
こ
と
。

二
つ
づ
り
方
お
よ
び
分
ち
書
き
の
方
式
は
教
育
の
課
程
に
お
い
て
は
、
単
一
の
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

三
大
学
の
一
般
課
程
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
字
に
つ
い
て
の
知
識
を
、
教
員
養
成
の
課
程
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
ロ
ー
マ
字

の
学
習
指
導
法
を
授
け
る
よ
う
処
置
す
る
こ
と
。
な
お
、
現
在
、
ロ
ー
マ
字
の
学
習
指
導
を
担
当
し
て
い
る
教
員
の
再
教
育

に
つ
い
て
も
適
当
な
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

四
国
語
科
以
外
の
教
科
に
お
い
て
も
、
そ
の
教
科
書
の
な
か
に
、
ロ
ー
マ
字
を
用
い
た
も
の
の
検
定
を
行
う
こ
と
。

五
中
学
校
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
の
学
習
は
、
当
分
の
間
、
現
行
の
取
扱
に
よ
っ
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
高
等
学

校
以
上
に
お
い
て
も
、
ロ
ー
マ
字
を
使
う
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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あ
る
。 第

四
章

国
語
改
革
の
実
行

と
こ
ろ
が
、
事
実
上
、
教
育
課
程
審
議
会
は
発
足
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
折
角
の
提
案
も
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

終
わ
っ
た
。

結
果
と
し
て
こ
の
期
の
最
終
の
第
三
二
回
総
会
（
昭
和
三
一
・
七
・
五
）
に
次
に
掲
げ
る
「
国
語
教
育
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
教
育
に
つ

い
て
」
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
が
可
決
さ
れ
、
同
日
付
け
で
文
部
大
臣
に
報
告
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
の
前
文
を
引
用
す
る
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ー
マ
字
教
育
は
、
昭
和
ニ
―
年
に
設
け
ら
れ
た
ロ
ー
マ
字
教
育
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
ロ
ー
マ

字
教
育
を
行
ふ
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
参
考
と
し
て
決
定
さ
れ
た
「
国
民
学
校
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
教
育
実
施
要
項
」
に
基
い

て
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
は
「
学
習
指
導
要
領
一
般
編
」
お
よ
び
、
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
」
、
「
中
学
校
高
等

学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
」
に
基
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
は
、
こ
の
ロ
ー
マ
字
教
育
の
趣
旨
・
目
的
、
な
ら
び
に
、
国
語
教
育
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
教
育

の
価
値
が
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
審
議
し
た
結

果
、
今
日
ま
で
に
次
の
よ
う
な
考
え
に
到
達
し
て
い
る
。

国
語
教
育
の
目
的
の
一
っ
は
、
的
確
に
表
現
し
、
的
確
に
理
解
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
を
正
し

く
つ
か
み
、
そ
れ
を
効
果
的
に
正
し
く
表
現
し
、
ま
た
理
解
す
る
力
を
養
う
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
表
現
と
理
解
の

さ
さ
え
を
な
す
も
の
の
一
っ
は
、
こ
と
ば
の
き
ま
り
や
は
た
ら
き
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
る
。

小
学
校
の
国
語
教
育
に
お
け
る
文
法
的
内
容
に
つ
い
て
の
学
習
指
導
は
、
具
体
的
な
言
語
生
活
を
通
し
て
、
い
わ
ゆ
る
文
法

的
事
実
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
ま
ず
語
意
識
の
発
達
に
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
に
は
、
学
習
活
動
の

場
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
字
文
を
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ
ー
マ
字
文
の
わ
か
ち
書
き
は
、
こ
と
ば
の
き
ま

り
や
は
た
ら
き
を
直
接
児
童
•
生
徒
の
目
に
写
す
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
の
法
則
・

性
質
・
構
造
な
ど
に
つ
い
て
、
児
童
•
生
徒
に
そ
れ
ら
の
事
実
を
た
や
す
く
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
発
音
教
育
に

も

効

果

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。

．

以
上
の
見
地
か
ら
見
て
、
国
語
教
育
の
一
環
と
し
て
の
ロ
ー
マ
字
教
育
を
、
現
行
の
時
間
数
の
範
囲
内
で
実
質
的
に
充
実
し

て
行
う
こ
と
は
、
国
語
教
育
の
効
果
を
い
っ
そ
う
高
め
る
の
に
適
切
な
こ
と
で
あ
る
と
認
め
る
。

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
ロ
ー
マ
字
文
の
分
か
ち
書
き
の
仕
方
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
、
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め

に
、
算
数
・
社
会
・
理
科
な
ど
の
方
面
に
お
い
て
も
ロ
ー
マ
字
を
利
用
す
る
こ
と
、
及
び
、
ロ
ー
マ
字
教
育
の
実
効
を
上
げ
る

た
め
の
教
師
の
養
成
問
題
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
四
期
国
語
審
議
会
で
の
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
は
主
と
し
て
分
か
ち
書
き
に
つ
き
調
査
し
審
議
を
し
て
い
る
。
教
育
に
関

し
て
は
、
教
育
課
程
審
議
会
で
の
審
議
と
の
か
か
わ
り
が
生
じ
た
。
『
国
語
審
議
会
報
告
書
4
』
（
文
部
省
、
昭
和
三
五
）
中
に
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

分
科
会
と
し
て
は
ひ
き
つ
づ
き
ロ
ー
マ
字
教
育
の
こ
と
に
関
し
て
審
議
を
行
な
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
三
年
一
月
一

八
日
に
教
育
課
程
審
議
会
か
ら
、
教
育
課
程
の
改
定
に
つ
い
て
中
間
発
表
が
あ
り
、
さ
ら
に
三
月
一
五
日
に
は
そ
の
答
申
が
行

な
わ
れ
、
ロ
ー
マ
字
教
育
に
つ
い
て
は
、
「
ロ
ー
マ
字
学
習
は
、
国
語
学
習
の
一
環
と
し
て
第
四
学
年
以
上
に
お
い
て
す
べ
て

・
言
語
お
よ
び
簡
単
な
文
章
の
読
み
書
き
を
行
な
う
も
の
と
す
る
こ
と
、
な
お
、
単
独
の
ロ
ー
マ
字
教

の
児
童
に
対
し
、
文
字

科
書
は
使
用
し
な
い
で
、
国
語
教
科
書
の
中
で
、
こ
れ
を
取
り
扱
う
こ
と
。
中
学
校
に
お
い
て
継
承
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
」
と
さ
れ
た
。

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

よ
っ
て
、
分
科
会
は
…
中
略
•
•
•
こ
の
新
し
い
事
態
に
対
し
て
分
科
会
と
し
て
と
る
べ
き
処
置
・
方
策
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
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果
、
新
し
く
ロ
ー
マ
字
文
の
分
か
ち
書
き
に
つ
い
て
審
議
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
第
三
六
回
総
会
（
昭
和
三
ニ
・
一
―
•
一
五
）
に
提
出
さ
れ
た
「
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
報
告
」
中
「

I
I

教
育
」
に
お
い
て
、

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
船
橋
聖
一
委
員
が
、
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

今
の
話
は
あ
ま
り
に
も
一
般
的
で
客
観
性
が
な
い
。
副
会
長
個
人
の
ロ
ー
マ
字
論
で
あ
る
。

こ
の
発
言
に
対
し
、
有
光
副
会
長
は
、

ロ
ー
マ
字
実
験
学
習
の
調
査
に
よ
る
報
告
で
あ
る
。

と
答
え
た
と
こ
ろ
、
船
橋
委
員
は
更
に
次
の
よ
う
に
発
言
す
る
。

そ
れ
は
特
殊
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
な
ら
い
い
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
既
成
事
実
と
し
て
や
ら
れ
た
の
で
は
困
る
。
そ
れ
は

少
し
宣
伝
的
に
聞
こ
え
る
。

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
上
で
、
船
橋
委
員
は
こ
の
報
告
を
こ
の
ま
ま
承
認
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
受
け
、
土
岐
善
麿
会
長
は
、

こ
し
て
は
ど
う
か
。

、
つ
こ
と
ー

ヽ

こ
れ
ま
で
の
発
言
を
考
慮
に
入
れ
て
、
分
科
会
が
今
後
の
審
議
を
つ
づ
け
る
と
し

と
取
り
成
し
て
、
一
応
の
収
ま
り
を
つ
け
て
い
る
。

っ
て
か
な
り
隔
た
り
の
あ
る
考
え
方
が
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
は
っ
き
り

ロ
ー
マ
字
問
題
に
関
し
て
は
、
立
場
に
よ

こ
の
よ
う
に
、

主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

続
く
第
五
期
国
語
審
議
会
で
の
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
会
は
、
ロ
ー
マ
字
文
の
分
か
ち
書
き
の
仕
方
に
つ
い
て
の
み
調
査
審
議
し
て

お
り
、
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
教
育
の
問
題
に
関
し
て
は
、
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

略）

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

四
三
一

ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
は
ロ
ー
マ
字
教
育
は
や
め
ろ
と
い
う
声
も
あ
る
が
、

い
い
面
が
多
い
。
（
後

性
を
考
え
な
が
ら
、

漢
字
か
な
ま
じ
り
の
教
育
も
や
る
。

ロ
ー
マ
字
を
や
る
こ
と
か
ら
漢
字
の
習
得
ま
た
こ
と
ば
の
習
得
に
プ

実
際
は
ロ
ー
マ
字
教
育
が
思
っ
た
ほ
ど
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
点
で
将
来
の
こ
ど
も
に
も
う
少
し
ロ
ー
マ
字
の
将
来

現
在
は
、

義
務
教
育
の
中
で
選
択
科
目
に
な
っ
て
い
る
が
、

ロ
ー
マ
字
は
社
会
的
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
い
な
が
ら
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
を
め
ぐ
る
総
合
の
議
論
に
お
い
て
、

有
光
次
郎
副
会
長
の
発
言
中
に
、

を
別
の
こ
と
ば
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ら
、
審
議
会
は
ま
ず
こ
れ
を
採
り
上
げ
、

「
改
訂
ロ
ー
マ
字
の
指
針
」
を
ま
と
め
た
が
、

こ
れ
は
さ
き
の

「
協
議
会
」

の
意
見

ま
た
、

審
議
会
の
初
め
の
こ
ろ
は
、

「
ロ
ー
マ
字
教
育
の
目
的
が
わ
か
ら
な
い
。
」

と
い
う
意
見
が
出
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
か

待
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

は
、
実
証
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、

「
ロ
ー
マ
字
に
よ
っ
て
読
み
書
き
を
行
な
う
習
慣
が
国
民
一
般
に
普
及
す
る
」
こ
と
を
期

こ
の
う
ち
、

「
国
語
教
育
の
徹
底
」
と
「
社
会
生
活
の
能
率
を
高
め
」

る
う
え
に
ロ
ー
マ
字
が
役
に
た
ち
つ
つ
あ
る
こ
と

を
国
民
一
般
に
普
及
す
る
必
要
が
あ
る
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

り
、
社
会
生
活
の
能
率
を
高
め
、

国
民
の
文
化
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

ロ
ー
マ
字
に
よ
っ
て
読
み
書
き
を
行
な
う
習
慣

に
設
け
ら
れ
た
「
ロ
ー
マ
字
教
育
協
議
会
」
。
）
の
「
ロ
ー
マ
字
教
育
を
行
な
う
に
つ
い
て
の
意
見
」
は
、
「
国
語
教
育
の
徹
底
を
は
か

ロ
ー
マ
字
教
育
、
詳
し
く
は
ロ
ー
マ
字
文
に
よ
る
国
語
教
育
に
つ
い
て
、

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

さ
き
の
協
議
会
（
執
筆
者
注
、
昭
和
ニ
―
年
六
月
、
文
部
省

四
三
〇

ロ
ー
マ
字
の
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第
六
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
三
六
・
一
〇
ー
三
八
•
一
0
)
は
、
途
中
、
昭
和
三
七
年
四
月
に
政
令
の
改
正
が
あ
り
、
文
部
大
臣
の
諮
問

に
応
じ
て
国
語
の
改
善
等
に
つ
き
調
査
審
議
す
る
機
関
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
あ
り
、
審
議
会
自
体
が
―
つ
の
転
機
に
立
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
。

調
査
審
議
の
対
象
と
す
る
事
項
は
、
「
一
国
語
の
改
善
に
関
す
る
事
項

字
に
関
す
る
事
項
」
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。

こ
の
期
の
組
織
は
、
運
営
委
員
会
、
第
一
•
第
二
•
第
三
の
各
部
会
か
ら
成
る
。
全
体
と
し
て
国
語
の
改
善
の
問
題
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
こ
の
中
で
ロ
ー
マ
字
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
会
に
お
け
る
意
見
の
ま
と
め
と
し
て
、
『
国
語
審
議
会
報
告
書
6
』
（
文
部
省
、

昭
和
三
九
）
中
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
国
語
審
議
会
は
、
ロ
ー
マ
字
論
者
や
カ
ナ
モ
ジ
論
者
の
よ
う
な
表
音
主
義
者
に
引
き
回
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
問

題
が
紛
糾
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
語
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
国
語
の
表
記
は
、
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
に
よ
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
」
と
い
う
立
場
を
、
は
っ
き
り
と
決
め
て
か
ら
、
細
か
い
審
議
に
は
い
る
べ
き
で
あ
る
。
（
こ
れ
ま
で
の

審
議
は
、
改
善
の
目
標
の
立
て
方
に
す
で
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
だ
と
す
る
意
見
。
）

第
四
四
会
総
会
（
昭
和
三
六
•
一
―
•
三
0
)
で
の
委
員
の
発
言
等
の
う
ち
に
、

吉
田
富
三
委
員
（
前
略
）
少
な
く
と
も
漢
字
か
な
ま
じ
り
と
ロ
ー
マ
字
と
の
三
つ
の
審
議
会
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
漢
字
か
な
を
使
う
国
語
と
ロ
ー
マ
字
を
使
う
国
語
と
は
、
立
場
が
根
本
的
に
違
う
か
ら
、
こ
れ
ら
を
い
っ
し
ょ
に
議

論
す
る
の
は
混
乱
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
（
以
下
略
。
）

と
あ
る
。
ま
た
、

丹
羽
文
雄
委
員
審
議
会
令
に
も
、
ロ
ー
マ
字
う
ん
ぬ
ん
の
こ
と
が
う
た
っ
て
あ
る
が
、
そ
の
点
い
か
が
。

緒
方
（
文
部
省
事
務
）
次
官
社
会
で
現
在
、
ロ
ー
マ
字
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
ど
う
か
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

横
田
実
委
員
（
前
略
）
カ
ナ
モ
ジ
、
ロ
ー
マ
字
問
題
が
起
こ
っ
た
の
は
、
過
去
の
審
議
会
に
強
い
主
張
を
す
る
人
が
い
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
（
後
略
）

森
戸
辰
男
委
員
（
前
略
）
文
部
省
に
い
た
当
時
、
ロ
ー
マ
字
問
題
が
や
か
ま
し
く
、
占
領
軍
の
係
官
か
ら
公
式
に
で
は
な
い

が
、
日
本
で
も
ロ
ー
マ
字
を
使
え
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
も
っ
て
の
ほ
か
の
こ
と
で
強
く
反
対
し
た
。
「
占
領
治
下
で
敗

戦
国
に
そ
う
い
う
こ
と
を
も
っ
て
く
る
こ
と
は
、
国
民
が
承
知
し
な
い
。
国
語
を
大
き
く
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
の

伝
統
を
中
断
す
る
こ
と
だ
と
い
っ
て
強
く
反
対
し
た
。
（
以
下
略
。
）

右
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
四
七
回
総
会
（
昭
和
三
七
•
四
・
一
六
）
の
席
で
、
天
城
（
文
部
省
調
査
局
）
局
長
が
審
議
会
令
（
政
令
）
の
改
正
を
す
る
こ
と

に
当
た
っ
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
部
分
を
引
用
す
る
。

現
行
の
国
語
審
議
会
令
で
は
、
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
を
当
然
置
く
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
審
議

会
（
執
筆
者
注
、
国
語
審
議
会
と
ロ
ー
マ
字
調
査
審
議
会
。
昭
和
二
五
年
四
月
に
設
置
。
）
が
途
中
で
合
体
し
た
と
い
う
沿
革
的
な
理
由
、
経
過
が

あ
る
が
、
部
会
設
置
（
執
筆
者
注
、
国
語
審
議
会
令
第
六
条
に
よ
る
。
）
を
機
に
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
直
し
た
い
。
ロ
ー
マ
字
の
問

題
に
つ
い
て
も
、
他
の
問
題
の
一
っ
と
し
て
扱
い
、
部
会
の
中
で
審
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
と
さ
ら
に

ロ
ー
マ
字
だ
け
の
分
科
会
を
必
置
に
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

五
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
そ
の
後
の
動
向

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

二
国
語
の
教
育
の
振
興
に
関
す
る
事
項

四
三
二

四
三
三

三
ロ
ー
マ
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国
語
審
議
会
令
の
改
正
に
よ
り
、

ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
は
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
の
国
語
審
議
会
は
、

戦
後
の
国
語
施
策
の
改
善
に
資
す
る
た
め
の
審
議
に
移
る
。

と
は
な
い
。

昭
和
二

0
年
代
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て
国
語
審
議
会
の
事
務
を
所
掌
し
て
い
た
の
は
文
部
省
調
査
局
国
語
課
で
あ
る
。
国
語
審

議
会
の
審
議
事
項
の
―
つ
で
あ
る
ロ
ー
マ
字
の
問
題
に
つ
き
、
国
語
審
議
会
と
は
別
に
、
調
査
局
が
他
の
機
関
と
協
力
し
、
小
学
校

の
中
・
高
学
年
で
ロ
ー
マ
字
を
学
習
指
導
し
た
際
の
成
果
等
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
若
干
、
触
れ
て
お
く
。

昭
和
二
六
年
度
か
ら
昭
和
二
八
年
度
に
か
け
て
、
文
部
省
調
査
局
は
国
立
教
育
研
究
所
と
国
立
国
語
研
究
所
と
の
協
力
の
下
に
文

部
省
内
に
ロ
ー
マ
字
教
育
実
験
調
査
研
究
会
を
設
け
、
目
的
を
明
確
に
し
、
児
童
に
対
す
る
ロ
ー
マ
字
の
学
習
指
導
の
内
容
、
方

法

、

評

価

等

に

つ

き

実

験

的

に

調

査

研

究

し

た

。

．

こ
の
実
験
調
査
の
目
的
は
、
義
務
教
育
期
間
中
の
普
通
の
自
然
学
級
に
お
い
て
国
語
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ー
マ

字
文
の
学
習
指
導
の
効
果
を
調
査
し
て
、
ロ
ー
マ
字
教
育
上
の
種
々
の
問
題
点
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
調
査
の
結
果
を
分
析
・
評

価
し
て
ロ
ー
マ
字
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
な
資
料
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当

時
の
「
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
」
に
基
づ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

実
験
学
級
は
北
海
道
か
ら
九
州
に
至
る
全
国
各
地
の
小
学
校
か
ら
二

0
学
級
を
選
ん
で
い
る
。

時
間
は
、
年
間
を
通
し
て
四

0
時
間
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
文
部
省
内
に
設
置
さ
れ
た
ロ
ー
マ
字
教
育
実
験
調
査
研
究
会
に
お
い
て
、
実
験
の
方
法
、
指
導
法
、
テ
ス
ト
問
題
等
の
立

案
、
作
成
等
に
当
た
っ
て
お
り
、
各
実
験
学
級
と
も
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
、
調
査
の
結
果
が
全
般
的
に
概
括
さ
れ
、
比
較
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

当
時
、
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
は
単
一
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
訓
令
式
・
日
本
式
・
標
準
式
の
う
ち

か
ら
、
各
学
級
は
一
っ
を
選
び
、
実
験
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
学
習
指
導
要
領
に
「
ほ
か
の
式
の
つ
づ
り
方
の
ロ
ー
マ
字
文
を
も
読

む
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
い
う
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に
も
配
慮
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

調
査
研
究
の
一
環
で
あ
る
、
学
習
指
導
の
成
果
を
確
認
す
る
テ
ス
ト
の
結
果
と
し
て
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
、
文
字
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
き
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
要
す
る
に
、
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
目
標
は
少
な
く
と
も
無
理
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
書
く
こ
と
に
つ
い
て
は
撥
音
の
表
記
（
例
、

p
a
n
`
y
a
パ
ン

屋、

g
e
n
'
i
n
原
因
）
に
お
け
る
切
る
符
号
〔
，
〕
、
大
文
字
、
小
文
字
の
使
い
分
け
な
ど
に
つ
い
て
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、
文
字
と
し
て
は
、

K
、

P
、
S

の
よ
う
に
大
文
字
と
小
文
字
と
で
形
が
同
じ
よ
う
な
も
の
に
か
え
っ
て
混
乱
が
あ

る
こ
と
、

D
、
B
、
P
、
d
、
b
、

P

な
ど
は
左
右
が
逆
に
な
る
、
い
わ
ゆ
る
鏡
文
字
が
往
々
に
し
て
あ
る
こ
と
な
ど
が
判
明

し
、
こ
れ
ら
は
初
期
に
注
意
深
く
指
導
の
手
を
個
別
的
に
差
し
伸
べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
調
査
研
究
さ
れ
た
結
果
な
ど
に
つ
い
て
、
国
語
審
議
会
に
設
け
ら
れ
た
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
で
の
審
議
を

通
し
、
国
語
審
議
会
の
総
会
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
教
育
に
関
す
る
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
た
だ
例
え
ば
、
第
三
期

国
語
審
議
会
（
昭
和
二
九
・
七
＼
三
一
・
七
）
の
報
告
書
『
国
語
審
議
会
報
告
書
3
』
中
の
「
ロ
ー
マ
字
教
育
の
問
題
《
ロ
ー
マ
字
教
育
の

問
題
》
」
に
審
議
し
て
い
く
に
当
た
り
、
「
現
場
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
教
育
の
現
状
を
分
析
し
て
、
ロ
ー
マ
字
文
の
学
習
指
導
が
実
際

に
ど
う
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
。
」
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

ロ
ー
マ
字
の
表
記
と
ロ
ー
マ
字
教
育

ロ
ー
マ
字
問
題
は
、

四
三
四

以
後
、
主
た
る
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

そ
し
て
、

四
三
五

六

ロ
ー
マ
字
教
育
実
験
調
壺
に
つ
い
て

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

い
わ
ば
一
連
の

ロ
ー
マ
字
の
学
習
指
導



第
九
節
話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

告〉

具
体
的
な
審
議
の
際
に
こ
の
「
ロ
ー
マ
字
教
育
実
験
調
査
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
当
時
文
部
省
著
作
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
国
語
シ
リ
ー
ズ
』
の
九

‘
1
0
、

話
し
言
葉
・
書
き
言
菓
の
改
善
を

H
指
し
て

昭
和
二

0
年
代
か
ら
一

1-0
年
代
に
か
け
て
の
話
し
言
菓
・
書
き
言
業
の
改
善
追
求
概
観

こ
の
節
で
は
国
語
審
議
会
の
第
一
期
か
ら
第
七
期
ま
で
（
昭
和
二
四
｝
四
一
）
に
行
わ
れ
た
審
議
と
そ
の
成
果
の
う
ち
、
話
し
言
葉
・

書
き
言
葉
の
両
領
域
で
そ
の
改
善
や
標
準
化
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
記
述
す
る
。
た
だ
し
、
国
語
表
記
の
基
準
に

つ
い
て
は
外
来
語
の
表
記
の
み
を
取
り
上
げ
、
内
閣
告
示
・
訓
令
と
な
っ
た
ロ
ー
マ
字
・
送
り
仮
名
に
関
す
る
も
の
や
、
法
令
・
公

用
文
、
地
名
・
人
名
に
関
す
る
も
の
は
他
節
に
譲
る
。
ま
た
、
国
語
施
策
を
全
般
的
に
見
直
し
た
第
六
期
国
語
審
議
会
に
つ
い
て

は
、
第
一
―
節
で
扱
う
。

ま
ず
、
各
期
に
お
け
る
各
領
域
の
担
当
部
会
・
小
委
員
会
と
そ
の
成
果
を
一
覧
に
し
て
示
す
と
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
成
果
の

う
ち
《
建
議
》
《
報
告
》
は
、
部
会
・
小
委
員
会
が
提
出
し
た
案
を
総
会
と
し
て
議
決
し
、
文
部
大
臣
に
建
議
又
は
報
告
し
た
も

の
、
〈
部
会
報
告
〉
は
、
国
語
審
議
会
の
中
で
部
会
か
ら
総
会
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
期
（
昭
和
二
四
・
六
｝
二
七
•
四
）

話
し
こ
と
ば
部
会
「
話
し
こ
と
ば
に
対
す
る
報
告
書
」
（
昭
和
二
七
．
―
―

-・1
0
)

〈
部
会
報
告
〉

敬
語
部
会
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
（
昭
和
二
七
•
四
・
一
四
）
《
建
議
》

第
二
期
（
昭
和
二
七
•
四
ー
ニ
九
•
四
）

術
語
・
表
記
合
同
部
会
「
外
来
語
の
表
記
に
つ
い
て
」
（
昭
和
二
九
・
三
・
一
五
）
〈
部
会
報
告
〉

標
準
語
部
会
「
標
準
語
の
た
め
に
」
（
昭
和
二
九
・
三
・
一
五
）
〈
部
会
報
告
〉

第
三
期
（
昭
和
二
九
・
七
＼
三
一
・
七
）

第
二
部
会
「
話
し
こ
と
ば
の
改
善
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
一
・
七
•
五
）
〈
建
議
》

小
委
員
会
「
正
書
法
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
一
・
七
•
五
）
《
報
告
》

に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
一
・
七
・
五
）
《
報
告
》

第
一
部
会
「
「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
」

―
二
＼
三
三
・
ニ
）

一
・
一
八
）
〈
部
会
報

第
四
期
（
昭
和
三
一
・

話
し
こ
と
ば
部
会
「
「
あ
ら
た
ま
っ
て
も
の
を
言
う
場
合
に
も
出
る
方
言
」
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
三
・
一

第
五
期
（
昭
和
三
四
・
三
＼
三
六
・
三
）

第
二
部
会
「
語
形
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
六
・
三
・
一
七
）
〈
部
会
報
告
〉

第
六
期
（
昭
和
三
六
・
一
〇
＼
三
八

•
1
0
)
 

二
）
《
報
告
》
（
第
四
章
第
二
節
参
照
。
）

第
一
部
会
・
第
二
部
会
•
第
三
部
会
「
国
語
の
改
善
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
八

·
-
0
.

第
七
期
（
昭
和
三
九
•
一
＼
四
一
・
一
）

第
二
部
会
「
発
音
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四

0
•

三
・
九
）
〈
部
会
報
告
〉

、
学
術
奨
励
審
議
会
学
術
用
語
分
科
審
議
会
の
所
掌
事
務
で
あ
る
学
術
用
語
の
制
定
に
つ
い

右
の
ほ
か
、
こ
の
期
間
に
お
い
て

四
三
七

る。

第
九
節

一
八
に
収
め
ら
れ
て
い

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

四
三
六
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第
九
節

て
、
国
語
審
議
会
は
同
分
科
審
議
会
か
ら
各
分
野
の
学
術
用
語
制
定
の
た
び
に
審
査
の
依
頼
を
受
け
、
そ
の
都
度
回
答
を
行
っ
た
。

昭
和
二
四
年
の
改
組
後
、
国
語
審
議
会
は
国
語
の
実
情
と
問
題
を
明
確
化
す
る
た
め
、
「
国
語
白
書
」
と
も
言
う
べ
き
「
国
語
問

題
要
領
」
を
作
成
し
、
翌
二
五
年
六
月
―
二
日
に
文
部
大
臣
に
報
告
し
た
。
以
後
の
国
語
審
議
会
の
活
動
の
出
発
点
と
な
っ
た
こ
の

「
要
領
」
は
、
「
2

国
語
の
現
状
の
分
析
」
の
「
③
用
語
」
の
中
で
、
新
語
の
増
加
、
外
来
語
の
吸
収
の
行
き
過
ぎ
が
、
次
の

よ
う
な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

④
一
般
に
わ
か
り
に
く
い
漢
語
は
し
だ
い
に
減
っ
て
き
た
が
、
同
じ
発
音
で
意
味
の
ち
が
う
も
の
が
ま
だ
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
上
、
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
耳
な
れ
な
い
こ
と
ば
が
さ
か
ん
に
作
ら
れ
て
い
る
。
「
写
調
」
「
車
券
」
な
ど
は
こ
の
例
で

あ
る
。

回
学
術
上
の
専
門
語
に
つ
い
て
も
、
同
じ
概
念
を
あ
ら
わ
す
語
が
、
分
野
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
た
め
、
一
般
の
理
解
を
困

難
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
ト
を
常
数
（
数
学
・
物
理
）
、
恒
数
（
化
学
）
、
定
数
（
工
学
）
、
不
変
数
（
経

済
）
な
ど
と
し
て
い
る
の
は
こ
の
例
で
あ
る
。

り
会
話
や
印
刷
物
を
通
じ
て
、
必
要
以
上
に
外
国
語
が
用
い
ら
れ
る
一
方
、
す
で
に
常
識
的
に
通
用
し
て
い
る
外
国
語
を
む

り
に
漢
語
に
訳
し
か
え
て
、
一
般
の
理
解
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
解
決
に
か
か
わ
っ
た
も
の
が
、
先
に
挙
げ
た
国
語
審
議
会
の
成
果
の
う
ち
用
語
の
整
理
に
関
す
る
も
の
や
、
学
術
用
語

分
科
審
議
会
と
の
や
り
取
り
で
あ
る
。

用
語
」
に
続
く
「
④
発
音
」
に
は
、

一
般
に
国
語
の
音
韻
に
つ
い
て
の
関
心
が
薄
く
、
そ
の
た
め
に
③
の
印
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
じ
発
音
で
意
味
の
ち
が
う

こ
と
ば
が
数
多
く
で
き
て
、
実
際
生
活
上
し
ば
し
ば
混
乱
の
種
を
ま
い
て
い
る
。
な
お
発
声
法
に
つ
い
て
の
関
心
も
薄
く
、

そ
の
知
識
や
訓
練
が
は
な
は
だ
し
く
不
足
し
て
い
る
。

と
の
指
摘
が
あ
る
。
「
3

国
語
問
題
の
歴
史
的
展
望
」
の
「
③
口
語
文
と
話
し
こ
と
ば
」
に
は
、
「
話
し
こ
と
ば
に
つ
い
て
は
、

社
会
生
活
の
上
か
ら
も
、
国
語
教
育
の
上
か
ら
も
、
従
来
そ
の
重
要
性
が
あ
ま
り
み
と
め
ら
れ
ず
、
指
導
の
点
に
も
具
体
的
な
方
策

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
」
と
の
問
題
提
起
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
・
第
四
期
の
話
し
こ
と
ば
部
会
や
、
「
話
し

こ
と
ば
の
改
善
に
つ
い
て
」
を
ま
と
め
た
第
三
期
の
第
二
部
会
な
ど
が
問
題
と
し
た
。

先
の
「
④
発
音
」
に
続
く
「
⑤
語
法
お
よ
び
文
体
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
③
の
用
語
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
敬
語
法
が
あ
ま
り
に
も
複
雑
で
あ
り
、
特
に
人
に
関
す
る
代
名
詞
の
種

類
の
多
い
こ
と
は
、
戦
後
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
面
、
社
会
生
活
の
反
映
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
生
活
と
言

語
と
の
ず
れ
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
教
育
上
重
要
問
題
の
一
っ
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
標
準
語
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
の
教
養
あ
る
社
会
の
こ
と
ば
を
取
り
あ
げ
る
よ
う
に
い
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
標
準
に

も
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
る
。
書
き
こ
と
ば
の
場
合
に
、
文
学
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
口
語
文
体
は
、
ほ
ぼ
安
定
し
た
と
み
と
め

て
よ
い
が
、
実
用
文
の
問
題
、
話
し
こ
と
ば
と
し
て
の
標
準
語
や
方
言
の
問
題
、
ま
た
、
対
話
・
講
演
・
演
劇
・
映
画
・
放
送

な
ど
に
わ
た
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
い
。

こ
の
う
ち
、
標
準
語
に
つ
い
て
は
第
二
期
の
標
準
語
部
会
が
正
面
か
ら
扱
い
、
第
五
期
•
第
七
期
の
第
二
部
会
は
語
形
の
ゆ
れ
、

発
音
の
ゆ
れ
を
精
査
し
た
。
第
四
期
の
話
し
こ
と
ば
部
会
は
方
言
の
調
査
を
行
っ
た
。
「
対
話
・
講
演
・
演
劇
・
映
画
・
放
送
な
ど

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

彊

'|'ll'

出
発
点
と
し
て
の
「
国
語
問
題
要
領
」

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

四
三
八

四
三
九
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第
九
節

ろ
う
。

四
四

ー 話
し
言
葉
の
改
善
へ
の
取
組
|
|
｛
第
一
期
ー
第
四
期
ー
|
'

第
一
期
国
語
審
議
会
「
話
し
こ
と
ば
部
会
」

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

の
活
動
と
部
会
報
告

日
話
し
こ
と
ば
部
会
の
審
議
経
過

第
一
期
国
語
審
議
会
の
話
し
こ
と
ば
部
会
は
、
医
学
博
士
で
日
本
放
送
協
会
評
議
員
の
颯
田
琴
次
を
部
会
長
と
し
、
映
画
・
演
劇

関
係
者
（
日
本
映
画
連
合
会
事
務
局
長
の
池
田
義
信
、
演
劇
学
の
河
竹
繁
俊
な
ど
）
や
作
家
の
舟
橋
聖
一
、
そ
れ
に
国
立
教
育
研
究

所
の
石
黒
修
治
ら
を
含
む
九
名
の
部
会
で
あ
る
。
昭
和
二
五
年
六
月
一
四
日
か
ら
二
七
年
二
月
一
八
日
ま
で
、
計
二

0
回
の
部
会
を

開
催
し
た
。
そ
の
間
、
第
八
回
及
び
第
―
二
回
総
会
（
昭
和
二
五

•
1
0
•
三
0
、
二
六

·
1
0

・
ニ
三
）
で
、
颯
田
部
会
長
は
、
同
部
会
で
は

話
し
言
葉
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
、
ま
ず
「
い
や
な
こ
と
ば
」
（
用
い
た
く
な
い
語
）
を
集
め
、
次
い
で
国
立
国
語
研
究

所
や
放
送
局
関
係
者
か
ら
話
を
聞
い
た
こ
と
、
ま
た
、

N
H
K
と
国
立
国
語
研
究
所
の
協
力
に
よ
っ
て
話
し
言
葉
の
基
本
型
を
収
集

し
、
審
議
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。

『
国
語
審
議
会
報
告
書
』
（
文
部
省
、
昭
和
二
七
）
に
整
理
さ
れ
た
同
部
会
の
活
動
概
要
に
よ
れ
ば
、
「
部
会
で
は
、
ま
ず
話
し
こ
と
ば

て
み
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
の
で
、
こ
れ
を
確
定
す
る
必
要
を
認
め
、
暫
定
的
に
、
「
話

の
本
質
や
範
囲
が
あ
い
ま
い
で
、
人
に
よ
っ

し
こ
と
ば
は
、
だ
れ
が
、
だ
れ
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
話
し
て
も
書
い
て
も
、
お
か
し
く
な
い
こ
と
ば
」
と
定
義
し
」
た
。
こ
の
定

義
に
基
づ
い
て
「
洗
練
さ
れ
た
純
正
な
こ
と
ば
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、
ど
ん
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
を
考
え
る
こ

と
と
し
、
「
比
較
的
大
き
な
組
織
を
も
ち
、
一
般
大
衆
と
接
触
す
る
面
が
多
く
、
ま
た
大
衆
に
及
ぼ
す
影
響
の
著
し
い
方
面
」
と
し

て
、
「
映
画
・
演
劇
・
ラ
ジ
オ
・
演
芸
」
、
「
講
演
」
、
「
学
校
」
の
各
分
野
を
選
び
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
話
し
言
葉
を
検
討
し
、
取
り

ま
と
め
た
も
の
を
昭
和
二
七
年
三
月
一

0
日
の
第
二
二
回
総
会
に
報
告
し
た
。

口
話
し
こ
と
ば
部
会
報
告
（
「
話
し
こ
と
ば
に
対
す
る
報
告
書
」
）
の
概
要

第
一
三
回
国
語
審
議
会
総
会
に
お
け
る
話
し
こ
と
ば
部
会
の
報
告
の
要
点
（
表
記
は
原
文
に
従
う
。
）
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
映
画
・
演
劇
・
ラ
ジ
オ
・
演
芸

大
衆
と
の
接
触
面
が
広
い
映
画
・
演
劇
・
ラ
ジ
オ
・
演
芸
な
ど
の
関
係
者
は
、
こ
の
領
域
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
話
し
こ
と

ば
の
効
果
影
響
力
、
特
に
小
中
学
生
へ
の
影
響
力
の
大
き
い
こ
と
に
留
意
し
、
話
し
こ
と
ば
へ
の
関
心
を
寄
せ
、
進
ん
で
そ
の

研
究
に
従
事
し
、
「
避
け
た
い
話
し
こ
と
ば
」
を
整
理
し
、
「
勧
め
た
い
話
し
こ
と
ば
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

日
常
会
話
を
規
制
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
語
彙
ば
か
り
で
な
く
語
法
に
つ
い
て
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
研
究
し
、
通
り
の
よ
い

こ
と
ば
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
映
画
・
演
劇
・
演
芸
な
ど
の
当
事
者
の
、
話
し
こ
と
ば
へ
の
関
心
を
よ
び
起
こ
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
話
し
こ
と
ば
の
文
法
」
を
作
る
こ
と
も
可
能
と
な

気
ま
ま
に
新
語
・
新
語
法
を
生
じ
、
聞
い
て
感
じ
の
悪
い
、
又
は
意
味
の
分
か
り
に
く
い
語
彙
を
生
ず
る
こ
と
に
対
し
、
ラ

ジ
オ
は
多
少
の
阻
止
的
な
役
割
を
演
ず
る
機
能
を
持
つ
。
ラ
ジ
オ
と
「
話
し
こ
と
ば
」
と
の
連
関
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
重
視
さ
れ
、

利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
関
心
と
注
意
を
よ
び
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。

②

講

演

講
演
の
こ
と
ば
は
、
今
日
な
お
依
然
と
し
て
「
書
き
こ
と
ば
」
が
用
い
ら
れ
、
全
体
の
こ
と
ば
が
ま
だ
話
し
こ
と
ば
に
な
っ

て
い
な
い
。

に
わ
た
る
諸
問
題
」
及
び
敬
語
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
の
話
し
こ
と
ば
部
会
と
敬
語
部
会
が
、
直
ち
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
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た
後
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
各
種
の
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
第
二
回
以
降
の
部
会
で
討
議
し
た
。
そ
の
間
、
外
国
人
に
対
す

る
日
本
語
教
授
の
実
際
を
視
察
し
、
ま
た
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
教
員
と
の
懇
談
会
も
催
し
た
。
同
部
会
は
昭
和
二
九
年
一

二
月
か
ら
三
一
年
六
月
に
か
け
て
計
二

0
回
開
催
さ
れ
た
。

以
上
の
審
議
の
結
果
、
作
成
し
た
建
議
案
「
話
し
こ
と
ば
の
改
善
に
つ
い
て
」
は
、
第
三
二
回
総
会
（
昭
和
三
一
・
七
•
五
）
に
提

出
、
可
決
さ
れ
、
国
語
審
議
会
は
こ
れ
を
同
日
付
け
で
清
瀬
一
郎
文
部
大
臣
あ
て
建
議
し
た
。
内
容
は
左
の
と
お
り
で
、
学
校
に
お

け
る
話
し
言
葉
教
育
の
推
進
、
そ
の
た
め
の
指
導
者
養
成
、
そ
れ
ら
の
前
提
と
し
て
言
葉
教
育
の
科
学
的
再
検
討
、
ま
た
、
話
し
言

葉
に
関
す
る
根
本
的
・
継
続
的
な
調
査
の
実
施
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

書
き
こ
と
ば
の
研
究
と
教
育
と
は
す
で
に
相
当
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
話
し
こ
と
ば
（
い
わ
ゆ
る
音
声
言
語
）
の
研
究

と
教
育
と
に
つ
い
て
も
、
な
お
、
い
っ
そ
う
改
善
・
く
ふ
う
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
、
次
の
各
項
を
建
議
し
ま
す
。

1

話
し
こ
と
ば
の
教
育
を
特
に
学
校
教
育
に
お
い
て
、
い
ち
だ
ん
と
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

2

「
1
」
の
た
め
に
は
、
話
し
こ
と
ば
教
育
の
指
導
者
を
養
成
す
る
方
策
を
、
で
き
る
だ
け
早
く
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
と
り
あ
え
ず
既
設
の
大
学
そ
の
他
の
機
関
内
に
講
座
を
置
く
な
ど
の
方
法
を
講
ず
る
。

3

「

1
」「
2
」
の
た
め
に
は
、
話
し
こ
と
ば
の
教
育
を
科
学
的
方
法
に
も
と
づ
い
て
検
討
し
な
お
す
必
要
が
あ

る。
以
上
三
項
の
対
策
と
平
行
し
て
、
話
し
こ
と
ば
に
関
す
る
必
要
な
調
査
を
い
っ
そ
う
根
本
的
に
、
継
続
的
に
実
施

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

話
し
こ
と
ば
の
改
善
に
つ
い
て
（
建
議
）

四
四
三

第
三
期
国
語
審
議
会
の
第
二
部
会
は
、
話
し
言
葉
を
審
議
対
象
と
し
、
「
標
準
語
の
問
題
を
、
音
声
的
方
面
に
も
わ
た
っ
て
、
演

劇
・
映
画
・
放
送
・
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
て
審
議
す
る
。
」
と
い
う
趣
旨
で
設
置
さ
れ
た
。
部
会
委
員
は
、
国
文
学

の
池
田
弥
三
郎
、
心
理
学
の
波
多
野
完
治
ほ
か
、
演
劇
、
放
送
、
教
育
な
ど
の
分
野
の
一
八
名
で
、
部
会
長
に
は
、
第
一
期
に
話
し

こ
と
ば
部
会
長
、
第
二
期
に
術
語
部
会
長
を
務
め
た
颯
田
琴
次
が
就
任
し
た
。

第
一
回
の
部
会
（
昭
和
二
九
•
•
三
・
ニ
）
で
、
こ
の
第
二
部
会
は
、
第
一
期
の
話
し
こ
と
ば
部
会
及
び
敬
語
部
会
、
第
二
期
の
標
準

語
部
会
と
内
容
上
関
係
が
あ
る
こ
と
を
確
認
、
教
育
・
放
送
・
映
画
・
演
劇
の
小
委
員
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
小
委
員
会
を
開
催
し

③
 

2
 

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
お
け
る
話
し
こ
と
ば

よ
い
話
し
こ
と
ば
の
普
及
は
、
成
人
よ
り
も
低
学
年
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
場
合
に
、
よ
り
効
果
的
に
行
わ
れ
る
と
期
待
さ

れ
る
。
従
来
の
国
語
教
育
は
、
主
と
し
て
「
読
み
」
「
書
き
」
の
訓
練
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
小
学
校
に
お
け
る
初
等
国

語
教
育
は
、
正
し
い
、
よ
い
話
し
こ
と
ば
の
教
授
に
力
点
を
置
い
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

聴
覚
を
主
と
し
た
教
授
法
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
リ
ン
ガ
フ
ォ
ン
の
利
用
や
国
語
教
育
の
モ
デ
ル
ス
ク
ー
ル
設
立
も
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
話
し
こ
と
ば
の
基
本
文
型
を
選
定
し
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
純
正
な
話
し
こ
と
ば
の
教
育
を
奨
励
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
認
め
、
ひ
と
と
お
り
そ
の
文
型
を
検
討
し
た
。

話
し
こ
と
ば
の
教
育
上
、
方
言
の
処
理
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
映
画
・
ラ
ジ
オ
・
演
劇
・
演
芸
方
面
に
お
い
て
も
、
で
き

る
だ
け
純
正
な
共
通
語
の
慣
用
を
促
し
た
い
。
作
家
も
特
に
必
要
の
あ
る
場
合
の
ほ
か
は
方
言
の
駆
使
を
避
け
る
こ
と
に
協
力

さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。

第
三
期
国
語
審
議
会
第
二
部
会
と
建
議
「
話
し
こ
と
ば
の
改
善
に
つ
い
て
」
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第
四
期
国
語
審
議
会
「
話
し
こ
と
ば
部
会
」
か
ら
中
央
教
育
審
議
会
へ
の
要
請

2
 

す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
話
し
こ
と
ば
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

国
語
審
議
会
は
、
こ
れ
が
実
現
を
は
か
る
た
め
国
立
国
語
研
究
所
・
国
立
教
育
研
究
所
そ
の
他
の
機
関
に
お
い
て
具
体

的
に
研
究
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

な
お
、
同
総
会
に
お
い
て
颯
田
部
会
長
は
、
次
の
内
容
の
第
二
部
会
審
議
経
過
報
告
（
「
国
語
審
議
会
報
告
書
3
』
)
（
文
部
省
、
昭
和
三
五
）

か
ら
引
用
。
）
を
行
っ
た
。

1

放
送
・
演
劇
・
映
画
な
ど
に
お
け
る
話
し
こ
と
ば
の
実
情
の
審
議
と
、
学
校
教
育
に
お
け
る
話
合
い
の
実
際
に
つ
い
て
の

審
議
と
を
行
い
、
ま
た
、
外
国
人
の
日
本
語
習
得
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
な
実
情
を
知
り
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
学
校
教
育
に
お
け
る
話
し
こ
と
ば
の
教
育
は
放
送
お
よ
び
録
音
に
よ
っ
て
進
歩
し
て
い
る
一
面
も
あ
る
が
、
他
の

一
面
に
お
い
て
は
、
一
進
一
退
の
状
態
で
あ
る
か
、
後
退
が
見
ら
れ
た
こ
と
。

②
一
般
的
に
は
、
今
日
な
お
、
書
き
こ
と
ば
の
偏
重
あ
る
い
は
優
先
の
空
気
が
あ
り
、
そ
れ
が
学
校
教
育
に
反
映
し

が
ち
で
あ
る
こ
と
。

3
 
話
し
こ
と
ば
の
教
育
に
つ
い
て
、
科
学
的
な
指
導
・
研
究
が
普
及
し
て
い
な
い
た
め
教
育
の
現
場
に
お
い
て
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

④
日
本
語
の
標
準
的
表
現
（
発
音
•
発
声
な
ど
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
化
を
は
か
る
べ
き
で
あ
り
、

標
準
語
辞
典
の
編
集
普
及
が
要
望
さ
れ
る
。

問
題
は
以
上
に
つ
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ま
ず
、
話
し
こ
と
ば
教
育
の
振
興
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
痛
感
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
期
国
語
審
議
会
に
お
い
て
は
、
第
二
部
会
が
、
映
画
・
演
劇
・
放
送
・
教
育
の
各
領
域
に
わ
た
り
、
話
し
言

葉
に
つ
い
て
審
議
す
る
中
で
、
教
育
面
の
整
備
の
必
要
を
強
く
認
識
し
て
建
議
案
を
作
成
し
、
総
会
も
こ
れ
を
承
認
し
て
文
部
大
臣

に
建
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
四
期
国
語
審
議
会
の
話
し
こ
と
ば
部
会
（
颯
田
琴
次
部
会
長
）
（
同
部
会
に
つ
い
て
は
第
四
章
第
九
節
六
ー
2
を
参
照
。
）
は
昭
和
三
二
年
一

二
月
二
日
、
第
三
期
の
建
議
「
話
し
こ
と
ば
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
具
体
的
処
置
を
推
進
す
る
た
め
、
教
員
養
成
課
程
の
中
に
そ
の

趣
旨
が
考
慮
さ
れ
る
よ
う
、
中
央
教
育
審
議
会
会
長
に
対
し
、
部
会
と
し
て
の
要
請
を
行
っ
た
。
第
三
七
回
国
語
審
議
会
総
会
（
昭

和
三
三
・
ニ
・
一
八
）
で
颯
田
部
会
長
は
、
現
在
、
放
置
で
き
な
い
ほ
ど
乱
れ
て
い
る
話
し
言
葉
を
救
う
に
は
、
ま
ず
、
小
・
中
学
校

各
教
科
の
教
員
に
正
し
く
美
し
い
日
本
語
を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
将
来
の
教
員
の
資
格
と
し
て
、
各
科
を
通
じ

て
「
現
代
日
本
語
学
」
の
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
旨
を
報
告
し
た
。
文
部
省
の

北
岡
調
査
局
長
は
同
総
会
で
、
こ
の
要
請
に
関
し
、
「
中
央
教
育
審
議
会
と
し
て
は
、
現
在
ま
だ
あ
の
内
容
を
受
け
入
れ
る
段
階
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
趣
旨
は
よ
く
伝
え
て
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
改
組
後
昭
和
三

0
年
代
初
期
ま
で
の
国
語
審
議
会
は
、
話
し
言
葉
に
つ
い
て
全
般
的
に
検
討
を
加
え
、
改
善
を

図
る
べ
く
提
言
し
、
特
に
話
し
言
葉
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
て
教
育
方
面
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

第
四
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民
主
主
義
時
代
の
敬
語
へ
の
提
言
|
|
第
一
期
国
語
審
議
会
建
議
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」

第
一
期
国
語
審
議
会
に
設
置
さ
れ
た
敬
語
部
会
は
、
言
語
学
者
の
金
田
一
京
助
を
部
会
長
と
し
、

折
口
信
夫
、
哲
学
の
務
台
理
作
な
ど
学
識
経
験
者
、
そ
し
て
小
・
中
・
高
等
学
校
の
校
長
で
構
成
さ
れ
た
九
名
で
あ
る
。

は
、
昭
和
二
五
年
六
月
七
日
の
第
一
回
か
ら
二
七
年
二
月
二
九
日
の
第
一
八
回
の
部
会
ま
で
、

れ
か
ら
の
敬
語
」

を
ま
と
め
上
げ
た
。

第
一
回
の
部
会
で
は
、

ま
ず
次
の
三
説
が
検
討
さ
れ
た
。

敬
語
法
は
日
本
語
の
美
し
い
特
徴
で
あ
る
か
ら
、

日
本
語
の
敬
語
法
は
封
建
時
代
の
遺
習
で
あ
る
か
ら
、

の
で
あ
る
。

敬
語
法
は
尊
敬
感
情
の
現
れ
で
あ
る
。

か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
に
も
、

検
討
の
結
果
、

ぎ
を
い
ま
し
め
、
誤
用
を
正
し
て
、

て
い
く
こ
と
に
決
定
し
た
。

1

敬
語
部
会
の
審
議

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
保
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
民
主
主
義
の
世
の
中
で
は
、

民
王
主
義
の
基
本
は
個
人
が
互
に
他
の
個
人
を
尊
敬
す
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る

あ
る
程
度
の
敬
語
は
有
用
で
あ
る
。

結
局
1
か
ら
3
の
う
ち
の
第
3
説
を
採
る
こ
と
と
し
、

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

こ
れ
に
基
づ
い
て
、

で
き
る
だ
け
平
明
・
簡
素
な
形
に
整
理
す
る
。
」

こ
の
部
会
の
審
議
資
料
二

0
点
が
、
検
討
事
項
・
領
域
を
表
し
て
い
る
。

国
語
・
国
文
学
の
安
藤
正
次
や

一
年
半
余
り
の
審
議
を
通
じ
て
「
こ

四
四
六

同
部
会

当
然
、
清
算
す
べ
き
も

「
現
代
に
お
け
る
敬
語
法
の
行
き
す

と
い
う
方
針
で
第
二
回
以
降
の
審
議
を
進
め

〔
敬
語
部
会
提
出
資
料
一
覧
（
【
】
は
提
出
者
）
〕

1

敬
語
は
有
用
か
無
用
か
【
金
田
一
委
員
】
敬
語
法
上
の
問
題
の
あ
り
ど
こ
ろ
【
国
語
課
】

3
敬
語
法
上
の
術
語
に
つ
い
て
【
国
語
課
】
代
名
詞
の
用
法
に
つ
い
て
【
国
語
課
】

5
小
・
中
学
校
（
男
女
）
の
自
称
代
名
詞
を
自
由
作
文
の
な
か
か
ら
ひ
ろ
っ
て
み
た
―
つ
の
統
計
資
料
【
国
語
課
】

6
女
性
の
自
称
に
つ
い
て
【
国
語
課
】
7
各
種
低
学
年
教
科
書
に
お
け
る
「
お
」
の
用
例
【
国
語
課
】

8

「
お
・
ご
」
の
用
法
【
国
語
課
】

9

敬
称
に
つ
い
て
【
国
語
課
】

10

新
聞
紙
上
の
敬
称
の
用
例
【
国
語
課
】

1
1
皇
室
用
語
（
案
）
（
昭
和
22
年
8
月
当
時
の
宮
内
当
局
と
報
道
関
係
者
と
の
協
議
に
な
る
も
の
）
〔
う
つ
し
〕
【
国
語

果
1

.

1

2

皇
室
用
語
の
問
題
【
国
語
課
】

1
3
動
詞
の
敬
語
法
【
金
田
一
委
員
】
1
4
教
室
用
語
【
国
語
課
】

1
5
対
象
の
性
別
に
よ
る
「
く
ん
」
と
「
さ
ん
」
と
の
新
し
い
用
法
に
つ
い
て
【
国
語
課
】

1
6
あ
い
さ
つ
語
【
国
語
課
】

17

商
業
主
義
と
敬
語
【
国
語
課
】

1
8
公
務
員
の
用
語
に
つ
い
て
【
国
語
課
】

19

こ
れ
ま
で
の
と
り
ま
と
め
【
国
語
課
】

2
0

「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
第1
稿
•
第
2
稿
【
金
田
一
委
員
・
国
語
課
】

敬
語
部
会
が
作
成
し
た
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
は
昭
和
二
七
年
四
月
一
四
日
の
第
一
四
回
総
会
で
可
決
さ
れ
、
同
日
、
天
野
貞
祐

文
部
大
臣
に
建
議
さ
れ
た
。



る。
冒
頭
の
「
ま
え
が
き
」
は
、
「
こ
の
小
冊
子
は
、
日
常
の
言
語
生
活
に
お
け
る
最
も
身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
か
ら
は

こ
う
あ
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
形
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
、
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い

「
基
本
の
方
針
」
は
四
つ
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

1
で
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
敬
語
は
、
旧
時
代
に
発
達
し
た
ま
ま
で
、
必
要
以
上

に
煩
雑
な
点
が
あ
っ
た
。
」
と
従
来
の
敬
語
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
は
、
そ
の
行
き
す
ぎ
を
い
ま
し
め
、
誤
用
を

正
し
、
で
き
る
だ
け
平
明
・
簡
素
に
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
敬
語
部
会
の
第
一
回
で
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
基
本
の
方
針
」
の
2
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
敬
語
は
、
主
と
し
て
上
下
関
係
に
立
っ
て
発
達
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
敬
語

は
、
各
人
の
基
本
的
人
格
を
尊
重
す
る
相
互
尊
敬
の
上
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
、
敬
語
使
用
の
基
と
な
る
人
間
関
係
の

と
ら
え
方
の
転
換
を
提
唱
す
る
。
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
発
表
後
の
昭
和
二
七
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た
『
こ
れ
か
ら
の
敬
語
解

説
』
（
文
部
省
調
査
普
及
局
国
語
課
長
原
敏
夫
、
文
部
事
務
官
三
宅
武
郎
、
同
福
田
量
平
の
共
編
。
東
洋
館
出
版
社
刊
。
）
は
、
こ
こ
で
い
う
「
基
本
的
人

格
」
に
つ
い
て
、
「
た
と
え
ば
赤
ん
ぼ
で
も
、
生
ま
れ
る
と
同
時
に
そ
な
え
て
い
る
人
間
と
し
て
の
と
う
と
さ
。
そ
れ
は
、
ふ
つ
う

に
い
う
人
格
（
高
い
と
か
低
い
と
か
の
）
を
こ
え
た
と
こ
ろ
に
み
と
め
ら
れ
る
も
の
。
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
「
基
本

の
方
針
」
の

2
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ま
で
の
敬
語
は
、
封
建
時
代
に
発
達
し
て
き
た
も
の
で
す
か
ら
、
主
と
し
て
身
分
の
上
下
関
係

。
こ
れ
か
ら
の
民
王
時
代
で
は
、
む
し
ろ
、
よ
こ
に
対
等
の
関
係
で
、
す
べ
て
の
人

を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
づ
か
い
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
た
が
い
に
他
の
基
本
的
人
格
を
尊
重
し
あ
う
と
こ
ろ
か
ら
、
し
ぜ
ん
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
敬
語
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

と
具
体
的
に
言
い
換
え
て
解
説
し
て
い
る
。

と
、
「
こ
れ
ま
で
」
「
旧
時
代
」
を
「
封
建
時
代
」
、
「
こ
れ
か
ら
」
を
「
民
主
時
代
」

「
基
本
の
方
針
」
の
3
と
4
は
使
用
者
や
場
面
を
特
定
し
て
示
し
た
方
針
で
あ
り
、
3
で
は
女
性
の
言
葉
に
お
け
る
敬
語
・
美
称

の
使
い
過
ぎ
を
、
4
で
は
商
業
方
面
で
の
「
不
当
に
高
い
尊
敬
語
や
、
不
当
に
低
い
謙
そ
ん
語
」
の
使
用
を
戒
め
て
い
る
。

続
く
1
8
1
1
の
各
論
の
筆
頭
は
「
人
を
さ
す
こ
と
ば
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
「
国
語
問
題
要
領
」
で
、
「
敬
語
法
が
あ
ま
り
に

は
、
戦
後
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
た
。
」
と
指
摘
し
た
問
題
に
対

も
複
雑
で
あ
り
、
特
に
人
に
関
す
る
代
名
詞
の
種
類
の
多
い
こ
と

4
 

3
 

2
 

ー

第
九
節

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

「
お
」
「
ご
」

、̀ー’ 
'
，3ヽ
 

,
_
し

省
く
ほ
う
が
よ
い
場
合

つ
け
て
よ
い
場
合

の
整
理

ま
え
が
き

基
本
の
方
針

人
を
さ
す
こ
と
ば

①
自
分
を
さ
す
こ
と
ば

敬
称「

た
ち
」
と
「
ら
」

な
っ
て
い
る
。 2

 
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

②
省
け
ば
省
け
る
場
合

②
相
手
を
さ
す
こ
と
ば

の
内
容

1
2
む
す
び

皇
室
用
語

四
四
九

1 1 1
0
新
聞
・
ラ
ジ
オ
の
用
語

，
 
学
校
用
語

8

あ
い
さ
つ
語

7
 
形
容
詞
と

「
で
す
」

6

動
作
の
こ
と
ば

5
対
話
の
基
調

「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
は
、
文
部
省
が
作
成
し
た
一

0
ペ
ー
ジ
余
り
の
小
冊
子
に
収
ま
る
簡
潔
な
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
構
成
に

四
四
八



第
九
節

す
る
回
答
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
自
称
及
び
対
称
の
代
名
詞
が
多
種
存
在
す
る
中
で
、
「
自
分
を
さ
す
こ
と
ば
」
は
「
わ
た
し
」

を
、
「
相
手
を
さ
す
こ
と
ば
」
は
「
あ
な
た
」
を
「
標
準
の
形
と
す
る
。
」
と
し
た
。
自
称
に
お
い
て
、
「
わ
た
く
し
」
で
は
な
く
て

「
わ
た
し
」
を
標
準
と
し
て
採
用
し
た
上
で
、
「
わ
た
く
し
」
を
「
あ
ら
た
ま
っ
た
場
合
の
用
語
」
と
位
置
付
け
て
整
理
し
、
「
ぼ

く
」
を
男
子
学
生
の
用
語
と
し
て
認
知
し
つ
つ
「
社
会
人
と
な
れ
ば
、
「
あ
ら
た
め
て
「
わ
た
し
」
を
使
う
よ
う
に
、
教
育
上
、
注

意
す
る
こ
と
。
」
と
し
た
こ
と
、
対
称
に
お
い
て
、
手
紙
（
公
私
と
も
）
で
も
「
貴
殿
」
「
貴
下
」
を
廃
し
て
「
「
あ
な
た
」
で
通
用
す

る
よ
う
に
あ
り
た
い
。
」
と
し
た
こ
と
な
ど
、
全
体
に
「
簡
素
化
」
の
基
本
方
針
を
具
体
化
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

各
論
の
「
2

敬
称
」
は
、
「
「
さ
ん
」
を
標
準
の
形
と
す
る
。
」
と
し
た
。
ま
た
、
「
さ
ま
（
様
）
」
は
「
主
と
し
て
手
紙
の
あ
て

名
に
使
う
。
」
、
「
将
来
は
、
公
用
文
の
「
殿
」
も
「
様
」
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
と
し
て
、
「
様
」
に
は
あ
て
名
用
語

と
し
て
の
位
置
付
け
を
与
え
た
。
「
く
ん
（
君
）
」
は
、
自
称
の
「
ぼ
く
」
同
様
「
男
子
学
生
の
用
語
」
と
さ
れ
、
「
社
会
人
と
し
て

の
対
話
に
は
、
原
則
と
し
て
「
さ
ん
」
を
用
い
る
。
」
と
念
を
押
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
場
用
語
の
「
先
生
」
「
局
長
」
「
課
長
」
「
社

長
」
「
専
務
」
な
ど
に
は
、
男
女
を
通
じ
、
「
「
さ
ん
」
を
つ
け
て
呼
ぶ
に
は
及
ば
な
い
。
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

「
3

「
た
ち
」
と
「
ら
」
」
で
は
、

u
「
た
ち
」
を
、
「
わ
た
し
た
ち
」
の
よ
う
に
自
分
側
に
付
け
て
よ
い
こ
と
、
幻
「
ら
」
は

書
き
言
葉
で
「
A
氏
．

B
氏
・

C
氏
ら
」
の
よ
う
に
だ
れ
に
も
使
っ
て
よ
い
こ
と
を
示
し
た
。

「
4

「
お
」
「
ご
」
の
整
理
」
で
は
、
ま
ず
、
「
①
つ
け
て
よ
い
場
合
」
と
し
て
、

U
相
手
の
物
事
を
表
す
「
お
」
「
ご
」

で
、
そ
れ
を
訳
せ
ば
「
あ
な
た
の
」
と
い
う
意
味
に
な
る
よ
う
な
場
合
（
「
お
帽
子
」
「
ご
意
見
」
な
ど
）
、
幻
真
に
尊
敬
の
意
を
表
す
場
合

（
「
先
生
の
お
話
」
な
ど
）
、
切
慣
用
が
固
定
し
て
い
る
場
合
（
「
お
は
よ
う
」
「
ご
は
ん
」
「
お
い
で
に
な
る
」
な
ど
）
、
心
相
手
の
人
に
対
す
る
物
事
で

あ
る
関
係
上
、
つ
け
る
慣
用
が
固
定
し
て
い
る
場
合
（
「
お
手
紙
（
お
返
事
・
ご
返
事
）
を
さ
し
あ
げ
ま
し
た
が
」
な
ど
）
、
の
四
つ
を
挙
げ
、
次
い

で
、
「
女
性
の
こ
と
ば
と
し
て
は
「
お
」
が
付
く
が
、
男
子
の
こ
と
ば
と
し
て
は
省
い
て
い
え
る
も
の
」
と
し
て
挙
げ
た
「
「
お
」

米
」
「
「
お
」
菓
子
」
「
「
お
」
茶
わ
ん
」
「
「
お
」
ひ
る
」
を
「
②
省
け
ば
省
け
る
場
合
」
、
「
（
お
）
チ
ョ
ッ
キ
」
「
（
お
）
ビ
ー
ル
」

よ
い
場
合
」
と
分
類
し
て
い
る
。

「
（
ご
）
芳
名
」
「
（
ご
）
令
息
」
な
ど
を
「
③
省
く
ほ
う
が

「
5

対
話
の
基
調
」
で
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
対
話
の
基
調
は
「
で
す
・
ま
す
」
体
と
し
た
い
。
」
と
し
た
上
で
、
講
演
の
「
で
あ

り
ま
す
」
や
改
ま
っ
た
場
合
の
「
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
、
ま
た
親
愛
体
と
し
て
の
「
だ
」
調
の
使
用
を
制
限
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

「
ら
れ
る
」
の
型
（
「
書
か
れ
る
」
「
受
け
ら
れ

を
付
け
加
え
て
い
る
。
「
6

動
作
の
こ
と
ば
」
で
は
、
動
詞
の
敬
語
法
を
、

I

「
れ
る
」

る」）、

Il
「
お
ー
に
な
る
」
の
型
（
「
お
書
き
に
な
る
」
「
お
受
け
に
な
る
」
）
、
皿
い
わ
ゆ
る
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
（
「
お
書
き
あ
そ
ば
す
」
「
お
受
け
あ

I
は
「
す
べ
て
の
動
詞
に
規
則
的
に
つ
き
、
か
つ
簡
単
で
も
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
将
来
性
が
あ

そ
ば
す
」
）
の
三
つ
の
型
に
分
類
し
、

ら
の
平
明
・
簡
素
な
敬
語
と
し
て

る
と
認
め
ら
れ
る
。
」
、

Il
を
「
「
お
に
な
ら
れ
る
」
と
い
う
必
要
は
な
い
」
、

mは
「
こ
れ
か

は
、
お
い
お
い
に
す
た
れ
る
形
で
あ
ろ
う
。
」
と
す
る
。
「
7

形
容
詞
と
「
で
す
」
」
で
は
、
久
し
く
問
題
と
な
っ
て
い
た
「
大
き

い
で
す
」
「
小
さ
い
で
す
」
な
ど
の
形
容
詞
の
結
び
方
を
、
「
平
明
・
簡
素
な
形
と
し
て
認
め
て
よ
い
。
」
と
し
、
「
8

あ
い
さ
つ

語
」
で
は
、
「
お
は
よ
う
。
／
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「
お
や
す
み
。
／
お
や
す
み
な
さ
い
。
」
な
ど
を
挙
げ
て
、
「
慣
用
旬
と
し

て
、
き
ま
っ
た
形
の
ま
ま
で
よ
い
。
」
と
す
る
。

「
9

学
校
用
語
」
で
は
、
こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
原
則
を
学
校
で
の
言
葉
遣
い
に
当
て
は
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
女
の
先
生
に

ョ
ー
ク
」
な
ど
「
お
」
の
使
い
過
ぎ
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
注
意
を
促
し
、
先
生
と
生
徒
の

「
（
お
）
教
室
」
「
（
お
）
チ

対
話
に
お
い
て
も
「
相
互
に
「
で
す
•
ま
す
」
体
を
原
則
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
と
す
る
。
ま
た
、
父
母
や
先
生
に
対
す
る

敬
語
を
、
戦
前
の
「
お
っ
し
や
っ
た
」
「
お
ー
に
な
っ
た
」
な
ど
と
戦
後
の
「
言
っ
た
」
「
何
々
し
た
」
な
ど
と
の
「
中
庸
を
得
た

い
」
と
し
て
、
「
き
た
」
で
な
く
「
こ
ら
れ
た
」
「
み
え
た
」
な
ど
の
使
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
般
に
文
章
・
用
語
が
易
し
く
な
り
、
敬
称
も
「
さ
ん
」
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

「
10

新
聞
こ
フ
ジ
オ
の
用
語
」
で
は
、

四
五

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

四
五
〇



け
る

五
こ
の

第
九
節

1

第
二
期
国
語
審
議
会
部
会
報
告
「
外
来
語
の
表
記
に
つ
い
て
」

の
必
要
に
応
じ
て
用
い
る
こ
と
」

「
勅
語
」
が

む
す
び
」

こ
こ
で
は
、

「
お
こ
と
ば
」

「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」

一方、

社
会
的
記
事
で
は

を
認
め
て
い
る
。
「
11

係
と
の
間
の
基
本
的
了
解
（
特
別
に
難
し
い
漢
語
を
使
わ
ず
、
普
通
の
言
葉
の
範
囲
内
で
最
上
級
の
敬
語
を
使
う
。
例
え
ば
、
「
玉
体
・
聖
体
」
は
「
お
か
ら
だ
」
、

「
天
顔
・
龍
顔
」
は
「
お
顔
」
、
「
宝
算
・
聖
寿
」
は
「
お
年
・
ご
年
齢
」
、
「
叡
慮
・
聖
旨
・
痰
襟
・
餘
旨
」
は
「
お
ぽ
し
め
し
•
お
考
え
」
）
や
、

に
、
自
称
の

に
お
い
て
は
、

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

一
般
に
、

「
朕
」
が

な
敬
語
の
目
標
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

「

12

と
の
間
や
各
種
職
場
の
職
員
相
互
の
言
葉
遣
い
が
、

が
普
遍
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
と
し
て
い
る
。

な
っ
た
こ
と
を
「
妥
当
で
あ
る
」
と
し
、

「
翁
・
女
史
・
ち
ゃ
ん
」
な
ど
を
、

皇
室
用
語
」

「
わ
た
く
し
」

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

に
つ
い
て
は
、

昭
和
二
二
年
八
月
の
宮
内
当
局
と
報
道
関

に
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
、

社
会
人
と
し
て
の
対
話
が
相
互
に
対
等
で
敬
意
を
含
む
べ
き
こ
と
、
公
衆
と
公
務
員

「
で
す
・
ま
す
」
体
を
基
調
と
し
た
、

を
議
決
し
た
第
一
四
回
総
会
（
昭
和
二
七
•
四
・
一
四
）
で
、

報
道
上
の
用
例
も
平
明
・
簡
素

や
さ
し
い
、 四

五

「
そ
の
事
に
よ
る
文
体
上

国
会
開
会
式
に
お

丁
寧
な
形
で
あ
り
た
い
こ

と
を
述
べ
、
戦
後
、
窓
口
の
言
葉
や
警
察
職
員
の
言
葉
遣
い
が
こ
の
線
に
沿
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
る
の
を
、

土
岐
善
麿
会
長
は
、

四
五
三

「
い
っ
そ
う
そ
の
傾
向

「
御
承
知
の
よ
う
に
、

こ
の
敬
語
の
問
題
は
す
で
に
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
う
い
う
も
の
が
出
る
と
か
な
り
世
間
か
ら
き
び
し
い
批
判
を
受
け
る
も

の
だ
が
、
今
度
の
場
合
は
は
な
は
だ
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た
観
が
あ
る
。
」
と
世
間
の
反
応
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
は
、
ほ
ぼ
半
世
紀
を
隔
て
た
平
成
―
二
年
の
答
申
「
現
代
社
会
に
お
け
る
敬
意
表
現
」

語
審
議
会
が
敬
語
に
つ
い
て
示
し
た
唯
一
の
見
解
と
し
て
、
各
方
面
で
参
照
さ
れ
た
。

の
登
場
ま
で
、
国

表
記
の
標
準
化
へ
の
取
組

ー
外
来
語
の
表
記
、
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
換
え
、
正
書
法
と
仮
名
遣
い
、
学
術
用
語

第
二
期
、
第
三
期
国
語
審
議
会
が
取
り
組
ん
だ
、
外
来
語
、
漢
語
、
和
語
に
お
け
る
表
記
の
標
準
化
の
問
題
を
中
心

に
述
べ
、
付
随
し
て
学
術
用
語
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
。
三
種
の
表
記
の
標
準
化
と
は
す
な
わ
ち
、
一
九
項
の
原
則
を

立
て
た
外
来
語
の
表
記
、
漢
語
に
お
け
る
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
換
え
、
及
び
、
正
書
法
の
考
え
に
基
づ
き
語
意
識
を
基
準
と
す
る

仮
名
遣
い
の
提
案
で
あ
る
。
外
来
語
の
表
記
に
つ
い
て
は
部
会
か
ら
総
会
へ
の
報
告
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
実
質
的
に
各
方
面
で
参
考

と
さ
れ
た
。
後
二
者
は
、
国
語
審
議
会
か
ら
文
部
大
臣
に
報
告
さ
れ
た
。

日
第
二
期
国
語
審
議
会
に
お
け
る
、
外
来
語
の
表
記
に
関
す
る
審
議

第
二
期
国
語
審
議
会
は
、
第
一
六
回
総
会
（
昭
和
二
七
•
六
．
―
―

1
0
)で
漢
字
部
会
、
表
記
部
会
、
術
語
部
会
な
ど
六
部
会
を
設
置
し

た
。
そ
の
う
ち
表
記
部
会
は
金
田
一
京
助
、
波
多
野
完
治
な
ど
の
学
者
と
、
新
聞
社
な
ど
報
道
関
係
者
、
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
の
松
坂
忠

則
ら
二
二
名
で
、
部
会
長
に
は
保
科
孝
一
が
就
任
し
た
。
術
語
部
会
は
元
文
部
次
官
の
有
光
次
郎
、
理
学
博
士
の
大
塚
明
郎
、
医
学

博
士
の
緒
方
富
雄
な
ど
を
含
む
一
五
名
で
、
部
会
長
は
颯
田
琴
次
が
務
め
た
。
金
田
一
ら
三
名
が
両
部
会
を
兼
任
し
、
ま
た
有
光
は

学
術
奨
励
審
議
会
学
術
用
語
分
科
審
議
会
会
長
で
も
あ
っ
た
。

折
し
も
七
月
一
七
日
付
け
で
学
術
用
語
分
科
審
議
会
か
ら
国
語
審
議
会
に
対
し
、
外
来
語
表
記
の
問
題
を
中
心
と
す
る
学
術
用
語
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の
表
記
法
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。
発
足
し
て
、
ま
ず
外
来
語
表
記
の
原
則
を
審
議
す
る
こ
と
を
決
め
た
表
記
部
会
は
、
こ
の
質

問
を
取
り
上
げ
て
三
回
の
審
議
を
行
い
、
術
語
部
会
で
も
回
答
案
を
作
成
す
る
た
め
に
二
回
の
審
議
を
行
っ
た
後
、
両
部
会
は
一
〇

月
か
ら
―
二
月
に
か
け
合
同
部
会
を
四
回
開
い
て
回
答
案
を
作
成
、
同
年
―
二
月
一
八
日
の
第
一
七
回
総
会
に
提
出
し
た
。
総
会
は

こ
れ
を
正
式
に
決
定
し
、
同
日
付
け
で
国
語
審
議
会
会
長
か
ら
学
術
用
語
分
科
審
議
会
会
長
あ
て
回
答
を
出
す
と
と
も
に
、
文
部
大

臣
に
報
告
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
例
え
ば
、
「
外
来
語
を
か
な
書
き
に
す
る
場
合
、
さ
し
つ
か
え
な
い
か
ぎ
り
、
「
フ
ァ
」
「
フ
ィ
」

「
フ
ェ
」
「
フ
ォ
」
・
「
ヴ
ァ
」
「
ヴ
ィ
」
「
ヴ
」
「
ヴ
ェ
」
「
ヴ
ォ
」
の
代
り
に
、
「
ハ
」
「
ヒ
」
「
へ
」
「
ホ
」
・
「
バ
」
「
ビ
」
「
ブ
」
「
べ
」

「
ボ
」
と
書
く
。
」
（
例
こ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
）
、
「
外
来
語
を
か
な
書
き
に
す
る
場
合
、
さ
し
つ
か
え
な
い
か
ぎ

り
、
「
テ
ィ
」
「
デ
ィ
」
の
代
り
に
、
「
チ
」
「
ジ
」
と
書
く
。
」
（
例
チ
ー
ム
、
ラ
ジ
オ
な
ど
）
、
「
原
語
の
つ
づ
り
の
終
り
の

e
r
、
o
r
、
a
r

な
ど
を
か
な
書
き
に
す
る
場
合
に
は
長
音
符
号
「
l
」
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
省
く
慣
用
の
あ
る
も
の
や
、
こ
れ
か
ら
造
る
術
語
で

は
、
必
ず
し
も
つ
け
な
く
て
よ
い
。
」
（
例
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
）
と
い
っ
た
も
の
で
、
「
外
来
語
お
よ
び
外
国
の
地
名
・
人
名

の
表
記
の
一
般
方
針
に
つ
い
て
は
、
今
後
な
お
審
議
す
る
予
定
で
あ
る
。
」
と
い
う
一
項
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
術
語
部
会
と
表
記
部
会
は
合
同
で
外
来
語
表
記
の
一
般
方
針
を
審
議
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
外
来
語
を
表
記
す
る
の
に

原
語
の
発
音
に
即
し
た
表
記
を
採
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
国
語
に
外
国
語
を
取
り
入
れ
た
際
に
起
こ
る
国
語
化
し
た
発
音
を
基
に

し
た
平
易
な
表
記
を
採
る
べ
き
か
の
根
本
態
度
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

『
国
語
審
議
会
報
告
書
』
（
文
部
省
、
昭
和
二
九
）
の
整
理
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
原
語
の
発
音
に
即
す
べ
き
も
の
と
す
る
説
の
論

拠
は
、
「
こ
と
ば
は
、
そ
の
内
容
を
的
確
に
理
解
し
、
ま
た
、
こ
れ
を
も
っ
て
社
会
に
そ
の
用
を
便
ず
る
た
め
に
教
育
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
外
来
語
に
関
し
て
も
、
外
国
語
の
教
育
と
関
連
を
も
た
せ
た
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
明
治
以
来
漢
字
音
を
か

な
で
教
育
し
て
き
た
た
め
、
日
本
語
の
音
韻
は
少
な
く
さ
れ
て
お
り
、
外
来
語
の
発
音
と
し
て
は
、
く
ず
れ
た
発
音
が
国
民
の
間
に

行
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
外
来
語
を
原
語
の
発
音
に
近
づ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
の
発
音
と
し
て
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る

最
大
限
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
原
語
に
も
、
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
そ
の
字
に
対
す
る
発
音
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
忠
実
に
外
来
語
を
書
き
表
わ
す
と
い

う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
語
の
発
音
に
即
し
た
表
記
を
採
っ
て
も
、
原
語
で
も
な
く
、
ま
た
日
本
語
で
も
な
い

も
の
を
新
し
く
日
本
語
に
加
え
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
国
語
の
厳
密
な
発
音
指
導
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
在
、
原
語

の
音
に
基
く
教
育
を
義
務
教
育
過
程
に
ま
で
施
す
こ
と
は
、
理
想
論
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
国
語
政
策
は
、
国
民
の
す
べ
て
が
協
力

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
決
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
見
地
か
ら
、
こ
と
ば
に
お
け
る
慣
用
、
そ
の
国
民
的
傾
向
は
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
意
見
が
多
数
で
あ
っ
た
。

結
局
、
多
数
意
見
に
基
づ
き
、

①
そ
の
表
記
が
、
国
民
一
般
に
行
わ
れ
や
す
い
こ
と
を
た
て
ま
え
と
す
る
。

②
そ
の
表
記
の
社
会
に
お
け
る
慣
用
の
、
濃
い
薄
い
を
合
わ
せ
考
え
る
。

③
表
記
が
二
様
に
わ
た
り
、
ま
だ
固
定
し
な
い
語
が
多
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
は
一
々
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

社
会
一
般
に
通
用
し
て
い
る
度
合
の
高
い
と
思
わ
れ
る
語
を

と
い
う
方
針
で
、
新
聞
・
辞
書
・
放
送
関
係
等
各
方
面
の
資
料
か
ら
、

選
ん
で
具
体
的
に
審
議
を
進
め
、
一
九
項
の
原
則
を
立
て
た
。
表
記
が
二
様
に
わ
た
る
語
に
つ
い
て
は
、
原
語
の
発
音
と
し
て
我
々

が
聞
き
取
る
音
を
基
準
と
し
、
こ
れ
が
国
語
音
に
近
づ
い
て
平
易
に
な
っ
た
も
の
を
採
る
こ
と
を
方
針
と
し
た
が
、
慣
用
の
固
定
し

た
も
の
、
又
は
原
語
の
発
音
に
近
く
書
く
慣
用
の
久
し
く
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
に
従
っ
た
。
そ
こ
で
、
多
く
の
原
則
に
例

外
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
外
来
語
用
例
集
」
を
付
し
、
表
記
上
迷
い
や
す
い
語
に
つ
い
て
は
そ
こ
に
具
体
的
に
示

す
こ
と
と
し
た
。

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

四
五
五
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原
音
に
お
け
る
「
フ
ァ
」
「
フ
ィ
」
「
フ
ェ
」
「
フ
ォ
」
・
「
ヴ
ァ
」
「
ヴ
ィ
」
「
ヴ
」
「
ヴ
ェ
」
「
ヴ
ォ
」
の
音
は
、
な
る
べ
く

「
ハ
」
「
ヒ
」
「
へ
」
「
ホ
」
・
「
バ
」
「
ビ
」
「
ブ
」
「
べ
」
「
ボ
」
と
書
く
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

(platform)

バ
イ
オ
リ
ン

(violin)

た
だ
し
、
原
音
の
意
識
が
な
お
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
「
フ
ァ
」
「
フ
ィ
」
「
フ
ェ
」
「
フ
ォ
」
・
「
ヴ
ァ
」
「
ヴ
ィ
」

ヴ
ェ
ー
ル

「
ヴ
」
「
ヴ
ェ
」
「
ヴ
ォ
」
と
書
い
て
も
よ
い
。
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

(fine,play)

「
テ
ィ
」
「
デ
ィ
」
の
音
は
、
な
る
べ
く
「
チ
」
「
ジ
」
と
書
く
。

(
t
e
a
m
)

「
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話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

チ
ー
ム

四
五
七

ジ
レ
ン
マ

(
d
i
l
e
m
m
a
)
 

た
だ

(veil)
」「
11

原
音
に
お
け
る

れ
た
こ
と
ば
を
さ
す
。
」
と
定
義
し
、
①
使
わ
れ
始
め
た
歴
史
が
古
く
、
国
語
に
融
合
し
き
っ
て
い
て
、
国
民
一
般
が
こ
れ
を
外
来

語
と
は
感
じ
な
い
も
の
（
た
ば
こ
・
か
つ
ば
な
ど
）
、
②
外
来
語
と
い
う
感
じ
を
な
お
多
分
に
と
ど
め
て
い
る
も
の
（
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
・
フ

ィ
ア
ン
セ
な
ど
）
、
③
す
で
に
国
語
と
し
て
熟
し
て
い
る
が
、
な
お
外
来
語
と
い
う
感
じ
は
残
っ
て
い
る
も
の
（
オ
ー
バ
ー
・
ラ
ジ
オ
な

ど
）
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、
①
に
は
書
き
表
し
方
に
一
定
の
慣
用
が
で
き
て
お
り
、
②
は
原
語
の
つ
づ
り
、
又
は
発
音
に
近
い
書

き
表
し
方
を
採
っ
て
お
り
、
③
は
一
部
分
を
国
語
化
し
て
書
き
表
す
も
の
が
多
い
と
し
、
さ
ら
に
、
②
は
外
国
語
か
外
来
語
か
の
判

定
に
苦
し
む
も
の
が
多
い
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
外
来
語
は
種
々
の
問
題
を
含
み
、
た
だ
ち
に
整
理
統
一
す
る
こ
と
は
必

ず
し
も
容
易
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
先
述
の
方
針
に
従
い
表
記
の
原
則
一
九
項
を
立
て
た
こ
と
を
述
べ
る
。
な
お
、
「
外
国
の
地

名
・
人
名
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
別
に
考
慮
す
る
こ
と
に
し
た
。
」
と
し
て
い
る
。

原
則
の

1
は
、
「
外
来
語
は
、
原
則
と
し
て
か
た
か
な
で
書
き
、
別
表
「
外
来
語
を
書
く
と
き
に
用
い
る
か
な
と
符
号
の
表
」
の

範
囲
内
で
書
く
。
」
で
あ
る
。

2
は
、
「
慣
用
の
固
定
し
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
に
従
う
。
ケ
ー
キ

(cake)

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク

(
R
u
c
k
s
a
c
k
)
」
で
、
「
3

は
ね
る
音
は
「
ン
」
と
書
く
。
テ
ン
ポ

(
t
e
m
p
o
)

ト
ラ
ン
ク

(trunk)
」
以
下
、
個
々
の

音
や
原
語
つ
づ
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
表
し
方
と
語
例
と
を
示
し
て
い
る
（
執
筆
者
注
、
以
下
の
引
用
に
お
い
て
、
煩
瑣
に
わ
た
る
の
を
避

け
る
た
め
語
例
は
抄
出
と
し
、
原
語
っ
づ
り
も
適
宜
省
略
す
る
）
。

外来語を書くときに用いるかなと符号の表

‘,'／ヽ
ー‘/）、ー，／

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

キ

シ

チ

ニ

ヒ

ミ

リ

ギ

ジ

ビ

ピ

ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ャ
ラ
ワ
ン
ガ
ザ
ダ
バ
パ

(

（

（

（

 

クア

（ツァ）

ア

ア

フ
・
グ

リ

ギ

ジ

ビ

ビ

ウィ

ティ

フィ

ディ

ヴァ ヴィ

ン（はねる音）

ツ（つまる音）

- （長音符）

グ

ズ

ブ

プ

キュ

シュ

チュ

ニュ

ヒュ

ミュ

リュ

ギュ

ジュ

ビュ

ピュ

デュ

エ

ケ

セ

テ

ネ

ヘ

メ

ウ

ク

ス

ツ

ヌ

フ

ム

ュ

ル

ィ

キ

シ

チ

ニ

ヒ

ミ

レ

ゲ

ゼ

デ

ベ

ペ

ウェ

シェ

チェ

（ツェ）

フェ

ジェ

ヴェ

ゴ

ゾ

ド

ボ

ポ

（キョ）

ショ

チョ

（ニョ）

（ヒョ）

（ミョ）

（リヨ）

（ギョ）

ジョ

ビョ
ピョ

ウォ

（ツォ）

フォ

ヴォ

〔注〕 （ ）印は一般の外来語にはあまり使われない。

部
会
報
告
「
外
来
語
の
表
記
に
つ
い
て
」
の
内
容
と
、
総
会
に
お
け
る
審
議

術
語
・
表
記
合
同
部
会
が
ま
と
め
た
「
外
来
語
の
表
記
」
は
、
「
ま
え
が
き
」
「
外
来
語
表
記
の
原
則
」
「
外
来
語
を
書
く
と
き
に

用
い
る
か
な
と
符
号
の
表
」
「
外
来
語
用
例
集
」
か
ら
成
り
、
昭
和
二
九
年
三
月
一
五
日
の
第
二

0
回
総
会
に
提
出
さ
れ
た
。

「
ま
え
が
き
」
の
冒
頭
で
、
ま
ず
「
外
来
語
」
を
、
「
こ
こ
に
い
う
外
来
語
と
は
、
主
と
し
て
欧
米
語
か
ら
国
語
に
取
り
入
れ
ら

オ

コ

ソ

ト

ノ

ホ

モ

ヨ

ロ

（二）

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行
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し
、
原
音
の
意
識
が
な
お
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
「
テ
ィ
」
「
デ
ィ
」
と
書
い
て
も
よ
い
。

(
b
u
i
l
d
i
n
g
)
」
は
、
先
の
学
術
用
語
分
科
審
議
会
へ
の
回
答
に
幅
を
持
た
せ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
た
だ
し

書

き

の

付

い

た

項

目

に

は

、

次

の

も

の

が

あ

る

。

』

12

原
音
に
お
け
る
「
シ
ェ
」
「
ジ
ェ
」
の
音
は
、
な
る
べ
く
「
セ
」
「
ゼ
」
と
書
く
。
セ
パ
ー
ド
た
だ
し
、
原
音
の
意

識
が
な
お
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
「
シ
ェ
」
「
ジ
ェ
」
と
書
い
て
も
よ
い
。
シ
ェ
ー
ド
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

13

原
音
に
お
け
る
「
ウ
ィ
」
「
ウ
ェ
」
「
ウ
ォ
」
の
音
は
、
な
る
べ
く
「
ウ
イ
」
「
ウ
エ
」
「
ウ
オ
」
と
書
く
。
ウ
イ
ス
キ
ー

ウ
エ
ー
ブ
た
だ
し
、
「
ウ
」
を
落
す
慣
用
の
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
に
従
う
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

1
4
原
音
に
お
け
る
「
ク
ア
」
「
ク
イ
」
「
ク
ェ
」
「
ク
ォ
」
の
音
は
、
な
る
べ
く
「
力
」
「
ク
イ
」
「
ク
エ
」
「
コ
」
と
書
く
。

ク
イ
ズ
た
だ
し
、
原
音
の
意
識
が
な
お
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
「
ク
ア
」
「
ク
イ
」
「
ク
エ
」
「
ク
ォ
」
と
書

ル
マ
ン

ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー

ラ
イ
タ
ー

16

原
語
（
特
に
英
語
）

い
る
。

さ
ら
に
、
他
の
項
目
も
、
「
8

ヘ
ア
ピ
ン
〔
例
外
〕
ダ
イ
ヤ

ド
ラ
イ
ブ

の
つ
づ
り
の
終
り
の

-er,'or̀
,ar
な
ど
を
か
な
が
き
に
す
る
場
合
に
は
、
長
音
符
号
「
l
」
を
用

た
だ
し
、
こ
れ
を
省
く
慣
用
の
あ
る
も
の
は
必
ず
し
も
つ
け
な
く
て
も
よ
い
。
ス
リ
ッ
パ

イ
列
・
エ
列
の
音
の
次
の
「
ア
」
の
音
は
、
「
ヤ
」
と
書
か
ず
に
「
ア
」
と
書
く
。
ピ
ア
ノ

原
音
に
お
け
る
「
ト
ゥ
」
「
ド
ゥ
」
の
音
は
、
「
卜
」
「
ド
」
と
書
く
。

〔
例
外
〕

ベ
ニ
ャ
」
「
9

ツ
ー
ピ
ー
ス

ズ
ッ
ク
」
「

1
5
xを
「
ク
サ
」
「
ク
シ
」
「
ク
ス
」
「
ク
ソ
」
と
発
音
す
る
場
合

は
、
「
キ
サ
」
「
キ
シ
」
「
キ
ス
」
「
キ
ソ
」
と
書
か
な
い
で
、
な
る
べ
く
「
ク
サ
」
「
ク
シ
」
「
ク
ス
」
「
ク
ソ
」
と
書
く
。
タ
ク

シ
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
〔
例
外
〕
エ
キ
ス
ト
ラ
（
エ
ク
ス
ト
ラ
）
テ
キ
ス
ト
（
テ
ク
ス
ト
）
」
の
よ
う
に
、
例
外
の
付
い
て
い
る

も
の
が
多
い
。
原
音
、
国
語
化
音
、
慣
用
的
表
記
と
い
う
多
元
的
な
基
準
の
交
差
の
上
に
原
則
を
立
て
る
こ
と
か
ら
来
る
複
雑
さ
が

現
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
原
語
で
二
語
以
上
が
一
緒
に
な
っ
た
も
の
の
つ
な
ぎ
の
符
号
(
「
.
」
「
I

」「
11

」
な
ど
。
）
に
つ
い
て
は

決
定
が
留
保
さ
れ
た
。

璽
叩
・
表
記
合
同
部
会
と
し
て
は
、
「
こ
の
原
案
が
、
御
審
議
の
結
果
、
総
会
の
承
認
を
得
れ
ば
、
社
会
一
般
に
普
及
す
る
よ
う

適
当
な
処
置
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
文
部
大
臣
に
建
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
（
保
科
表
記
部
会
長
）
と
し
て
、
総
会
に
提
出
し
た
。
し

か
し
、
総
会
で
は
「
フ
ィ
・
フ
ィ
、
フ
ェ
・
フ
エ
」
（
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ィ
ル
ム
、
フ
ェ
ル
ト
・
フ
エ
ル
ト
）
や
、
「
ウ
ィ
」
と
「
ウ
イ
」
、
「
シ
ェ
」

と
「
セ
」
な
ど
の
具
体
例
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
支
持
す
る
考
え
方
、
あ
る
い
は
こ
の
案
を
建
議
す
べ
き
か
否
か
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々

な
対
立
意
見
が
出
さ
れ
た
た
め
、
土
岐
会
長
は
、
こ
こ
で
建
議
案
に
す
る
こ
と
は
無
理
だ
と
の
合
意
を
得
た
後
、
「
部
会
で
到
達
し

た
成
果
の
報
告
を
受
け
、
総
会
が
そ
れ
を
聞
い
た
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
」
と
し
て
こ
の
問
題
の
審
議
を
終
え
た
。
た
だ
し
、
国
語

審
議
会
と
し
て
の
報
告
文
に
は
、
「
昭
和
二
九
年
三
月
第
二

0
回
総
会
で
別
紙
の
と
お
り
部
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。
つ
い
て
は
、
こ
の
趣
意
が
ひ
ろ
く
社
会
に
普
及
し
、
一
般
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
と
の
文
言
が
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
部
会
報
告
は
、
平
成
三
年
に
内
閣
告
ホ
『
外
来
語
の
表
記
』
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
公
用
文
や
教
科
書
、
新
聞
な
ど
の
表
記
の

よ
り
ど
こ
ろ
や
参
考
資
料
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

前
項
に
述
べ
た
昭
和
二
七
年
に
お
け
る
や
り
取
り
の
後
も
、
国
語
審
議
会
は
学
術
用
語
分
科
審
議
会
と
連
絡
を
取
り
合
っ
た
。
例

え
ば
、
二
七
年
―
二
月
一
八
日
の
国
語
審
議
会
か
ら
の
回
答
の
中
に
、
「
原
語
の
つ
づ
り
に
お
け
る

i
a
の
a
は
原
則
と
し
て

「
ア
」
と
書
く
。
」
と
あ
り
、
語
例
の
中
に
「
ダ
イ
ア
ル
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
学
術
用
語
分
科
審
議
会
の
電
気
用
語
専
門

部
会
と
し
て
は
、
電
気
工
業
界
で
は
「
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
一
般
用
語
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
と
な
っ
て
「
ダ
イ
ア
ル
」
に
変
更
す
る

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

2

学
術
用
語
に
関
す
る
対
応

四
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1

日
本
新
聞
協
会
編
「
新
聞
用
語
言
い
か
え
集
」

2
 

四
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3
 

こ
と
は
混
乱
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、

土
岐
会
長
名
で
、
語
例
か
ら

「
ダ
イ
ア
ル
」

語
分
科
審
議
会
は
国
語
審
議
会
に
、

部
大
臣
へ
の
答
申
に
先
立
っ
て
原
稿
の
検
討
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
国
語
審
議
会
の
回
答
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
九
年
三
月
―
二
日
付
学
用
分
第
9
号
で
御
依
頼
の
あ
っ
た
学
術
用
語
の
検
討
に
つ
い
て
回
答
し
ま
す
。

貴
審
議
会
に
お
け
る
学
術
用
語
制
定
に
際
し
、

学
術
用
語

（
数
学
・
物
理
学
・
動
物
学
・
土
木
工
学
・
採
鉱
ヤ
金
学
）

敬
意
を
表
し
ま
す
。

た
だ
、

植
物
学
の
用
語
、

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

有
光
分
科
審
議
会
長
を
通
し
て
国
語
審
議
会
に
配
慮
を
求
め
た
。
国
語
審
議
会
は

を
削
除
す
る
旨
、

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

回
答
し
た
。

討
論
の
あ
っ
た
こ
と
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
、

昭
和
二
九
年
三
月
―
二
日
付
け
で
、
学
術
用

数
学
・
物
理
学
・
動
物
学
・
土
木
工
学
・
採
鉱
ヤ
金
学
の
各
用
語
の
選
定
原
案
に
つ
い
て
、
文

当
審
議
会
の
決
定
を
尊
重
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
感
謝
し
ま
す
。

中
の
用
語
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
御
努
力
に

中
に
は
な
お
く
ふ
う
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
審
議
の
過
程
に
お
い
て
種
々
御

将
来
さ
ら
に
相
互
の
密
接
な
連
絡
に
期
待
し
ま
す
。

以
後
の
期
の
国
語
審
議
会
で
も
学
術
用
語
分
科
審
議
会
と
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。
第
三
期
に
は
、

学
、
船
舶
工
学
、

及
び
工
業
標
準
用
語
に
つ
い
て
審
査
案
検
討
の
依
頼
を
受
け
、

第
三
期
国
語
審
議
会
第
一
部
会
と
「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
」

化
学
、

回
答
し
た
。

機
械
工
学
、

建
築

日
第
一
部
会
の
審
議

第
三
期
国
語
審
議
会
に
は
、
表
記
の
問
題
を
扱
う
第
一
部
会
と
、
話
し
言
葉
の
問
題
を
扱
う
第
二
部
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
う
ち

第
一
部
会
の
任
務
は
、
広
く
文
芸
・
教
育
の
面
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
漢
字
・
仮
名
遣
い
、
そ
の
他
表
記
法
の
問
題
に
つ
い
て
審

議
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
部
会
委
員
は
、
国
語
・
国
文
学
、
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
、
教
育
、
報
道
な
ど
の
分
野
か
ら
の
二
四
名

で
、
部
会
長
に
は
東
京
教
育
大
学
教
授
で
文
学
博
士
の
原
富
男
が
選
出
さ
れ
た
。

同
部
会
は
、
ま
ず
現
代
か
な
ぞ
か
い
の
適
用
上
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
審
議
し
、
「
現
代
か
な
づ
か
い
の
適
用
に
つ
い
て
」
を

ま
と
め
て
第
二
九
回
総
会
（
昭
和
三
0
.
―-．

-
0
)

に
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
現
代
か
な
づ
か
い
の
細
則
中
、
二
語
の
連
合
や

同
音
の
連
呼
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
ぢ
．
づ
」
、
オ
に
発
音
さ
れ
る
「
ほ
」
（
「
お
」
と
書
く
。
）
、
及
び
助
詞
の
「
は
」
に
関
す
る
項
目

に
つ
い
て
、
用
例
を
豊
富
に
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
ぢ
・
じ
」
「
づ
．
ず
」
の
書
き
分
け
の
基
準
が
明
確
で
な
か
っ
た
た
め
異

論
が
出
て
、
国
語
審
議
会
と
し
て
の
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
同
部
会
が
取
り
組
ん
だ
の
が
、
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
換
え
の
問
題
で
あ
る
。
昭
和
ニ
―
年
に
制
定
さ
れ
た
当
用
漢
字

表
は
、
「
法
令
・
公
用
文
書
•
新
聞
・
雑
誌
お
よ
び
一
般
社
会
で
、
使
用
す
る
漢
字
の
範
囲
を
示
し
た
も
の
」
（
ま
え
が
き
）
で
あ
る

が
、
こ
の
漢
字
表
の
範
囲
に
限
っ
て
漢
字
を
用
い
て
国
語
を
書
き
表
そ
う
と
す
る
な
ら
、
従
来
そ
れ
以
外
の
漢
字
を
用
い
て
表
記
し

て
い
た
語
を
ど
う
取
り
扱
う
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
当
用
漢
字
表
の
「
使
用
上
の
注
意
事
項
」
に
は
、
「
こ
の
表
の
漢
字
で
書

き
あ
ら
わ
せ
な
い
こ
と
ば
は
、
別
の
こ
と
ば
に
か
え
る
か
、
ま
た
は
、
か
な
書
き
に
す
る
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
具
体
的
な
一
語
一

語
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
分
野
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
用
語
集
を
作
成
し
て
対
応
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
当
用
漢
字
の
円
滑
な
適
用
を
目
指
し
て
一
般
的
に
検
討
し
た
の
が
今
回
の
取
組
で
あ
っ
た
。
表
外
漢
字
を

含
む
語
の
言
い
換
え
、
書
換
え
の
一
っ
と
し
て
、
元
の
語
の
音
を
変
え
な
い
で
、
当
用
漢
字
表
中
の
同
音
の
漢
字
に
書
き
換
え
る
と

い
う
方
法
が
あ
り
、
一
般
社
会
で
も
既
に
行
わ
れ
て
い
た
。
国
語
審
議
会
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
用
例
を
広
く
収
集
し
て
、
そ
の
適

当
な
も
の
を
選
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

審
議
の
材
料
に
は
、
文
部
省
国
語
課
が
左
の
資
料
か
ら
五
二

0
語
を
集
め
て
作
成
し
た
「
同
音
の
代
用
字
・
代
用
語
」
が
用
い
ら

文
部
省
編
「
文
部
省
刊
行
物
表
記
の
基
準
」

四
六
〇
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審
議
に
当
た
っ
て
は
、
書
換
え
の
根
拠
が
あ
り
比
較
的
無
難
な
も
の
を
な
る
べ
く
選
ぶ
、

二三四五

新
し
く
造
語
し
た
も
の

単
に
音
を
借
り
た
も
の

重
に
審
議
し
た
結
果
を
次
の
五
項
に
整
理
し
た
(
X

を
付
し
た
も
の
は
当
用
漢
字
表
外
の
字
）
。

同
じ
字
源
か
、
ま
た
は
正
俗
同
字
の
も
の
〈
例
〉
廻
転
↓
回
転
管
絃
楽
↓
管
弦
楽

音
通
の
も
の
〈
例
〉
火
焔
↓
火
炎
格
闘
↓
格
闘
稀
薄
↓
希
薄

同
じ
意
味
か
、
ま
た
は
似
た
意
味
の
語
を
借
り
た
も
の
〈
例
〉
衣
裳
↓
衣
装
撒
布
↓
散
布

〈
例
〉
慰
藉
料
↓
慰
謝
料
漁
携
↓
漁
労
根
祗
↓
根
底

一
挺
↓
一
丁
装
釘
（
禎
）
↓
装
丁
庖
丁
↓
包
丁

部
会
で
は
こ
れ
ら
に
更
に
検
討
を
加
え
、
報
告
案
「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
」
を
取
り
ま
と
め
て
第
三
二
回
総
会
（
昭
和

三
一
・
七
・
五
）
に
提
出
し
た
。
原
部
会
長
は
、

こ
れ
は
言
い
か
え
で
は
な
く
、

当
用
漢
字
表
中
の
漢
字
に
お
き
か
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
音
の
同
じ
も
の
で
意
味
も
な
る
べ
く
近
い
も
の
、

源
か
ま
た
は
正
俗
同
字
の
も
の
、
音
通
の
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
し
て
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
大
部
分
が
現
在
社
会
で

は
使
わ
れ
て
お
り
、
今
日
の
段
階
で
は
、
こ
の
へ
ん
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
語
審
議
会
で
は
、

当
用
漢
字
を
決
め
た
が
、
今
日
ま
で
そ
の
具
体
的
な
取
扱
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

の
「
漢
字
の
お
き
か
え
」
を
総
会
で
認
め
て
い
た
だ
い
て
、
広
く
世
間
に
発
表
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

総
会
は
同
案
を
可
決
、
同
日
付
け
で
松
村
謙
三
文
部
大
臣
に
報
告
し
た
。

口
報
告
「
「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
」
に
つ
い
て
」

「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
」
に
つ
い
て
」
（
報
告
）
は
、
趣
旨
説
明
と
凡
例
を
内
容
と
す
る
前
文
と
、
一
字
の
漢
字
及
び

二
字
か
ら
四
字
ま
で
の
熟
語
、
計
三
四
一
に
つ
い
て
そ
の
書
換
え
を
示
し
た
一
覧
と
か
ら
成
る
。
文
部
大
臣
へ
の
報
告
文
に
は
、

「
当
用
漢
字
を
使
用
す
る
際
、
こ
れ
が
広
く
参
考
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
」
と
あ
り
、
前
文
の
第
一
項
目
に
も
、

「
こ
れ
が
広
く
一
般
社
会
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
」
と
、
一
般
へ
の
普
及
を
望
む
審
議
会
の
意
向
を
表
し
て
い
る
。
掲

よ
う
に
同
字
で
単
に
字
体
の
異
な
る
だ
け
の
も
の
や
、
「
撒
水
↓
散
水
」
の
よ
う
に
い

げ
ら
れ
た
書
換
え
に
は
、
「
礼
明
↓
糾
明
」
の

。
ま
た
、
国
語
審
議
会
建
議
「
法
令
用
語
改
正
例
」
に
あ
る
も
の
に
は
「
（
法
）
」
、
学
術
用

わ
ゆ
る
慣
用
音
に
よ
っ
た
も
の
も
あ
る

「
（
船
）
」
（
同
船
舶
工
学
編
）
、
「
（
鉱
）
」
（
同

語
集
各
編
及
び
医
学
用
語
集
収
載
の
も
の
に
は
、
「
（
物
）
」
（
学
術
用
語
集
物
理
学
編
）
、

鉱
物
ヤ
金
学
編
）
、
「
（
医
）
」
（
医
学
用
語
集
）
な
ど
の
注
記
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

漢
字
・
語
旬
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。

安

俣

↓

安

逸

暗

謡

↓

暗

唱

意

需

↓

意

向

叡

智

↓

英

知

掩

護

↓

援

護

銅

虫

↓

回

虫

（

医

）

愛
慾
↓
愛
欲

交
叉
↓
交
差
（
法
）
昂
（
充
）
奮
↓
興
奮

火
焔
↓
火
炎
繋
船
↓
係
船
（
法
）
（
船
）

恢
復
↓
回
復

弧

報

↓

広

報

讃

↓

賛

七

顧

八

倒

↓

七

転

八

倒

車

輛

↓

車

両

鈴

衡

↓

選

考

篇

↓

編

掠

奪

↓

略

奪

諒

解

↓

了

解

聯

合

↓

連

合

熔
岩
↓
溶
岩
（
鉱
）

揃
物
線
↓
放
物
線
（
物
）

彎
曲
↓
湾
曲
（
法
）

国
語
審
議
会
の
意
図
ど
お
り
、
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
書
換
え
の
多
く
は
一
般
社
会
に
広
く
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

7
 

5
 

` 6 

3
 
文
部
省
編
「
学
術
用
語
集

国
語
審
議
会
建
議
「
法
令
用
語
改
正
例
」

そ
の
他

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

〈例〉

既
刊
各
編
」

4
 
文
部
省
著
作
「
中
等
国
語
」

金
田
一
京
助
編
「
明
解
国
語
辞
典
」

次
の
よ
う
に
提
案
の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
る
。

と
い
う
方
針
が
取
ら
れ
、

x
 

吃
水
↓
喫
水

現
に
日
本
語
と
し
て
生
き
て
使
わ
れ
て
い
る
語
で
、
漢
字
が
当
用
漢
字
表
に
な
い
も
の
を
、

四
六

x
 

蒐
集
↓
収
集

同
じ
字

さ
き
に

そ
の
責
任
の
一
端
を
果
す
う
え
に
も
こ

一
語
一
語
慎
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第
三
期
国
語
審
議
会
小
委
員
会
と
「
正
書
法
に
つ
い
て
」

9

9

 
＇ 昭

和
三

0
年
七
月
―
二
日
、

つ
い
て
」

た
め
、

設
置
し
、

れ
た
。

内
容
、

正
書
法
に
関
す
る
審
議
経
過

第
三
期
の
国
語
審
議
会
は
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
か
か
わ
る
付
議
に
答
え
、

を
文
部
大
臣
に
報
告
し
た
。

め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

上
げ
る
こ
と
が
改
め
て
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
際
、

同
年
一

「
か
な
の
教
え
方
に

国
語
審
議
会
と
し
て
は
、
正
書
法
そ
の
他
国
語
国
字
政
策
の
方
向
に
つ
い
て
、
改

一
月
一

0
日
の
第
二
九
回
総
会
に
お
い
て
、
国
語
審
議
会
で
正
書
法
の
問
題
を
取
り

次
の
第
三

0
回
総
会
（
昭
和
三
一
・
ニ
・
ニ
三
）
で
は
、

有
光
次
郎
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
長
、

こ
れ
に
土
岐
会
長
、

か
た
か
な
書
き
の
実
例
」
、

そ
の
間
、

文
部
大
臣
に
報
告
し
た
。

4
 

「
正
書
法
」

原
富
男
第
一
部
会
長
・
颯
田
琴
次
第
二
部
会
長
を
含
む
一
四
名
の
小
委
員
会
を

金
田
一
副
会
長
も
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

の
第
六
回
ま
で
開
催
さ
れ
、
六
月
一
五
日
に
は
起
草
委
員
会
を
持
っ
た
。
審
議
の
資
料
に
は
、

た
「
正
字
法
」
（
国
語
学
辞
典
抜
き
書
き
）
、

「
形
態
音
素
」
（
同
）
、

の
概
念
自
体
に
つ
い
て
種
々
議
論
し
た
後
、

小
委
員
会
は
三
月
一
日
の
第
一
回
か
ら
六
月
ニ
―
日

「
国
語
表
記
上
の
問
題
点
と
戦
後
の
施
策
と
の
対
照
」
、

「
現
代
か
な
づ
か
い
の
問
題
点
」
「
「
ぢ
・
じ
」
「
づ
．
ず
」

第
三
一
回
総
会
（
三
・
一
三
）
で
は
、

特
に
現
代
か
な
づ
か
い
を
ど
う
扱
う
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
と
め
た
成
案
「
正
書
法
に
つ
い
て
」

土
岐
会
長
が
小
委
員
会
に
お
け
る
論
議
の
内
容
を
報
告
、

を
七
月
五
日
の
第
三
二
回
総
会
に
提
出
、

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

事
務
局
の
文
部
省
国
語
課
が
提
出
し

を
書
き
分
け
る
語
の
一
覧
」

活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
小
委
員
会
は
、

総
会
は
こ
れ
を
可
決
し
、

報
告
「
正
書
法
に
つ
い
て
」

こ
の
「
正
書
法
に
つ
い
て
」
（
報
告
）
は
、
当
用
漢
字
表
、
現
代
か
な
づ
か
い
の
下
に
お
け
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
正
書
法
に

つ
い
て
の
考
え
方
、
特
に
「
語
意
識
」
の
概
念
を
導
入
し
た
仮
名
遣
い
の
考
え
方
を
述
べ
、
先
に
第
一
部
会
が
取
り
組
ん
だ
「
ぢ
．

じ
」
「
づ
．
ず
」
の
書
き
分
け
に
つ
い
て
具
体
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
近
い
部
分
で
は
、
戦
後
、
「
当
用
漢
字
表
」
「
現

、
」
を
制
定
し
た
国
語
審
議
会
が
、
昭
和
二
四
年
の
改
組
後
、
法
令
用
語
・
標
準
語
そ
の
他
多
く
の
問
題
を
取
り
扱

代
か
な
っ
か
し

い
、
ま
た
「
人
名
用
漢
字
別
表
」
「
当
用
漢
字
補
正
案
」
な
ど
に
よ
っ
て
当
用
漢
字
の
実
行
の
円
滑
を
期
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、

「
今
そ
の
第
三
期
の
任
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
漢
字
・
か
な
づ
か
い
を
含
め
て
、
日
本
語
の
表
記
の
基
準
を
求
め
、
こ
れ
ま
で
個
別

的
に
行
わ
れ
て
き
た
仕
事
の
総
ま
と
め
、
な
い
し
は
体
系
づ
け
を
考
え
て
み
る
べ
き
段
階
に
至
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
用
漢
字
表
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
目
標
や
基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
い
っ
そ
う
妥
当
性
の
あ
る
も

の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
「
当
用
漢
字
表
」
外
の
漢
字
を
も
つ
漢
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
漢
語

の
言
い
か
え
、
そ
の
漢
字
の
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
等
の
整
理
を
試
み
る
。
」
と
し
、
ま
た
現
代
か
な
づ
か
い
に
つ
い
て

お
い
て
語
意
識
な
い
し
語
構
成
と

は
、
こ
の
仮
名
遣
い
が
発
音
の
ま
ま
の
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
、
「
こ
の
際
そ
の
原
則
の
適
用
に

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
に
達
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

日
本
語
の
正
書
法
一
般
に
つ
い
て
は
、
漢
字
・
仮
名
（
平
仮
名
・
片
仮
名
）
を
交
え
て
書
き
、
し
か
も
そ
の
使
用
が
比
較
的
任
意

に
な
り
や
す
い
た
め
、
厳
密
な
意
味
で
の
正
書
法
は
「
一
定
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
」
と
し
つ
つ
、
「
ひ
ら
が
な
・
か
た
か
な

な
ど
の
問
題
、
漢
字
・
か
な
づ
か
い
・
送
り
が
な
を
含
め
て
、
日
本
語
の
表
記
に
つ
い
て
正
書
法
を
考
え
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま

い
。
」
と
言
う
。
そ
れ
に
は
、
一
語
一
語
に
つ
い
て
漢
字
か
平
仮
名
か
片
仮
名
か
な
ど
の
用
字
を
決
め
て
い
く
方
法
の
ほ
か
、
語
の

種
類
に
よ
っ
て
漢
字
か
仮
名
か
な
ど
の
原
則
を
決
め
る
方
法
も
あ
り
、
ま
た
、
「
さ
く
ら
」
の
よ
う
に
漢
字
で
も
仮
名
で
も
書
く
も

四
六
四

こ
の
問
題
の
審
議
の

「
新
聞
に
お
け
る

な
ど
が
用
い
ら

続
い
て
正
書
法
の

起
草
委
員
会
で

同
日
付
け
で
清
瀬
一
郎
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日
標
準
語
部
会
の
審
議

れ
た
。
国
語
学
、
文
学
、
演
劇
、
報
道
、
教
育
な
ど
、
多
彩
な
分
野
を
背
景
と
す

第
二
期
国
語
審
議
会
に
標
準
語
部
会
が
設
け
ら

る
委
員
で
構
成
さ
れ
た
一
五
名
の
部
会
で
、
部
会
長
は
、
第
一
期
に
敬
語
部
会
長
だ
っ
た
金
田
一
京
助
が
務
め
、
同
じ
く
話
し
こ
と

ば
部
会
長
だ
っ
た
颯
田
琴
次
や
、
改
組
前
の
国
語
審
議
会
で
幹
事
長
を
務
め
た
保
科
孝
一
も
部
会
委
員
と
な
っ
た
。

同
部
会
は
、
昭
和
二
七
年
七
月
一

0
日
か
ら
昭
和
二
九
年
三
月
四
日
ま
で
に
二

0
回
の
会
議
を
持
っ
た
。
ま
ず
初
め
に
、
「
今
期

審
議
会
の
初
め
に
諸
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
審
議
希
望
事
項
な
ら
び
に
総
会
に
お
け
る
発
言
の
う
ち
標
準
語
に
関
係
あ
る
事
項
（
ぬ

き
が
き
報
告
）
」
を
参
考
と
し
て
、
部
会
の
進
め
方
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

1

こ
の
部
会
で
は
、
話
し
こ
と
ば
と
書
き
こ
と
ば
と
の
二
面
に
わ
た
っ
て
、
広
く
基
礎
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

2
現
在
の
東
京
語
を
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
標
準
語
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
。

3
前
期
の
敬
語
部
会
お
よ
び
話
し
こ
と
ば
部
会
の
仕
事
を
受
け
つ
い
で
、
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
お
よ
び
話
し
こ
と
ば
部
会

の
報
告
の
主
旨
を
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

こ
れ
ら
の
方
針
の
下
、
例
え
ば
「
標
準
語
制
定
の
一
般
方
針
」
（
保
科
委
員
提
出
）
、
「
標
準
語
と
は
何
か
「
正
し
い
」
と
い
う
こ
と

”
 四

六
七

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

1

第
二
期
国
語
審
議
会
標
準
語
部
会
と
「
標
準
語
の
た
め
に
」

（
第
四
章
第
一

0
節
参
照
）
。

標
準
語
の
追
求
と
語
形
の
ゆ
れ

の
は
そ
の
使
い
方
の
基
準
を
決
め
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

現
代
か
な
づ
か
い
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
現
代
語
音
に
基
づ
か
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
①
助
詞
の
「
は
」
「
へ
」
「
を
」
の
よ
う

に
特
殊
な
用
法
の
あ
る
も
の
を
区
別
す
る
、
②
「
お
う
」
「
お
お
」
の
よ
う
に
同
じ
よ
う
な
発
音
の
書
き
分
け
を
区
別
す
る
、
③
二

語
の
連
合
に
よ
る
「
ぢ
」
「
づ
」
の
よ
う
に
語
の
構
成
に
対
す
る
意
識
を
書
き
方
に
表
す
、
と
い
う
よ
う
に
語
意
識
に
よ
っ
て
書
き

分
け
る
こ
と
に
つ
い
て
解
説
し
、
「
こ
の
よ
う
に
、
語
意
識
と
い
う
も
の
を
導
入
す
れ
ば
、
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
の
中
の
難
点
と
い

わ
れ
る
も
の
に
対
し
て
説
明
が
つ
き
、
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
の
適
用
も
い
っ
そ
う
合
理
的
に
扱
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
」
と
述
べ
て

い
る
。
続
け
て
、
現
代
か
な
づ
か
い
の
「
二
語
の
連
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
ぢ
、
づ
は
、
ぢ
、
づ
と
書
く
。
」
と
い
う
規
定
に
つ
い

て
、
こ
の
場
合
の
「
二
語
の
連
合
」
は
、
独
立
す
る
語
ど
う
し
の
結
び
付
き
に
限
ら
ず
、
接
辞
と
の
結
合
も
含
め
て
語
構
成
の
分
析

的
意
識
が
あ
る
場
合
に
は
引
．
づ
と
書
く
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
「
ぢ
．
づ
」
と
書
く
一
六
例
、
「
じ
・
ず
」
と
書
く
二
八
例
を
挙
げ

て
い
る
。
例
え
ば
、
「
あ
い
そ
づ
か
し
ー
あ
い
そ
を
つ
か
す
、
か
た
づ
く
—
か
た
を
つ
け
る
、
こ
ぢ
ん
ま
り
ー
ち
ん
ま
り
、
こ
づ
か

い
こ
づ
つ
み
こ
づ
く
り
ー
つ
か
い
つ
つ
み
つ
く
り
」
（
以
上
、
「
ぢ
・
づ
」
と
書
く
例
）
、
「
か
た
ず
ー
つ
（
唾
）
、
つ
ま
ず
<
—
つ

く
（
突
）
、
し
お
じ
た
び
じ
ー
ち
（
路
）
、
い
え
じ
ゅ
う
い
ち
に
ち
じ
ゅ
う
せ
か
い
じ
ゅ
う
ー
ち
ゅ
う
（
中
）
」
（
以
上
、
「
じ
・

ず
」
と
書
く
例
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
掲
げ
た
後
、
「
語
構
成
の
分
析
意
識
は
、
現
状
に
お
い
て
は
か
な
り
個
人
差
の
あ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
以
上
の
判
定
に
も
見
解
の
相
違
は
あ
ろ
う
。
」
（
例
中
、
「
ぬ
か
ず
く
」
「
き
ず
な
」
に
＊
を
付
し
、
「
た
と
え
ば
、
特
に
、
＊
を
つ
け
て
あ
る
も

の
の
ご
と
き
。
」
と
注
し
て
い
る
。
）
と
し
た
上
で
、
「
し
か
し
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
を
前
提
と
す
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
判
定
を
認
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
正
書
法
の
解
決
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
正
書
法
の
確
立
に
つ
い

て
、
今
後
さ
ら
に
広
く
実
践
と
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
一
文
で
、
こ
の
報
告
は
結
ば
れ
て
い

る。
次
の
第
四
期
国
語
審
議
会
に
は
「
正
書
法
部
会
」
と
い
う
名
の
部
会
が
設
置
さ
れ
、
送
り
仮
名
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

四
六
六



第
九
節

四
六
九

全
体
の

こ
の

6

話
し
こ
と
ば
に
つ
い
て

「
ま
え
が
き
」

と
で
あ
る
。
「
ま
え
が
き
」

「
標
準
語
」

に
よ
れ
ば
、

に
は
更
に
、

に
つ
い
て
、

れ
て
い
る
東
京
語
か
ら
、

2

文
体
に
つ
い
て

7

発
音
に
つ
い
て

第
1
部
は
、

3

用
語
に
つ
い
て

8

書
き
こ
と
ば
に
つ
い
て

「
現
代
の
東
京
語
を
素
材
的
に
取
り
上
げ
て
、

り
ま
た
は
な
ま
っ
た
形
と
を
振
り
分
け
て
、
将
来
の
標
準
語
へ
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
努
め
た
も
の
」
、

語
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
が
か
く
あ
り
た
い
と
思
う
理
想
を
、
言
語
生
活
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
考
え
た
も
の
」

「
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
批
判
を
受
け
つ
つ
、

め
の
―
つ
の
捨
て
石
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
」

第

1
部
の

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

と
も
あ
り
、

語
確
立
の
た
め
の
方
向
性
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

「
審
議
上
の
基
礎
方
針
」
で
、

正
し
く
な
い
発
音
や
用
語
や
語
法
を
除
去
し
た

1

ま
え
が
き

4

語
法
に
つ
い
て

こ
の
報
告
が
、

一
般
に
は

そ
の
中
で
、

こ
の
小
冊
子
が
、

正
し
い
形
と
、
誤

第

2
部
はと

い
う
こ

将
来
の
標
準
語
確
立
の
た

標
準
語
の
完
成
形
で
は
な
く
、

「
標
準
語
」
や
「
共
通
語
」

「
標
準

標
準

と
同
義
に
解
さ

「
共
通
語
の
規
範
」
が
、
「
ほ
ん
と
う
の
意
味
の
標
準

語
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の
「
正
し
い
・
正
し
く
な
い
」
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
「
理
論
的
」
「
語
原
的
」
「
語

法
的
」
見
地
か
ら
の
判
断
に
は
そ
れ
ぞ
れ
限
界
が
あ
る
と
し
て
、
結
局
は
「
社
会
の
良
識
の
大
多
数
が
用
い
て
、
ふ
つ
ご
う
な
く
通

用
し
て
い
る
も
の
が
正
し
い
」
と
い
う
基
準
を
示
す
。

「
1

語
音
の
部
」
は
、
直
音
．
釦
音
の
一
覧
を
片
仮
名
表
記
と
発
音
記
号
で
示
し
、
「
母
音
〔
ウ
〕
の
注
意
」
（
「
関
西
流
に
こ
こ
ろ
も

ち
く
ち
び
る
を
左
右
か
ら
寄
せ
ぎ
み
の
〔
ウ
〕
」
を
標
準
音
と
し
た
い
と
提
言
。
）
、
「
連
母
立
日
エ
イ
」
（
「
衛
生
、
経
営
」
な
ど
の
「
え
い
」
が
、
東
京
語
の
話
し
言
葉
で

は
「
エ
ー
」
に
近
く
発
音
さ
れ
る
と
指
摘
。
）
、
な
ど
一

0
項
目
の
提
言
や
分
析
を
行
う
。

「
2

語
法
の
部
」
は
、
動
詞
に
つ
い
て
、
「
足
る
ー
足
り
る
」
「
任
せ
る
ー
任
す
」
な
ど
の
、
五
段
と
一
段
の
活
用
の
併
用
を
指

摘
し
、
サ
変
動
詞
「
ー
す
る
」
に
つ
い
て
は
、
二
字
の
漢
字
に
付
く
「
ー
す
る
」
（
「
安
心
す
る
」
な
ど
。
）
は
み
な
上
二
段
活
用
で
あ
る

こ
と
、
一
字
の
漢
字
に
付
い
た
「
ー
す
る
」
の
活
用
は
、
上
二
段
（
「
察
す
る
」
な
ど
。
）
、
上
一
段
（
「
感
じ
る
」
な
ど
。
）
、
五
段
（
「
略
す
」
な

ど

。

）

、

混

合

（

「

愛

す

る

」

な

ど

。

）

の

四

種

に

分

類

整

理

で

き

る

こ

と

を

示

す

。

『

「
3

用
語
の
部
」
は
、
「
今
日
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
多
く
の
用
語
」
の
う
ち
約
八

0
項
目
に
つ
い
て
、
「
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
の
形
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
し
い
か
を
審
議
し
た
も
の
」
の
一
覧
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
〇
あ
ま
つ
さ
え
語
原

は
「
あ
ま
り
さ
え
」
で
、
そ
れ
が
「
あ
ま
っ
さ
え
」
と
つ
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
も
う
だ
い
ぶ
久
し
い
前
か
ら
〔
ア
マ

ッ
サ
エ
〕
と
い
い
な
ら
わ
し
て
い
る
。
」
、
「

0
…
…
く
ら
い
（
接
尾
語
）

0
…
…
ぐ
ら
い
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
使
う
。
た
と
え

ば
、
／
こ
れ
ぐ
ら
い
こ
れ
く
ら
い
こ
れ
っ
く
ら
い
」
、
「

0
し
け
じ
け

0
し
げ
し
げ
「
し
け
じ
け
」
と
「
し
げ
し
げ
」
と

は
、
も
と
の
意
味
を
生
か
し
て
、
二
つ
の
こ
と
ば
と
し
て
使
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
／
し
け
じ
け
と
見
る
。
／
し
げ
し
げ
と
通

う
。
」
、
「

0
ほ
の
お
（
炎
）
〔
ホ
ノ
ホ
〕
で
な
い
。
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

第
2
部
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
」
の
「
ま
え
が
き
」
の
第
一
項
目
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
は
、
国
民
の
社
会
生
活
に
お
い

5

敬
語
に
つ
い
て

第

2
部

こ
れ
か
ら
の
日
本
語

審
議
上
の
基
礎
方
針

1

語
音
の
部

2

語
法
の
部

3

用
語
の
部

第
1
部
標
準
語
の
た
め
に

ま
え
が
き

こ
の
報
告
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

て
審
議
を
進
め
、

＇ 
二

9

9

 

部
会
報
告
「
標
準
語
の
た
め
に
」

報
告
「
標
準
語
の
た
め
に
」

を
ま
と
め
、

第
二

0
回
総
会
（
昭
和
二
九
・
三
・
一
五
）
に
提
出
し
た
。

の
基
準
」
「
審
議
す
べ
き
東
京
発
音
」
（
以
上
、
金
田
一
委
員
提
出
）
、
「
日
本
語
の
標
準
発
音
」
（
田
口
洵
三
郎
委
員
提
出
）
な
ど
の
資
料
を
用
い

第
四
章
国
語
改
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（二）

第
九
節

日
話
し
こ
と
ば
部
会
の
審
議

第
四
期
国
語
審
議
会
に
話
し
こ
と
ば
部
会
が
設
置
さ
れ
た
。
部
会
委
員
は
国
文
学
者
の
池
田
弥
三
郎
、
国
語
教
育
学
者
の
石
井
庄

司
、
詩
人
で
英
文
学
者
の
西
脇
順
三
郎
、
心
理
学
者
の
波
多
野
完
治
、
教
育
学
者
の
西
本
三
十
二
、
劇
作
家
の
内
村
直
也
な
ど
多
彩

な
分
野
か
ら
の
一

0
名
で
、
部
会
長
に
は
、
第
一
期
に
話
し
こ
と
ば
部
会
長
、
第
二
期
に
術
語
部
会
長
、
第
三
期
に
第
二
部
会
長
を

務
め
た
颯
田
琴
次
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
専
門
調
査
員
に
、
大
石
初
太
郎
（
国
立
国
語
研
究
所
員
）
、
上
甲
幹
一
（
同
上
）
、
森
岡
健
二

（
東
京
女
子
大
学
助
教
授
）
の
三
名
が
任
命
さ
れ
た
。
部
会
は
昭
和
三
二
年
二
月
一
四
日
か
ら
翌
三
三
年
一

0
月
二
七
日
ま
で
一
九
回
開

催
さ
れ
、
当
初
は
話
し
言
葉
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
も
の
に
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
話
し
言
葉
に
お
け
る
文
語
的
表
現
の
整
理
に

つ
い
て
審
議
し
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
人
称
・
敬
称
の
表
し
方
、
助
数
詞
の
整
理
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
外
国
人

学
生
の
感
じ
る
日
本
語
の
難
し
さ
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
の
昭
和
三
二
年
―
二
月
に
は
、
既
に
述
べ
た

と
お
り
、
前
期
国
語
審
議
会
の
建
議
「
話
し
こ
と
ば
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
実
施
に
関
し
て
中
央
教
育
審
議
会
に
要
請
し
た
。

こ
れ
ら
の
審
議
を
通
じ
て
、
話
し
言
葉
の
基
本
的
な
形
・
語
法
（
基
本
話
型
）
に
つ
い
て
の
問
題
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現
段

階
で
基
準
的
な
も
の
を
作
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
ま
ず
話
し
言
葉
の
現
状
を
分
析
整
理
し
、
標
準
化
の
可
能
性
を
十
分
考
え
た
上

で
、
そ
の
可
能
な
も
の
か
ら
改
善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
第
一
着
手
と
し
て
方
言
の
い
わ
ゆ
る
標

準
化
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
第
四
期
最
終
の
第
三
七
回
総
会
（
昭
和
三
三
・
ニ
・
一
八
）

に
お
い
て
、
「
「
あ
ら
た
ま
っ
て
も
の
を
言
う
場
合
に
も
出
る
方
言
」
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
と
し
て
、
颯
田
部
会
長
か
ら
報
告
さ
れ

た
。
こ
の
間
の
審
議
資
料
と
し
て
、
国
語
課
提
出
の
「
助
数
詞
一
覧
」
や
池
田
委
員
提
出
の
「
小
学
校
に
お
け
る
敬
語
調
査
」
、
西

本
委
員
提
出
の
「
外
国
人
学
生
の
感
じ
る
日
本
語
の
難
し
さ
」
な
ど
の
ほ
か
、
専
門
調
査
員
提
出
の
方
言
調
査
に
関
す
る
資
料
（
「
音

韻
に
つ
い
て
」
（
上
甲
）
、
「
語
法
に
つ
い
て
」
（
大
石
）
、
「
語
い
に
つ
い
て
」
（
森
岡
）
）
も
用
い
ら
れ
た
。

調
査
結
果
報
告
「
「
あ
ら
た
ま
っ
て
も
の
を
言
う
場
合
に
も
出
る
方
言
」
に
つ
い
て
」

こ
の
調
査
は
、
「
あ
ら
た
ま
っ
た
場
面
に
お
い
て
標
準
的
な
こ
と
ば
で
話
そ
う
と
す
る
場
合
」
に
、
ど
の
程
度
に
ど
の
よ
う
な
方

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

四
七

2
 

て
、
だ
れ
が
、
だ
れ
に
対
し
て
も
、
互
に
心
や
す
く
話
し
合
い
、
ま
た
自
由
・
活
発
に
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
の
で
き
る
、
平
明
・

簡
素
な
こ
と
ば
で
あ
り
た
い
。
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
前
期
の
話
し
こ
と
ば
部
会
に
お
け
る
話
し
言
葉
の
定
義
（
「
だ
れ
が
、
だ
れ
に
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
話
し
て
も
書
い
て
も
、
お
か
し
く
な
い
こ
と
ば
」
）
や
、
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
が
提
案
し
た
平
明
・
簡
素
な
敬
語
と
い
う
考
え
方

を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
ら
を
日
本
語
全
体
に
押
し
広
げ
て
適
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
ち
、
言
葉
を
や
さ
し
く
す
る
た
め
に
、
ま
ず
文
体
を
や
さ
し
く
す
べ
き
こ
と
(
「
2

文
体
に
つ
い
て
」
）
、
わ
た

し
た
ち
の
母
語
と
し
て
い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
和
語
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
(
「
3

用
語
に
つ
い
て
」
）
、
日
本
語
の
表
現
を
論
理
的
に

は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
く
ぎ
り
符
号
の
使
い
方
を
研
究
し
て
、
そ
の
普
及
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
こ
と
(
「
4

語
法
に
つ
い
て
」
）
、

特
に
婉
曲
に
言
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
の
ほ
か
は
、
は
っ
き
り
と
も
の
を
言
う
よ
う
に
心
掛
け
た
い
こ
と
(
「
6

話
し
こ
と
ば
に
つ

い
て
」
）
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。

金
田
一
部
会
長
は
こ
の
「
標
準
語
の
た
め
に
」
を
、
「
二

0
回
の
部
会
を
開
き
、
そ
の
審
議
の
結
果
到
達
し
た
具
体
的
事
実
を
あ

り
の
ま
ま
に
記
録
し
た
」
も
の
と
し
て
総
会
に
報
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
言
語
学
者
の
小
林
英
夫
委
員
は
、
「
構
想
や
ア
イ
デ
ィ

ア
は
い
い
が
」
と
し
つ
つ
、
「
「
し
け
じ
け
、
し
げ
し
げ
」
は
、
こ
の
報
告
で
は
じ
め
て
知
っ
た
」
な
ど
、
第
一
部
に
つ
い
て
細
か
く

―
二
の
疑
問
点
を
指
摘
し
、
他
の
委
員
か
ら
も
賛
否
の
意
見
が
出
て
、
土
岐
会
長
は
結
局
、
こ
れ
を
外
部
に
は
発
表
し
な
い
報
告
と

し
て
審
議
を
ま
と
め
、
「
標
準
語
の
た
め
に
」
は
今
後
の
審
議
上
の
参
考
資
料
と
い
う
位
置
付
け
と
さ
れ
た
。
・

第
四
期
国
語
審
議
会
「
話
し
こ
と
ば
部
会
」
と
方
言
調
査

第
四
章

国
語
改
革
の
実
行

四
七
〇



第
九
節

3

第
五
期
国
語
審
議
会
第
二
部
会
と
「
語
形
の

「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」

言
が
出
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
、
方
言
の
研
究
者
、

の
で
あ
る
（
発
送
数
三
二
〇
、
回
答
数
一
七
四
）
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

て
」
「
結
び
」

と
い
う
く
く
り
で
整
理
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
に
、

各
部
分
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
語
法
に
つ
い
て
〕

「
ベ
ー
」
、
京
阪
の
「
だ
す
」
「
ど
す
」
、
九
州
の
「
ば
っ
て
ん
」
「
よ
か
」
等
）
。

賀
・
奈
良
・
富
山
・
福
島
・
徳
島
・
長
崎
に
も
あ
る
。
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
文
末
の
助
詞
「
な
も
」
が
、
今
回
の
調
査
で

は
、
わ
ず
か
に
岐
阜
・
静
岡
に
の
み
出
現
し
た
こ
と
な
ど
、
あ
ら
た
ま
っ
て
も
の
を
言
う
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
で
、

語
法
の
行
わ
れ
方
に
か
な
り
相
違
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
あ
ら
た
ま
っ
て
言
う
場
合
の
方
言
の
語
法
の

出
方
に
は
、

〔
語
い
に
つ
い
て
〕

あ
ら
た
ま
っ
て
も
の
を
言
う
場
合
に
も
、

と
り
わ
け
地
域
性
・
教
育
程
度
の
差
異
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

〔
音
韻
に
つ
い
て
〕
全
般
的
に
、
①
い
ま
ま
で
の
方
言
研
究
家
に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ
て
い
た
方
言
音
の
な
ま
り
は
、

と
ば
で
話
そ
う
と
す
る
場
合
に
も
出
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

ど
、
ま
た
教
育
程
度
が
高
い
ほ
ど
少
な
い
、

現
在
の
青
年
層
に
つ
い
て
考
え
る
か
ぎ
り
、

推
定
さ
れ
る
（
例

東
北
方
言
に
お
け
る
イ
と
エ
）
。

の
程
度
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
言
え
る
。

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

国
語
教
育
者
、

し
か
し
、

レ
ビ
の
急
激
な
発
展
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
広
く
関
係
方
面
に
回
答
を
求
め
た
も

「
語
法
に
つ
い
て
」
「
音
韻
に
つ
い
て
」
「
語
い
に
つ
い

第
三
七
回
総
会
で
颯
田
部
会
長
が
こ
れ
を
紹
介
し
た
。

方
言
の
語
法
も
有
力
に
行
わ
れ
て
い
る
（
例

方
言
調
査
で

②
な
ま
り
の
出
る
率
は
、

「
愛
知
・
岐
阜
を
中
心
と
し
て
、
滋

都
市
性
が
濃
い
ほ
ど
、

あ
ら
た
ま
っ
た
場
で
も
の
を
言
う
時
に
も
出
る
方
言
の
母
音
は
、

方
言
研
究
家
の
報
告
よ
り
は
る
か
に
標
準
的
な
音
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と

母
音
に
比
し
て
子
音
は
概
し
て
標
準
化
し
や
す
く
、

現
在
ま
で
の
成
果
が
あ
が
っ
た
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
話
し
方
教
育
や
ラ
ジ
オ
・
テ

動
詞
・
形
容
詞
・
副
詞
に
や
や
方
言
語
い
の
多
い
こ
と
が
目
だ
つ
が
、

子
音
の
標
準
化
は
か
な
り

名
詞
そ
の
他
は
あ
ま
り
問
題
と
す
る

に
あ
た
ら
な
い
。
標
準
語
的
な
こ
と
ば
の
普
及
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
き
、
語
い
に
は
、
意
味
の
広
狭
や
生
活
感
情
な
ど

に
注
意
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
障
害
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
一
地
域
や
老
年
層
、
義
務
教
育
者
層
の
人
々
に
限
定
し

て
み
る
と
、
現
れ
る
方
言
語
い
の
率
は
、
非
常
に
高
く
な
る
。
い
わ
ゆ
る
標
準
語
の
普
及
を
実
現
し
よ
う
と
思
う
と
、
地
域

社
会
に
お
け
る
文
化
変
容
の
問
題
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

〔
結
び
〕
方
言
の
標
準
語
化
は
、
そ
の
容
易
さ
の
度
合
い
に
お
い
て
、
語
い
・
語
法
・
音
韻
・
ア
ク
セ
ン
ト
の
順
だ
と

さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
た
ま
っ
て
言
う
場
合
に
も
、
語
い
よ
り
も
語
法
・
音
韻
で
方
言
が
出
や
す
い
。
地
域
性
・
年
齢
層
・
教

育
程
度
の
相
違
に
よ
る
方
言
の
出
方
へ
の
影
響
は
、
語
い
で
最
も
大
き
く
、
語
法
・
音
韻
の
順
に
小
さ
く
な
る
。

今
後
、
全
国
に
通
ず
る
言
葉
の
普
及
に
望
ま
し
い
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
標
準
語
普
及
の
条
件
を
総
合
的
に
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
に
立
脚
し
て
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
標
準
語
の
教
育
を
考
え
れ
ば
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
話
し
方
教
育
は
現
在
よ
り
後
退
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
放
送
（
特
に
教
育
放
送
）
の
発
達
、
教
員
養
成
大
学
の
講
座
の
充
実
や

現
職
教
師
の
再
教
育
講
習
な
ど
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

日
第
二
部
会
の
審
議

第
五
期
国
語
審
議
会
の
第
三
九
回
総
会
（
昭
和
三
四
•
四
·
一
七
）
で
土
岐
会
長
の
提
案
に
よ
り
、
第
一
•
第
二
部
会
な
ど
の
設
置
が

決
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
第
二
部
会
は
、
話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
を
含
め
て
、
新
聞
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
映
画
な
ど
マ
ス
コ
ミ
と
の

関
係
に
お
け
る
国
語
の
問
題
を
審
議
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
所
属
委
員
は
、
各
委
員
の
希
望
に
基
づ
き
土
岐
会
長
が
指
名
し

こ。t
 

四
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四
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東
北
•
関
東
の

標
準
的
な
こ

年
齢
が
若
い
ほ



第
九
節

①
正
誤
の
間
の
ゆ
れ

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

専
門
（
専
問
）

委
譲
（
依
譲
）

会
心
（
快
心
）

第
二
部
会
の
委
員
は
計
一
六
名
で
、
検
討
テ
ー
マ
を
反
映
し
て
そ
の
う
ち
八
名
を
新
聞
社
な
ど
報
道
関
係
者
が
占
め
、
そ
の
ほ
か

に
、
こ
れ
ま
で
話
し
言
葉
関
係
の
部
会
長
を
歴
任
し
た
颯
田
琴
次
や
国
語
教
育
学
の
石
井
庄
司
な
ど
が
入
り
、
部
会
長
は
慶
応
義
塾

大
学
助
教
授
の
池
田
弥
三
郎
が
務
め
た
。
同
部
会
は
昭
和
三
四
年
五
月
か
ら
三
六
年
二
月
に
か
け
て
、
一
八
回
の
会
合
を
持
っ
た
。

部
会
審
議
の
初
め
に
、
ど
う
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
る
か
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
①
書
き
言
葉
の
正
書
法
の
よ
う
に
、
話
し
言
葉

の
正
話
法
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
か
、
②
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
話
し
方
を
作
っ
た
ら
ど

う
か
、
③
発
音
・
表
記
に
「
ゆ
れ
」
の
あ
る
語
の
整
理
統
一
、
④
同
音
異
義
語
の
整
理
、
⑤
流
行
語
・
外
国
語
に
つ
い
て
、
な
ど
多

く
の
事
項
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
結
局
、
③
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
審
議
を
行
う
に
当
た
り
、
ま
ず
、
文
部
省
編
『
国
語
の
書
き
表
わ
し
方
』
（
文
部
省
刊
行
物
表
記
の
基
準
）
、
同
『
学
術
用
語
集
』
各

編
、
同
「
国
語
問
題
問
答
」
各
集
（
文
部
省
、
「
国
語
シ
リ
ー
ズ
」
所
収
）
、
国
立
国
語
研
究
所
「
語
形
確
立
の
た
め
の
基
礎
調
査
」
（
同
所
年
報

7
所
収
）
、
国
語
審
議
会
標
準
語
部
会
「
標
準
語
の
た
め
に
」
、
日
本
新
聞
協
会
編
『
新
聞
用
語
集
』
、
日
本
放
送
協
会
編
『
日
本
語
ア

ク
セ
ン
ト
辞
典
』
な
ど
か
ら
、
「
ゆ
れ
」
の
あ
る
語
を
選
ん
で
、
「
二
つ
の
書
き
方
が
あ
る
語
」
「
二
つ
の
言
い
方
が
あ
る
語
」
を
作

成
し
、
そ
の
一
語
一
語
に
つ
い
て
審
議
し
、
標
準
的
な
形
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
、
今
期
は
白
書
の
よ
う
な
形
で
問
題
の
所

在
や
「
ゆ
れ
」
の
傾
向
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
、
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
草
案
を
経
て
「
語
形
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
を
取
り

ま
と
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
第
1
部
「
漢
字
表
記
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
、
第
2
部
「
発
音
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
か
ら
成

る
が
、
第
2
部
に
つ
い
て
審
議
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
、
最
終
的
な
結
論
は
次
期
の
継
続
審
議
に
待
っ
こ
と

こ
の
部
会
の
審
議
経
過
と
結
果
は
、
第
四
二
回
総
会
（
昭
和
三
六
・
三
・
一
七
）
で
「
第
二
部
会
審
議
報
告
」
と
し
て
、
別
冊
「
語
形

の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
を
付
し
て
池
田
部
会
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

口
部
会
報
告
「
語
形
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」

田
問
題
の
所
在
と
取
組
み
の
意
義

「
語
形
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
の
冒
頭
に
は
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

国
語
の
中
に
は
、
発
音
・
ア
ク
セ
ン
ト
・
語
法
あ
る
い
は
表
記
の
各
方
面
に
お
い
て
、
語
形
が
確
定
し
な
い
で
、
い
わ
ゆ
る

「
ゆ
れ
」
て
い
る
語
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
語
形
の
ゆ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
言
語
生
活
や
教
育
の
う
え
で
多
少
と
も
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
な
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
合
理
化
、
教
育
の
負
担
軽
減
と
い
う
立
場
か
ら

い
っ
て
、
語
形
の
ゆ
れ
の
整
理
統
一
を
図
る
こ
と
は
、
当
面
の
要
望
に
そ
う
ば
か
り
で
な
く
、
標
準
語
な
い
し
標
準
的
な
表
記

法
の
確
立
へ
の
一
段
階
と
し
て
も
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
て
漢
字
表
記
と
発
音
の
ゆ
れ
を
取
り
上
げ
、
ぞ
の
整
理
統
一
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
も
の
が
、
こ
の

「
語
形
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
第1
部
•
第
2

部
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
以
下
に
記
す
。

②

「

第
1
部
漢
字
表
記
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
の
内
容

初
め
に
漢
字
表
記
の
標
準
を
選
ぶ
上
で
考
え
る
べ
き
事
柄
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
原
則
的
に
は
、
「
正
し
い
」
と
さ

れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
し
た
上
で
、
漢
字
の
意
味
が
分
か
り
や
す

い
、
字
画
が
少
な
い
、
熟
語
構
成
の
機
能
が
大
き
い
、
仮
名
書
き
に
す
る
方
が
よ
い
、
な
る
べ
く
教
育
漢
字
で
あ
る
、
語
群
の
中
の

統
一
、
同
訓
異
字
の
整
理
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。
具
体
的
な
語
例
に
つ
い
て
は
、
次
の
八
項
目
に
類
別
し

て
、
説
明
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
数
例
か
ら
三

0
例
程
度
を
掲
げ
て
い
る
（
括
弧
の
あ
る
場
合
、
そ
の
外
の
表
記
が
有
力
と
認
め
た
り
薦
め
た
り
し
て
い

る
も
の
。
な
お
、
①
＼
⑧
の
番
号
は
、
こ
こ
で
便
宜
の
た
め
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
）
。

架
空
（
仮
空
）

四
七
五

漸
次
（
漸
時
）
な
ど

と
し
た
。
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第
九
節

て
よ
い
。

②
一
般
的
か
ど
う
か
記
念
（
紀
念
）
栄
養
（
営
養
）
気
概
（
気
慨
）
機
転
（
気
転
）
豪
胆
（
剛
胆
）
な
ど

③
同
字
の
場
合
〔
意
味
分
化
に
よ
る
書
き
分
け
に
従
う
〕
原
（
は
ら
っ
ぱ
）
•
源
（
み
な
も
と
）
↓
起
源
・
源
泉
な
ど

④
字
画
の
多
少
・
教
育
漢
字
か
否
か
付
属
（
附
属
）
究
極
（
窮
極
）
順
法
（
遵
法
）
定
年
（
停
年
）
な
ど

⑤
代
用
字
の
一
般
化
「
何
オ
・
年
令
」
な
ど
を
一
概
に
と
が
む
べ
き
で
な
い
。
「
卒
直
・
卒
先
」
を
広
げ
、
「
軽
卒
・
引
卒
」

な

ど

も

考

え

ら

れ

る

。

‘

⑥
熟
語
構
成
機
能
〔
機
能
の
大
き
い
方
を
使
う
傾
向
〕
劇
よ
り
激
の
方
が
機
能
が
大
き
い
。
劇
職
・
劇
務
↓
激
職
・
激
務
へ

⑦
類
義
で
同
様
に
使
わ
れ
る
語
〔
②
④
の
類
例
〕
委
嘱
（
依
嘱
）
学
習
（
学
修
）
因
習
（
因
襲
）
終
局
（
終
極
）

⑧
仮
名
書
き
に
よ
り
漢
字
表
記
の
ゆ
れ
を
解
消
す
べ
き
も
の
お
お
ぎ
ょ
う
（
大
仰
・
大
形
）
ふ
だ
ん
（
不
断
・
普
段
）

固

「

第
2
部
発
音
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
の
内
容

初
め
に
、
発
音
の
標
準
を
選
ぶ
上
で
考
慮
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
語
源
的
に
正
し
い
、
あ
る
い
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
上
で
、
方
言
で
な
い
、
言
い
や
す
い
、
聞
い
て
感
じ
が
よ
い
、
口
頭
語
的
で
あ
る
、
必
ず
し
も
伝

統
に
こ
だ
わ
ら
な
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
具
体
的
な
語
例
に
つ
い
て
は
、
一

0
項
目
に
分
類
し
て
解
説
し
て
い
る
（
①
＼
⑩
の
番
号
は
、
こ
こ
で
便
宜
の
た
め
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
）
。

]
］
］
 

①
唇
音
退
化
に
よ
る
ク
ヮ
行
拗
音
の
直
音
化
、

d
d
z
也
の
相
通
；
菓
子
・
外
国
は
、
「
ク
ワ
シ
」
「
グ
ワ
イ
コ
ク
」
で
は
な
く

［
［
［
 

「
カ
シ
」
「
ガ
イ
コ
ク
」
が
、
藤
・
水
は
、
「
フ
ヂ
」
「
ミ
ヅ
」
で
は
な
く
「
フ
ジ
」
「
ミ
ズ
」
が
一
般
的
。

②
「
ハ
イ
」
と
「
ハ
エ
」
〔
蠅
〕
表
記
に
従
い
「
ハ
エ
」
と
発
音
す
る
か
、
表
記
は
「
は
え
」
「
ハ
エ
」
と
し
、
「
ハ
イ
」
と

い
う
発
音
を
許
容
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
ろ
う
。

③
「
ム
ズ
カ
シ
イ
」
と
「
ム
ッ
カ
シ
イ
」
〔
難
し
い
〕

な
形
と
し
て
「
ム
ズ
カ
シ
イ
」
を
採
る
に
し
て
も
、
「
ム
ッ
カ
シ
イ
」
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

④
「
シ
ュ
ッ
パ
ツ
」
と
「
シ
ッ
パ
ツ
」
〔
出
発
〕
「
シ
ッ
パ
ツ
」
は
一
般
的
で
な
く
、
本
来
の
形
「
シ
ュ
ッ
パ
ツ
」
に
よ
る

べ
き
だ
が
、
同
様
の
問
題
を
含
む
語
（
「
芸
術
」
「
新
宿
」
な
ど
）
の
中
に
は
直
音
に
近
い
発
音
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の

も
あ
ろ
う
。

⑤
「
セ
ン
セ
イ
」
と
「
セ
ン
セ
ー
」
〔
先
生
〕
調
査
や
辞
典
に
よ
る
と
、
「
セ
ン
セ
イ
」
「
セ
ン
セ
ー
」
に
は
地
域
差
や
改
ま

り
に
よ
る
現
れ
方
の
違
い
が
あ
り
、
両
様
の
発
音
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

⑥
「
イ
バ
ル
」
と
「
エ
バ
ル
」
〔
威
張
る
〕
標
準
的
な
形
は
「
イ
バ
ル
」
。
「
エ
バ
ル
」
は
方
言
的
。
類
例
に
ケ
ム
リ
（
ケ
ブ

リ
）
〔
煙
〕
、
ナ
デ
ル
（
ナ
ゼ
ル
）
〔
撫
で
る
〕
、
サ
ケ
（
シ
ャ
ケ
）
〔
鮭
〕
な
ど
。

⑦
「
ウ
サ
ギ
」
と
「
ウ
サ
ギ
」
〔
兎
〕
現
在
の
と
こ
ろ
、
ガ
行
鼻
音
が
標
準
的
だ
が
、
将
来
の
問
題
と
し
て
残
る
。
類
例
に

「
外
国
語
」
「
会
議
」
「
な
ぎ
な
た
（
薙
刀
）
」
な
ど
。

⑧
「
イ
リ
ク
チ
」
と
「
イ
リ
グ
チ
」
〔
入
り
口
〕

⑨
「
イ
イ
」
と
「
ヨ
イ
」
〔
良
い
〕

「
ユ
ク
」
〔
行
く
〕
。

類
例
を
含
め
、
清
濁
の
原
則
を
一
律
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

標
準
は
「
イ
イ
」
、
改
ま
っ
た
場
合
や
文
章
語
で
は
「
ヨ
イ
」
。
類
例
に
「
イ
ク
」
と

⑩
「
エ
ツ
ネ
ン
」
と
「
オ
ツ
ネ
ン
」
〔
越
年
〕

「
オ
ツ
ネ
ン
」
が
伝
統
的
だ
が
新
し
い
傾
向
の
「
エ
ツ
ネ
ン
」
を
標
準
と
し

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

四
七
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「
ム
ズ
カ
シ
イ
」
は
関
東
的
、
「
ム
ッ
カ
シ
イ
」
は
関
西
的
。
標
準
的
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節

「
キ
一
音
の
あ
と
に
力
行
音
が
続
く
語
例

①
だ
い
た
い
促
音
で
発
音
さ
れ
る
の
が
普
通
の
も
の
撃
剣

②
ど
ち
ら
が
優
勢
と
も
い
い
が
た
い
も
の
適
格
的
確
適
確

③
だ
い
た
い
促
音
で
な
く
発
音
さ
れ
る
の
が
普
通
の
も
の
液
化

「
ク
」
音
の
あ
と
に
力
行
音
が
続
く
語
例

①
だ
い
た
い
促
音
で
発
音
さ
れ
る
の
が
普
通
の
も
の

昨

今

借

金

食

券

俗

化

曲

話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
の
改
善
を
目
指
し
て

熱
考

属
国

悪
化卓

見
学
会築

港

着
工

画
期
的

四
七
九

学

校

却

下

逆

行

曲

解

直

下

読

解

特

急

薄

給

作

演

劇

界

劇

化

激

化

激

昂

な

ど

な
ど

石

灰

石

器

赤

血

球

石

瞼

な

ど

第
二
部
会
の
審
議

`
J
 

9

L

 前
項
日
に
述
べ
た
よ
う
に
、

期
待
し
た
が
、

と
か
ら
、

第
七
期
国
語
審
議
会
第
二
部
会
と
部
会
報
告
「
発
音
の

第
五
期
国
語
審
議
会
第
二
部
会
は
、
語
形
の

第
六
期
国
語
審
議
会
は
、

具
体
的
に
突
っ
込
ん
だ
審
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

続
く
第
七
期
国
語
審
議
会
に
お
い
て
、

が
設
置
さ
れ
、

そ
の
任
務
は

教
育
関
係
者
、
童
話
作
家
の
浜
田
広
介
、

第
二
部
会
長
を
務
め
た
池
田
弥
三
郎
も
委
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。

こ。t
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「
ゆ
れ
」

（
連
濁

に
関
す
る
継
続
審
議
を
次
期
国
語
審
議
会
に

国
語
審
議
会
の
在
り
方
や
審
議
の
結
果
の
実
施
そ
の
他
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
た
こ

第
五
四
回
総
会
（
昭
和
三
九
•
四
・
ニ
ニ
）
で
、
言
葉
の
基
準
に
つ
い
て
審
議
す
る
第
二
部
会

「
語
句
、
語
法
お
よ
び
発
音
等
に
つ
い
て
問
題
の
あ
る
も
の
を
検
討
し
、
そ
の
標
準
的
な
形
を
考
え
る

こ
と
」
と
さ
れ
た
。
第
二
部
会
は
―
二
名
（
途
中
一
名
交
代
）
、
う
ち
報
道
関
係
者
は
二
名
、
金
田
一
春
彦
や
熊
沢
龍
な
ど
国
語
・
国
語

小
説
家
の
平
林
た
い
子
な
ど
言
葉
に
か
か
わ
る
多
様
な
分
野
の
委
員
が
入
り
、

部
会
長
は
古
賀
逸
策
（
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
参
与
）
が
務
め

同
部
会
は
、
過
去
の
国
語
審
議
会
や
国
立
国
語
研
究
所
関
係
の
資
料
等
を
検
討
す
る
中
で
、
具
体
的
な
審
議
事
項
と
し
て
、
第
五

期
国
語
審
議
会
の
審
議
で
継
続
審
議
の
希
望
が
あ
っ
た
「
語
形
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
語
形
の
ゆ
れ
に
も

表
記
の
ゆ
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
ゆ
れ
等
、
種
々
あ
る
中
で
、
発
音
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
発
音

の
ゆ
れ
の
問
題
が
、
前
期
（
第
六
期
）
第
三
部
会
の
報
告
「
こ
れ
か
ら
改
善
を
は
か
る
必
要
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
」
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
諸
問
題
と
も
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

さ
ら
に
、
発
音
の
ゆ
れ
に
も
、
ア
イ
ソ
か
ア
イ
ソ
ー
か
〔
愛
想
〕
（
長
音
・
短
音
）
、
タ
ニ
ゾ
コ
か
タ
ニ
ソ
コ
か
〔
谷
底
〕

す
る
か
、
し
な
い
か
）
、
ジ
ッ
パ
か
ジ
ュ
ッ
パ
か
〔
十
羽
〕
（
直
音
・
拗
音
）
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
中
で
、
テ
キ
カ
ク
か
テ
ッ
カ

ク
か
（
的
確
）
に
代
表
さ
れ
る
ゆ
れ
、
す
な
わ
ち
、
「
末
尾
に
「
キ
」
あ
る
い
は
「
ク
」
の
音
を
持
つ
構
成
要
素
の
あ
と
に
、
力
行

音
で
は
じ
ま
る
音
を
も
つ
構
成
要
素
が
接
続
し
て
で
き
た
熟
語
に
お
い
て
、
そ
の
熟
し
た
箇
所
を
促
音
化
し
て
発
音
す
る
の
か
、
促

音
化
せ
ず
に
発
音
す
る
の
か
」
の
問
題
に
絞
っ
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
ゆ
れ
が
仮
名
表
記
の
ゆ
れ
を
伴
っ
て
い
る

点
や
、
教
育
的
見
地
か
ら
見
て
、
こ
の
問
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
語
例
を
諸
資
料
か
ら
四

0
0
語
近
く
集
め
、
そ
の
中
で
も
特
に
ゆ
れ
が
激
し
い
と
思
わ
れ
る

数
十
語
に
つ
い
て
は
、
約
二

0
種
の
辞
書
（
国
語
辞
典
・
漢
和
辞
典
・
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
・
和
英
辞
典
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
を
ど

の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
も
の
を
参
考
と
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
標
準
的
と
見
ら
れ
る
発
音
を
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
、
そ
の
語
の
一
般
社
会
に
お
け
る
使
用
の
度
合
い
・
分
野
、
改
ま
っ
た
場
合
の
発
音
か
自
然
な
発
音
か
、
口
頭
語
的
な
発

音
か
文
章
語
的
な
発
音
か
な
ど
、
種
々
の
観
点
か
ら
慎
重
な
検
討
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
語
を
次
の
よ
う
に
三
通
り
の
型
（
①
＼
③
）

に
振
り
分
け
た
（
語
例
は
適
宜
省
略
し
て
示
す
）
。

（
電
光
）
石
火

第
五
期
に

刻
々

百
箇
日

「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」

四
七
八



第一

0
節

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
審
議
と
建
議

第
四
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
三
一
•
―
二
＼
三
三
・
一
―
)
は
、
第
三
七
回
総
会
（
昭
和
三
三
・
一
―
•
一
八
）
で
正
書
法
部
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
を
審
議
し
た
上
で
議
決
し
、
こ
れ
を
同
日
付
け
で
文
部
大
臣
あ
て
建
議
し
た
。
こ
れ
が
後
に
、
昭
和
三

四
年
七
月
―
一
日
、
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
内
閣
告
示
・
訓
令
）
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
内
閣
告
示
・
訓
令
は
、
昭
和
四
八
年
に

改
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
こ
れ
が
送
り
が
な
の
つ
け
方
の
標
準
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
内
閣

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
建
議
へ
の
経
緯

第
一

0
節

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」

の
審
議
と
建
議

四
八

②
ど
ち
ら
が
優
勢
と
も
い
い
が
た
い
も
の
悪
感
情

③
だ
い
た
い
促
音
で
な
く
発
音
さ
れ
る
の
が
普
通
の
も
の

口
部
会
報
告
「
発
音
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」

第
二
部
会
報
告
は
、
発
音
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
の
解
説
と
、
右
の
三
分
類
の
ま
と
め
と
か
ら
成
り
、
第
七
期
最
終
の
第
五
七
回
総
会

（
昭
和
四
O・

―
ニ
・
九
）
で
古
賀
部
会
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
部
会
報
告
は
、
次
の
見
解
表
明
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

発
音
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
審
議
し
て
き
た
過
程
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

①
発
音
の
ゆ
れ
て
い
る
語
は
意
外
に
多
く
、
こ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
お
い
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
何
ら
か
の
基
準
を
求

め
、
統
一
の
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

②
発
音
に
つ
い
て
一
般
社
会
の
関
心
を
高
め
、
国
民
全
体
の
認
識
を
深
め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

③
そ
れ
が
た
め
に
は
、
教
育
上
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
施
策
を
た
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④
発
音
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き
続
き
審
議
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

昭
和
二
五
年
の
「
国
語
問
題
要
領
」
か
ら
同
四

0
年
の
「
発
音
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
ま
で
、
国
語
審
議
会
は
話
し
言
葉
・
書

き
言
葉
両
領
域
に
わ
た
る
国
語
の
改
善
へ
の
意
志
を
持
続
し
、
様
々
な
面
で
の
整
理
・
統
一
（
標
準
化
）
を
検
討
・
提
案
す
る
こ
と
を

軸
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
一
般
社
会
や
学
校
教
育
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
、
国
語
表
記
の
基
準
の
内
閣
告

示
と
は
別
に
、
例
え
ば
、
「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
」
の
よ
う
に
、
相
当
程
度
一
般
の
表
記
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
「
外
来
語
の
表
記
」
の
よ
う
に
、
新
聞
や
教
科
書
な
ど
の
分
野
で
基
準
を
定
め
る
際
に
有
力
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
た
り
、
「
こ

れ
か
ら
の
敬
語
」
の
よ
う
に
一
般
の
参
考
と
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
影
響
力
を
持
っ
た
。

右
に
引
い
た
、
「
発
音
の
「
ゆ
れ
」
に
つ
い
て
」
の
末
尾
の
見
解
表
明
か
ら
は
、
昭
和
四

0
年
の
時
点
で
も
国
語
審
議
会
が
、
音

声
言
語
領
域
を
含
む
国
民
の
言
語
生
活
の
改
善
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
昭
和
四
一

年
以
降
、
平
成
三
年
の
答
申
「
外
来
語
の
表
記
」
ま
で
の
二
五
年
間
、
国
語
審
議
会
は
文
部
大
臣
の
諮
問
「
国
語
施
策
の
改
善
の
具

体
策
に
つ
い
て
」
に
応
じ
、
戦
後
の
国
語
表
記
に
関
す
る
施
策
を
見
直
し
、
目
安
・
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
表
記
の
基
準
を
作
り
上

げ
る
仕
事
に
ほ
ぼ
絞
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

七
国
語
の
全
般
的
な
改
善
か
ら
、
新
た
な
表
記
基
準
策
定
の
時
代
へ

復
刊

ど
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第
一
〇
節

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
審
議
と
建
議

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
内
閣
告
示
・
訓
令
）
の
内
容

告
示
・
訓
令
）
が
ま
と
ま
る
ま
で
の
経
緯
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
四
期
国
語
審
議
会
に
は
、

審
議
会
が
設
け
ら
れ
、

こ。f
 

議
内
容
と
経
緯
に
つ
き
、

政
策
実
施
等
の
小
委
員
会
の
ほ
か
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
取
り
上
げ
調
査
研
究
し
た
。
送
り
仮
名
の
付
け
方
は
、

『
国
語
審
議
会
報
告
書
4
』
（
文
部
省
、
昭
和
三
五
）
中
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
三
五
回
総
会
（
昭
和
三
ニ
・
一
・
ニ
―
)
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
正
書
法
部
会
は
、

討
議
し
、

題
、
当
用
漢
字
音
訓
表
の
適
用
の
問
題
、

た
が
、

つ
い
で
審
議
す
る
事
項
と
し
て
、
送
り
仮
名
の
問
題
、

け
っ
き
ょ
く
送
り
が
な
が
各
方
面
で
さ
ま
ざ
ま
に
行
な
わ
れ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
送
り
が
な
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
審
議
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

審
議
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、

常
使
わ
れ
る
語
で
送
り
が
な
の
関
係
の
あ
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
広
く
集
め
、

い
っ
た
。
こ
の
際
、

り
上
げ
た
。

審
議
の
結
果
を
ま
と
め
て
、

添
え
て
、

あ
て

固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
し
た
が
、

第
三
七
回
総
会

「
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」

文
部
大
臣
灘
尾
弘
吉
殿

と
あ
る
。
そ
の
建
議
を
引
用
す
る
（
本
文
は
、
横
書
き
）
。

国
語
審
議
会
会
長
土
岐
善
麿

（
昭
和
―
―
―
―
―
―
•
一
―
•
一
八
）

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

当
用
漠
字
の
部
首
整
理
の
問
題
、

明
治
以
来
の
主
要
な
送
り
が
な
法
の
条
項
を
整
理
し
、

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」

に
つ
い
て
」

（案）

を
建
議
し
た
。

正
書
法
部
会
、

に
提
出
し
た
。

話
し
言
葉
部
会
、

正
書
法
部
会
の
調
査
審
議
の
ま
と
め
に
、

ま
ず
国
語
問
題
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て

当
用
漢
字
補
正
案
の
問
題
、

固
有
名
詞
の
問
題
な
ど
、

そ
の
一
語
一
語
に
つ
い
て
送
り
が
な
を
決
め
て

専
門
用
語
な
ど
で
日
常
普
通
に
使
わ
れ
る
も
の
は
取

に
参
考
資
料
と
し
て

総
会
は
、

及
び
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科

正
書
法
部
会
で
取
り
上
げ
ら
れ

二
六
回
に
わ
た
る
部
会
で
の
審

現
代
か
な
づ
か
い
の
適
用
の
問

い
ろ
い
ろ
な
間
題
が
出

こ
れ
を
正
書
法
の
立
場
か
ら

こ
れ
の
検
討
と
平
行
し
て
、
日

「
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」

こ
れ
を
議
決
し
、

昭
和
三
三
年
―
一
月
一
八
日

用
例
集
」
を

同
日
付
け
で
文
部
大
臣

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
に
つ
い
て
（
建
議
）

国
語
審
議
会
は
、
国
語
表
記
の
う
え
で
送
り
が
な
が
さ
ま
ざ
ま
に
行
な
わ
れ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
そ
の
つ
け
方
の
よ

り
ど
こ
ろ
を
定
め
る
必
要
を
認
め
た
の
で
、
正
書
法
部
会
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
審
議
し
た
結
果
、
昭
和
三
三
年
―
一
月
一
八

日
第
三
七
回
総
会
で
別
冊
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
を
議
決
し
ま
し
た
。

社
会
の
各
方
面
に
お
け
る
送
り
が
な
を
急
速
に
整
理
統
一
す
る
こ
と
は
、
送
り
が
な
と
い
う
も
の
の
性
質
上
き
わ
め
て
困
難

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
適
当
な
処
置
を
と
ら
れ

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
建
議
）
は
、
そ
の
構
成
な
ど
大
綱
的
に
は
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
内
閣
告
示
・
訓
令
）
と
し
て
実
施
に

移
さ
れ
た
。
内
容
上
、
一
部
に
手
が
加
わ
り
修
正
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」

（
内
閣
告
示
・
訓
令
）
に
つ
き
見
て
い
く
。

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
内
閣
告
示
）
の
「
ま
え
が
き
」
を
ま
ず
引
用
す
る
（
原
文
は
、
横
書
き
）
。

四
八
三

四
八



第
一

0
節

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
審
議
と
建
議

こ
の
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
は
、
現
代
口
語
文
を
書
く
場
合
の
送
り
が
な
の
つ
け
方
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
し
た
も
の
で

こ
の
「
送
り
が
な
」
は
、

①
活
用
語
お
よ
び
こ
れ
を
含
む
語
は
、
そ
の
活
用
語
の
語
尾
を
送
る
。

②
な
る
べ
く
誤
読
・
難
読
の
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
慣
用
が
固
定
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
に
従
う
。

の
3
か
条
を
方
針
と
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

3

こ
の
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
通
則
は
、
便
宜
上
、
品
詞
別
に
配
列
し
た
。

な
お
、
用
例
は
、
送
り
が
な
の
つ
け
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
語
を
書
く
の
に
漢
字
を
用
い
る
か
ど
う
か
を
示

す
も
の
で
は
な
い
。

本
文
は
、
以
下
の
二
六
通
則
か
ら
成
る
。
そ
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
1

動
詞
（
通
則
1
¥
6
)

第
2

形
容
詞
（
通
則
7
¥
l
l
)

形
容
動
詞
（
通
則
1
2
¥
1
5
)

名
詞
（
通
則
1
6
8
2
1
)

代
名
詞
（
通
則
22)

副
詞
（
通
則
2
3
S
2
6
)

以
下
、
品
詞
ご
と
に
通
則
を
見
て
い
く
。

ま
ず
、
「
第
1

動
詞
」
に
つ
い
て
、
「
通
則
1

動
詞
は
、
活
用
語
尾
を
送
る
。
」
と
あ
る
の
は
、
大
原
則
を
立
て
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
即
し
、
「
通
則
2

活
用
し
な
い
部
分
に
他
の
動
詞
の
活
用
形
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
動
詞
は
、
含
ま
れ

て
い
る
動
詞
の
送
り
が
な
に
よ
っ
て
送
る
。
」
と
あ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
派
生
・
対
応
の
関
係
に
あ
る
動
詞
に
つ
き
別
の
原
則
を
立

て
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
通
則
2
」
の
用
例
中
の
語
「
浮
か
ぶ
（
浮
く
）
」
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
「
浮
が
ぶ
」
の
不
活
用
語
尾

「
か
」
か
ら
送
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
「
浮
か
ぶ
」
が
「
浮
く
」
と
派
生
・
対
応
の
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
「
通
則
1
」

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
れ
ば
「
浮
ぶ
」
と
送
り
仮
名
を
付
け
れ
ば
済
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
「
通
則
2
」
に
は
、
建
議
で
は
但
し
書

き
が
付
い
て
い
た
。
そ
れ
を
引
用
す
る
と
、
「
た
だ
し
、
次
の
語
は
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
語
尾
を
送
ら
な
い
。
」
と
し
て
「
押
え
る

（
押
す
）
、
捕
え
る
（
捕
る
）
」
の
二
語
を
挙
げ
て
あ
る
の
だ
が
、
内
閣
告
示
・
訓
令
で
は
こ
の
但
し
書
き
を
削
除
し
て
あ
り
、
い
わ

ば
例
外
を
設
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
「
押
え
る
、
捕
え
る
」
に
つ
い
て
は
、
「
押
す
、
捕
る
」
と
関
係
付
け
れ
ば
、
「
通
則
2
」
に
繰

り
入
れ
「
押
さ
え
る
、
捕
ら
え
る
」
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
う
せ
ず
、
「
考
え
る
」
と
同
じ
に
通
則
1
を
適
用
す
る
語
と
し

て
扱
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

動
詞
に
関
す
る
も
の
の
う
ち
「
通
則
6
」

び
つ
い
た
動
詞
は
、

い
て
い
た
。

は
複
合
動
詞
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
閣
告
示
・
訓
令
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
動
詞
の
送
り
が
な
に
よ
っ
て
送
る
。
」

そ
れ
は
、

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
建
議
で
は
但
し
書
き
が
付

「
た
だ
し
、
誤
読
・
難
読
の
お
そ
れ
の
な
い
も
の
は
、

も
よ
い
。
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
語
例
と
し
て

に
各
省
庁
の
関
係
官
か
ら
成
る
編
集
協
議
会
で
作
成
し
た

「
打
ち
切
る

四
八
五

「
動
詞
と
動
詞
と
が
結

か
っ
こ
の
中
に
示
し
た
よ
う
に
送
り
が
な
を
省
い
て

（
打
切
る
）

差

LI上
げ
る

（
差
上
げ
る
）

取
り
扱
う

（
取
扱
う
）
…
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
れ
が
内
閣
告
示
・
訓
令
で
削
除
さ
れ
た
理
由
は
、
法
令
・
公
用
文
書
で
は
昭
和
ニ
―
年

「
公
文
用
語
の
手
び
き
」
が
次
官
会
議
を
経
て
、

閣
議
報
告
後
、
各
省
庁

第
6

第
4

第

5
第
3

2
 あ

る
。

ー
ま
え
が
き
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に
述
べ
た
上
で
、
語
例
と
し
て
「
山
春
桜
…
」
と
「
扇
頂
帯
…
」
な
ど
を
挙
げ
た
。
内
閣
告
示
・
訓
令
で
は
、
こ
の
う
ち

の
「
山
春
桜
…
」
な
ど
本
来
の
名
詞
は
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
こ
と
に
つ
き
問
題
は
な
い
と
判
断
し
て
省
き
、
か
つ
活
用
語
か

ら
の
転
成
名
詞
に
つ
い
て
の
括
弧
内
の
説
明
も
省
く
意
見
も
あ
り
、
単
に
「
通
則
16

名
詞
は
、
送
り
が
な
を
つ
け
な
い
。
」
と

し
、
語
例
も
「
頂
帯
趣
畳
隣
」
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
た
。

「
通
則
1
7
」
中
「
但
し
書
き
②
」
の
「
慣
用
が
固
定
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
次
の
語
は
、
送
り
が
な
を
つ
け
な
く
て
も
よ

い

。

」

と

し

て

語

例

「

卸

組

恋

志

次

富

恥

話

光

舞

巻

雇

」

を

挙

げ

て

い

る

。

こ

れ

は

例

え

ば

「

A
の

組、

B
の
組
…
」
な
ど
一
ま
と
ま
り
の
も
の
に
つ
き
「
組
」
と
書
い
て
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
慣
用
が
固
定
し
て
い
る
と
判
断
し
た

も
の
で
あ
る
。
「
巻
の
一
、
巻
の
二
…
」
な
ど
と
言
う
の
も
慣
用
、
固
定
と
し
て
判
断
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
語
に
つ
い
て
も
、
日

常
生
活
の
中
で
は
例
え
ば
、
「
組
み
に
な
っ
て
遊
ぶ
」
「
巻
き
が
ゆ
る
い
」
な
ど
の
よ
う
な
場
合
は
、
動
詞
の
名
詞
形
を
考
え
て
送
り

仮
名
を
送
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
通
則
1
7
、
但
し
書
き
②
」
は
「
…
送
り
が
な
を
つ
け
な
く
て
も
よ
い
。
」
と
い

う
表
現
に
よ
り
、
適
用
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
て
い
る
。

「
通
則
1
8
」
に
つ
い
て
は
、
建
議
で
は
「
語
幹
の
一
部
か
ら
送
る
形
容
詞
の
語
幹
に
「
さ
」
「
み
」
「
げ
」
な
ど
が
つ
い
て
名
詞
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
、
語
幹
の
そ
の
部
分
を
送
る
。
」
と
あ
り
、
形
容
詞
に
つ
い
て
の
み
の
通
則
と
し
て
あ
っ
た
。
内
閣
告
示
・
訓

令
で
は
、
形
容
動
詞
の
用
例
も
あ
る
の
で
「
形
容
詞
、
形
容
動
詞
の
語
幹
に
「
さ
」
「
み
」
「
げ
」
な
ど
が
つ
い
て
名
詞
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
、
そ
の
形
容
詞
、
形
容
動
詞
の
送
り
が
な
に
よ
っ
て
送
る
。
」
と
し
た
。
＼
そ
し
て
語
例
に
形
容
動
詞
か
ら
の
も
の
と
し
て

「
確
か
さ
」
を
加
え
、
挙
げ
て
い
る
。

「
通
則
19
」
は
活
用
語
を
含
む
複
合
名
詞
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
但
し
書
き
に
つ
い
て
は
、
建
議
が
そ
の
ま
ま

生
か
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
た
だ
し
、
誤
読
・
難
読
の
お
そ
れ
の
な
い
も
の
は
、
か
っ
こ
の
中
に
示
し
た
よ
う
に
送
り
が
な

に
通
達
さ
れ
て
以
来
、
複
合
動
詞
の
前
部
分
の
動
詞
の
送
り
仮
名
は
省
か
な
い
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
動
詞
の
送
り
仮
名
を
送
る
こ

と
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
但
し
書
き
」
は
付
け
な
い
と
い
う
修
正
意
見
が
強
く
出
た
結
果
、
そ
れ
に
従
い
省
く
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
日
常
生
活
で
は
手
紙
な
ど
短
く
書
く
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
の
但
し
書
き
に
代
え
、
こ
の
通
則
6
の
後
で
は
な

く
、
全
体
の
末
尾
に
〔
注
意
〕
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
〔
注
意
〕
」
動
詞
と
動
詞
と
が
結
び
つ
い
た
動
詞
に
つ
い

て
は
、
特
に
短
く
書
き
表
わ
す
必
要
の
あ
る
場
合
、
「
打
（
ち
）
切
る
」
「
繰
（
り
）
返
す
」
「
差
（
し
）
上
げ
る
」
の
よ
う
に
、

か
っ
こ
中
の
送
り
が
な
を
省
い
て
も
よ
い
。
」
と
あ
る
。

「第
2

形
容
詞
」
の
箇
所
中
、
「
通
則
9

活
用
し
な
い
部
分
に
動
詞
の
活
用
形
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
形
容
詞

は
、
そ
の
動
詞
の
送
り
が
な
に
よ
っ
て
送
る
。
」
と
あ
り
、
そ
の
語
例
は
「
勇
釦
し
い
輝
が
し
い
頼
割
し
い
喜
ば
し
い
恐

01し
い
」
が
挙
げ
て
あ
る
。
こ
れ
に
も
建
議
に
は
但
し
書
き
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
た
だ
し
、
次
の
語
は
、
含
ま
れ
て
い
る
も
の

の
語
尾
は
送
ら
な
い
。
」
と
し
て
「
荒
い
悔
し
い
恋
し
い
」
の
三
語
が
挙
げ
て
あ
っ
た
。
こ
の
但
し
書
き
が
内
閣
告
示
・
訓
令

で
省
か
れ
た
の
は
、
「
荒
い
、
悔
し
い
」
等
は
「
荒
れ
る
、
悔
い
る
」
等
と
関
連
付
け
て
解
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
方
を

と
っ
た
た
め
で
あ
る
。

次
に
「
第
3
形
容
動
詞
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
形
容
動
詞
の
性
格
に
関
し
て
は
様
々
の
議
論
も
あ
り
、
ま
た
活
用
語
尾
の

「
だ
」
は
指
定
（
断
定
）
の
助
動
詞
「
だ
」
と
ま
ぎ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
意
見
も
出
た
こ
と
か
ら
、
内
閣
告
示
・
訓
令
で
の
語

例
は
終
止
形
「
だ
」
に
加
え
「
連
体
形
「
な
」
を
添
え
て
示
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
通
則
12

形
容
動
詞
は
、
活
用
語
尾
を
送

る
。
」
と
し
た
上
で
示
し
た
語
例
は
「
急
芍
（
な
）
別
氾
（
創
）
適
切
だ
（
な
）
積
極
的
芍
（
創
）
」
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

「第
4

名
詞
」
に
つ
い
て
。
ま
ず
「
通
則
16
」
は
、
名
詞
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
考
え
方
を
明
確
に
す
る
た

め
に
建
議
で
は
「
名
詞
（
活
用
語
か
ら
転
じ
た
と
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
名
詞
を
含
む
。
）
は
、
送
り
が
な
を
つ
け
な
い
。
」
の
よ
う
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」
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審
議
と
建
議

四
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接
続
詞
に
関
し
て
は
一
般
的
に
仮
名
書
き
す
る
慣
習
も
あ
り
、
法
令
・
公
用
文
書
で
は
漢
字
書
き
す
る
の
は
「
及
び
並
び
に

又
は
若
し
く
は
」
の
四
語
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
取
り
上
げ
る
ま
で
も
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
通
則
23

副
詞
は
、
最
後
の
音
節
を
送
る
。
」
と
し
て
、
建
議
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
内
閣
告
示
・
訓
令
で
も
語
例
「
必
ザ
少

LI
再
閃
全
り
最
糾
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
但
し
書
き
を
加
え
、
「
た
だ
し
、
次
の
語
は
、
そ
の
前
の
音
節
か
ら
送
る
。
」

と
あ
る
の
だ
が
、
建
議
で
は
「
直
ち
に
」
の
一
語
の
み
を
掲
げ
て
い
た
が
、
内
閣
告
示
・
訓
令
で
は
「
大
叶
に
」
を
加
え
て
い
る
。

こ
れ
は
「
通
則
26
」
中
の
語
例
と
し
て
掲
げ
て
あ
っ
た
も
の
を
移
し
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
入
れ
た
方
が
分
か
り
や
す
い

と
い
う
判
断
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
〔
注
意
〕
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
内
閣
告
示
・
訓
令
の
も
の
を
次
に
引
用
す
る
。

〔
注
意
〕

動
詞
と
動
詞
と
が
結
び
つ
い
た
動
詞
に
つ
い
て
は
、
特
に
短
く
書
き
表
わ
す
必
要
の
あ
る
場
合
、
「
打
（
ち
）
切
る
」
「
繰

（
り
）
返
す
」
「
差
（
し
）
上
げ
る
」
の
よ
う
に
、
か
っ
こ
の
中
の
送
り
が
な
を
省
い
て
よ
い
。

表
に
記
入
し
た
り
記
号
的
に
用
い
た
り
す
る
場
合
に
は
、
「
晴
（
れ
）
」
「
曇
（
り
）
」
「
問
（
い
）
」
「
答
（
え
）
」
「
終
（
わ

り
）
」
「
生
（
ま
れ
）
」
「
押
（
す
）
」
の
よ
う
に
、
か
っ
こ
の
中
の
送
り
が
な
を
省
い
て
も
よ
い
。

こ
の
二
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
前
の
段
落
に
つ
い
て
は
、
「
通
則
6
」
の
箇
所
で
取
り
上
げ
て
説
明
し
た
。
後
の
段
落
に
つ
い
て

は
、
記
号
的
に
用
い
る
も
の
に
つ
い
て
取
り
立
て
て
注
意
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
通
則
1
8
2
6
」
に
わ
た
り
、
建
議
と
内
閣
告
示
・
訓
令
と
を
比
べ
な
が
ら
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
に
つ
い
て
の
概
要

内
閣
告
示
・
訓
令
の
「
第
6

副
詞
」
は
、
建
議
で
は
「
第
6

副
詞
・
接
続
詞
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
接
続
詞
を
外
し
た

も
の
で
あ
る
。

を
省
い
て
も
よ
い
。
」
と
し
て
、
語
例
「
帯
止
め
（
帯
止
）
気
持
ち
（
気
持
）
封
切
り
（
封
切
）
編
み
物
（
編
物
）

身
（
受
身
）
打
ち
切
り
（
打
切
り
）
申
し
込
み
（
申
込
み
）
取
り
締
ま
り
（
取
締
り
）
果
た
し
合
い
（
果
し
合
い
）

ち
合
わ
せ
会
（
打
合
せ
会
）
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
用
語
を
含
む
複
合
名
詞
に
つ
い
て
は
、
法
令
・
公
用
文
書
で

も
送
り
仮
名
を
省
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
内
閣
告
示
・
訓
令
と
し
て
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
「
通
則

6
」
に
お
け
る
複
合
動
詞
の
場
合
と
は
扱
い
方
が
別
で
あ
る
。

「
通
則
20
」
は
、
具
体
的
な
語
例
が
五

0
語
以
上
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
全
く
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
慣
用
が
固
定
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
複
合
名
詞
は
相
当
に
数
が
多
い
。
日
常
生
活
に
密
接
し
て
か
か
わ
り
の
あ
る
「
献
立
、
座
敷
」
と
か
、
「
切
手
、
切

符
、
書
留
、
踏
切
」
と
か
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
経
済
用
語
「
繰
越
金
、
積
立
金
」
と
か
、
こ
れ
ら
は
頻
度
高
く
使
わ
れ
る
、
見
慣

れ
使
い
慣
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
類
の
言
葉
は
、
様
々
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
言
葉
は
、
限
定

的
に
列
挙
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
方
の
例
示
を
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
閣
告
示
・
訓
令
で
は
、
建
議
に
は
な
か
っ

た
「
原
則
と
し
て
」
と
い
う
条
件
を
入
れ
、
こ
の
通
例
の
適
用
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
て
い
る
。

「第
5

代
名
詞
」
は
、
「
通
則
22
」
の
み
で
あ
る
が
、
建
議
に
は
〔
備
考
〕
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
〔
備
考
〕
代
名

詞
は
な
る
べ
く
か
な
が
き
に
す
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
断
り
は
、
国
語
の
文
章
（
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
）
中
に
、
ど
の
語
は

漢
字
で
書
き
、
ど
の
語
は
仮
名
で
書
き
、
ど
の
語
は
漢
字
と
仮
名
と
を
交
ぜ
て
書
く
か
な
ど
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
正
書
法
の
問
題
と

も
か
か
わ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
通
則
22
」
だ
け
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
、
こ
の
〔
備
考
〕
は
内
閣
告
示
・

訓
令
で
は
は
ず
し
た
。
そ
し
て
、
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
冒
頭
の
「
ま
え
が
き
」
中
に
、
な
お
書
き
と
し
て
「
な

お
、
用
例
は
、
送
り
が
な
の
つ
け
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
語
を
書
く
の
に
漢
字
を
用
い
る
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
は

な
い
。
」
と
説
明
さ
れ
た
。

打
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ま
ず
「
通
則
1

し
た
の
で
あ
る
。

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
審
議
と
建
議

四
九

動
詞
は
、
活
用
語
尾
を
送
る
。
」
と
い
う
原
則
を
立
て
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
但
し
書
き
が
付
き
、
「
た
だ
し
、

り
上
げ
る
。

送
り
が
な
を
つ
け
な
い
慣
用
の
固
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
常
使
用
度
の
高
い
も
の
、
専
門
用
語
等
に
多
く
み
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
語
を
除
い
た
送
り
が
な
の
必
ず
し
も
確
定
し
て
い
な
い
複
合
名
詞
は
、
通
則
1
9
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
と

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
複
合
名
詞
の
語
を
出
来
る
だ
け
多
く
集
め
た
上
で
、
分
類
整
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。

公
用
文

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
建
議
）
を
、
内
閣
告
示
・
訓
令
と
す
る
た
め
に
は
、
各
省
庁
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
修
正
を
加
え
た
上

で
、
次
官
会
議
お
よ
び
閣
議
に
懸
け
ら
れ
る
に
当
た
り
、
「
『
送
り
が
な
の
つ
け
方
』
用
例
集
」
が
添
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
送
り
が

な
に
つ
い
て
基
本
的
と
認
め
ら
れ
る
語
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
則
の
「
省
い
て
も
よ

い
。
」
と
い
う
形
は
示
し
て
い
な
り
。
こ
の
用
例
集
は
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
が
内
閣
告
示
・
訓
令
さ
れ
た
後
に
、
『
文
部
省

用
文
の
書
式
と
文
例
』
（
昭
和
三
四
•
―
-
）
中
に
「
文
部
省
送
り
が
な
用
例
集
」
と
し
て
収
め
ら
れ
た
。

第
四
期
国
語
審
議
会
の
議
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
建
議
、
昭
和
三
三
・
一
―
)
が
若
干
の
修
正
を
施
し
た
上

し
て
公
布
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
。

で
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
内
閣
告
示
・
訓
令
、
昭
和
三
四
・
七
）
と

こ
こ
で
は
各
通
則
に
お
い
て
個
々
の
語
の
標
準
と
す
る
形
、
語
形
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
決
め
た
の
か
に
つ
い
て
、
数
例
を
取

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
そ
れ
ぞ
れ
の
通
則
で
の
語

公

を
考
慮
し
て
通
則
1
9
の
た
だ
し
書
き
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
通
則
2
0
に
属
す
る
も
の
は
、
ど
の
方
面
に
お
い
て
も

送
ら
な
い
慣
用
の
固
定
し
て
い
る
も
の
は
通
則
2
0
を
立
て
て
処
理
し
、

確
定
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
送
り
が
な
の
傾
向

属
す
る
語
は
、

そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
数
に
上
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
送
り
が
な
を
送
る
傾
向
の
も
の
は
、
通
則
1
9
と
し
て
処
理
し
、

定
し
て
い
る
も
の
、
送
る
か
送
ら
な
い
か
決
定
し
て
い
な
い
そ
の
中
間
に
属
す
る
も
の
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の

3
類
に

活
用
語
を
含
む
複
合
名
詞
に
つ
い
て
は
、

こ
の
類
は
大
き
く
わ
け
て
送
り
が
な
を
送
る
傾
向
の
も
の
、
送
ら
な
い
慣
用
の
固

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
一
っ
と
し
て
、

複
合
名
詞
に
つ
い
て
の
説
明
を
見
て
み
る
。

な
ど
と
、
法
則
的
に
一
貫
す
る
よ
う
に
し
つ
つ
、
許
容
の
範
囲
を
見
定
め
た
り
例
外
に
相
当
す
る
も
の
を
処
理
し
た
り
し
て
い
る
。

6
の
た
だ
し
書
き
は
、

末
尾
の

〔
注
意
〕

に
移
し
た
。

よ
び
、
通
則
7
の
本
則
を
適
用
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
で
、

そ
の
た
だ
し
書
き
を
削
除
し
た
。

ま
た
、

通
則

的
に
一
貰
す
る
と
と
も
に
、

る
。
し
か
し
、
通
則
2
、
お
よ
び
、
通
則
9
の
た
だ
し
書
き
に
掲
げ
た
語
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
通
則

1
、
お

た
だ
し
書
き
を
つ
け
て
、

そ
の
適
用
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

一
の
困
難
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
て
、

現
実
に
実
行
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
通
則
に
よ
っ
て
法
則

そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
に
よ
り
、
ま
た
人
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
り
、
必
ず
し
も
一
致
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
に
送
り
が
な
統

国
語
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

特
に
語
の
働
き
や
し
く
み
に
対
す
る
意
識
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。

し
か
も
、

J

の
意
識
は
、

『
国
語
問
題
問
答
第
7
集
（
送
り
が
な
の
つ
け
方
特
集
）
』
（
文
部
省
、
「
国
語
シ
リ
ー
ズ
」
四
四
、
昭
和
三
五
）
か
ら
、

引
用
す
る
。

だ
ろ
う
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る
が
、
世
間
一
般
に
慣
用
と
し
て
固
定
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
拾
い
上
げ
る
必

要
も
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、
整
理
し
て
仕
上
げ
る
に
当
た
っ
て
は
、
か
な
り
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
き
、

を
見
て
き
た
。
こ
れ
を
通
し
て
見
る
と
、

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

例
外
は
な
る
べ
く
少
な
く
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
し
、
法
則
的
に
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き

四
九
〇
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方
」
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と
建
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次
の
語
は
、
活
用
語
尾
の
前
の
音
節
か
ら
送
る
。
」
と
し
て
語
例
「
表
ザ
す
…
行
な
う
…
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て

で
あ
る
。
「
表
割
す
」
は
五
段
活
用
の
動
詞
で
あ
る
か
ら
原
則
を
適
用
す
れ
ば
「
表
す
」
と
い
う
語
形
を
標
準
的
な
表
記
と
し
て
掲

げ
れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
「
…
の
意
を
表
す
。
」
と
い
う
よ
う
な
文
の
場
合
に
は
、
そ
の
読
み
は
「
ア

ラ
ワ
ス
」
と
も
「
ヒ
ョ
ウ
ス
」
と
も
ど
ち
ら
と
も
と
れ
、
決
め
が
た
い
。
そ
こ
で
、
読
み
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
「
表
わ

す
」
と
表
記
し
、
不
活
用
語
尾
「
わ
」
を
書
き
表
わ
す
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
な
の
が
「
著

blす
」
で
あ
る
。
ま

た
、
「
行
創
う
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
も
五
段
活
用
の
動
詞
で
あ
る
か
ら
原
則
を
適
用
す
れ
ば
「
行
う
」
と
い
う
語
形
を
標
準
的
な
表

記
と
し
て
掲
げ
れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
語
の
活
用
形
の
う
ち
、
例
え
ば
「
昨
日
行
っ
た
音
楽
会
」
の
「
行
っ
た
」
（
「
行
っ
」

と
い
う
連
用
形
）
は
「
イ
ッ
タ
」
な
の
か
「
オ
コ
ナ
ッ
タ
」
な
の
か
、
ど
ち
ら
に
も
読
め
る
。
そ
こ
で
こ
れ
も
誤
読
を
避
け
、
読
み

を
確
定
す
る
た
め
に
不
活
用
語
尾
「
な
」
を
送
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
例
が
「
断
割
る
」
に
も
見
ら
れ
る
。

「
断
っ
て
し
ま
う
」
の
「
断
っ
て
」
は
「
コ
ト
ワ
ッ
テ
」
と
も
「
タ
ッ
テ
」
と
も
読
め
る
。
そ
こ
で
こ
れ
も
不
活
用
語
尾
「
わ
」
を

送
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
通
則
2
活
用
し
な
い
部
分
に
他
の
動
詞
の
活
用
形
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
動
詞
は
、
含
ま
れ
て
い
る
動
詞
の
送

り
が
な
に
よ
っ
て
送
る
。
」
と
あ
り
、
語
例
と
し
て
「
浮
が
ぶ
（
浮
く
）
…
聞
ご
え
る
（
聞
く
）
…
起
ご
す
・
起
こ
る
（
起
き

る
）
…
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
「
通
則
2
」
も
本
来
「
通
則
1
」
が
あ
れ
ば
よ
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
語
例
中
の
「
浮
か

ぶ
」
に
つ
い
て
は
前
に
も
触
れ
た
の
で
、
「
聞
ご
え
る
」
で
見
て
み
よ
う
。
「
聞
こ
え
る
」
は
下
一
段
活
用
で
あ
る
か
ら
本
来
な
ら

「
通
則
1
」
に
従
い
「
聞
え
る
」
の
語
形
つ
ま
り
活
用
語
尾
の
み
を
送
り
仮
名
と
し
て
付
け
れ
ば
よ
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
不
活
用
語
尾
「
こ
」
か
ら
送
る
と
し
た
の
は
、
こ
の
不
活
用
語
尾
で
あ
る
「
活
用
し
な
い
部
分
」
に
「
他
の
動
詞
の
活
用
形
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
」
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
語
例
と
し
て
挙
げ
て
あ
る
「
聞
こ
え
る
（
聞
く
）
」
に
お
い
て

は
、
丸
括
弧
で
囲
ん
で
あ
る
「
（
聞
く
）
」
と
い
う
五
段
活
用
の
動
詞
の
未
然
形
の
活
用
語
尾
を
含
ん
で
い
る
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
聞
く
」
の
派
生
・
対
応
と
し
て
「
聞
こ
え
る
」
を
関
連
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
通
則
の
下
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
語
例
「
積
い
る
（
積
む
）
」
「
起
ご
す
・
起
ご
る
（
起
き
る
）
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
関
係
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「

通

則

2

」

に

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

。

．

「
通
則
5

活
用
し
な
い
部
分
に
名
詞
を
含
む
動
詞
は
、
そ
の
名
詞
の
送
り
が
な
に
よ
っ
て
送
る
。
」
と
あ
る
、
こ
の
語
例
に
は

「
黄
ば
む
春
め
く
先
ん
ず
る
横
た
わ
る
」
が
挙
げ
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
例
の
活
用
し
な
い
部
分
の
う
ち
「
黄
、
春
、
先
、

横
」
は
名
詞
で
あ
る
。
名
詞
は
「
通
則
16
」
に
よ
り
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
「
通
則
16
」
に
は
但
し
書

き
が
あ
り
、
「
た
だ
し
、
次
の
語
は
最
後
の
音
節
を
送
る
。
」
と
し
て
「
哀
糾
後

iSl
幸

叶

…

情

m…
」
な
ど
が
挙
げ
て
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
例
え
ば
＇
「
哀
れ
が
る
」
「
後
ろ
め
た
い
」
「
幸
い
す
る
」
「
情
け
な
い
」
な
ど
の
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
れ
」
「
ろ
」
「
い
」

「
け
」
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
基
づ
く
」
は
「
基
（
も
と
）
」
と
い
う
名
詞
に
活
用
の
あ
る
接
尾
語
「
つ
く
」
の
付
い

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
送
り
仮
名
の
付
け
方
は
「
基
く
」
と
は
せ
ず
「
基
づ
く
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
通
則
7
形
容
詞
は
、
活
用
語
尾
を
送
る
。
語
幹
が
「
し
」
で
終
わ
る
も
の
は
、
「
し
」
か
ら
送
る
。
」
と
あ
る
、
こ
の
形
容
詞

の
送
り
仮
名
の
原
則
は
、
文
語
の
形
容
詞
の
い
わ
ゆ
る
ク
活
用
、
シ
ク
活
用
を
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
分
か
り
や
す
い
。
こ

れ
の
但
し
書
き
の
下
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
語
例
の
う
ち
か
ら
一
、
二
を
取
り
上
げ
る
。
但
し
書
き
は
「
た
だ
し
、
次
の
語
は
、
活
用

語
尾
の
前
の
音
節
か
ら
送
る
。
」
と
あ
り
、
そ
の
語
例
は
「
明
刷
い
危
引
い
大
糾
い
少
劇
い
…
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

の
「
明
糾
い
」
は
原
則
に
従
え
ば
「
明
い
」
で
よ
い
。
こ
の
語
形
だ
と
「
ア
カ
イ
」
と
誤
っ
て
読
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
送
り

仮
名
の
付
け
方
を
「
明
か
る
い
」
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
明
け
る
」
と
の
関
係
を
配
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
も
一
案
で
あ
る
が
、
こ

の
形
に
す
る
と
、
送
り
過
ぎ
の
感
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
読
み
誤
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
「
明
る
い
」
の

四
九
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に
な
る
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形
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
次
に

「
危
引
い

よ
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は

形
容
動
詞
に
関
す
る
通
則
の
一
っ

詞
は
、

詞
「
晴
れ
る
」

「
晴
や
か
だ
」

「や」

の
活
用
形

か
ら
送
る
の
で
、
活
用
形
に

だ
」
と
送
る
の
は
、

名
詞
に
関
す
る
通
則
の
う
ち
、

則
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
但
し
書
き
に

を
付
け
な
い
形
に
し
た
ら

読
み
を
確
定
す
る
に
は
、
「
ウ
シ
ロ
」

言
う
も
の
で
あ
る
。

第
四
章

「
晴
れ
」

「ゴ、

ノ
チ
、

（
ア
ヤ
ウ
イ
）
」

「
ア
ブ
ナ
イ
」
と
誤
読
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

り
、
「
危
う
い
」
と
い
う
形
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
少
な
い
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
原
則
に
従
え
ば
「
少
い
」
の

形
に
な
る
。
こ
の
表
記
の
形
に
す
る
と
「
ス
ク
ナ
ク
ナ
イ
」
は
「
少
く
な
い
」
と
書
き
表
す
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
だ
と
「
ス
ク
ナ

イ
」
と
読
む
こ
と
も
起
こ
る
。
「
ス
ク
ナ
イ
」
を
「
少
な
い
」
と
い
う
表
記
の
形
に
す
れ
ば
、
「
ス
ク
ナ
ク
ナ
イ
」
は
「
少
な
く
な

い
」
と
書
き
表
す
こ
と
と
な
り
、
読
み
誤
ま
る
恐
れ
は
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
少
劇
い
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
通
則
1
5

そ
の
動
詞
の
送
り
が
な
に
よ
っ
て
送
る
。
」

動
詞
と
関
連
の
あ
る
形
容
動
詞
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

を
含
ん
で
い
る
の
で

の
形
と
は
し
な
い
。
ま
た
、

通
則
1
2
お
よ
び
1
3
に
よ
る
。

「
通
則
1
6

「
た
だ
し
、

ア
ト
、

の
場
合
は

に
つ
い
て
は
、

活
用
し
な
い
部
分
に
動
詞
の
活
用
形
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
形
容
動

冷
剖
や
か
だ
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、

の
語
例
「
晴
糾
や
か
だ

名
詞
は
、

…
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
の
こ
と
に
つ
き
取
り
上
げ
る
。

そ
の
一
っ

ウ
シ
ロ
」

原
則
に
従
え
ば

―
つ
目
の

「
後
ろ
」

「
危
い
」
と
い
う
送
り
仮
名
の
付
け
方
で

「
ア
ヤ
ウ
イ
」

は
不
活
用
語
尾

「
晴
れ
や
か
だ
」
に
つ
い
て
は
、

「
晴
れ
や
か
だ
」
と
す
る
。
記
号
的
に
使
う
場
合
の

「
冷
や
や
か
だ
」
に
つ
い
て
は
五
段
活
用
の
動
詞
「
冷
や
す
」
は
「
通
則
2
」
に
よ
り

「
準
ず
る
も
の
」
を
含
む
も
の
と
し
て
、
「
冷
や
や
か
だ
」
と
い
う
形
に
な
る
。

送
り
が
な
を
つ
け
な
い
。
」
と
あ
る
の
は
、

名
詞
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
原

次
の
語
は
、
最
後
の
音
節
を
送
る
。
」
と
し
て
語
例

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

も
し

「晴」

「
哀
れ

「
ろ
」
を
送
り
「
後
ろ
」
と
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
。
ま
た

四
九
四

「う」

か
ら
送

下
一
段
活
用
の
動

の
形
を
含
む

な
お
、

後
ろ
…

「
や
か

率目ナ,9
 

ヽ

「
後
」
と
し
て
送
り
仮
名

の
よ
う
に
幾
つ
も
の
読
み
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

「
情
け
」

に
つ
い
て

は
、
も
し
「
情
」
と
し
て
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
こ
と
と
し
た
ら
「
情
が
深
い
」
は
「
ナ
サ
ケ
」
と
「
ジ
ョ
ウ
」
と
二
通
り
に
読
め

る
。
そ
こ
で
読
み
を
確
定
す
る
に
は
「
情
け
」
と
「
け
」
を
送
る
こ
と
と
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

複
合
名
詞
に
関
す
る
「
通
則
1
9
」
に
つ
き
、
そ
の
但
し
書
き
に
か
か
わ
り
、
一
例
を
取
り
上
げ
る
。
「
通
則
1
9
活
用
語
を
含
む

複
合
名
詞
は
、
そ
の
活
用
語
の
送
り
が
な
に
よ
っ
て
送
る
。
」
と
あ
り
、
続
い
て
「
た
だ
し
、
誤
読
・
難
読
の
お
そ
れ
の
な
い
も
の

は
、
か
っ
こ
の
中
に
示
し
た
よ
う
に
送
り
が
な
を
省
い
て
も
よ
い
。
」
と
あ
る
。
こ
の
但
し
書
き
中
の
語
例
「
打
ち
合
わ
せ
会
（
打

合
せ
会
）
」
に
よ
り
、
送
り
仮
名
の
省
き
方
に
つ
き
見
て
み
る
。
「
打
ち
合
わ
せ
会
」
と
い
う
語
に
は
動
詞
「
打
つ
、
」
と
動
詞
「
合

わ
せ
る
」
と
の
二
つ
の
動
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。
動
詞
「
打
つ
」
は
通
則
1
に
見
る
「
活
用
語
尾
」
を
送
り
仮
名
と
し
て
付
け
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
動
詞
「
合
わ
せ
る
」
は
、
通
則
2
で
述
べ
て
い
る
通
り
、
動
詞
「
合
う
」
を
含
む
。
し
た
が
っ
て
不
活
用
語
尾

「
わ
」
を
送
り
仮
名
と
し
た
。
こ
れ
を
省
け
ば
、
「
合
せ
る
」
と
な
り
、
下
一
段
活
用
の
活
用
語
尾
だ
け
と
な
り
、
つ
ま
り
通
則
1

。
要
す
る
に
、
こ
の
不
活
用
語
尾
は
誤
読
・
難
読
の
恐

に
言
う
「
動
詞
は
、
活
用
語
尾
を
送
る
。
」
と
い
う
法
則
下
の
も
の
と
な
る

れ
が
な
け
れ
ば
、
省
く
こ
と
が
で
き
る
。
元
に
戻
り
、
「
打
ち
合
わ
せ
会
」
と
い
う
語
に
つ
き
、
こ
の
不
活
用
語
尾
「
わ
」
を
省
い

た
形
「
打
ち
合
せ
会
」
と
し
て
も
読
み
誤
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
目
慣
れ
使
い
慣
れ
れ
ば
、
前
部
分
の
動
詞
「
打
ち
」
の

送
り
仮
名
を
省
い
た
「
打
合
せ
会
」
と
し
て
も
読
み
誤
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
通
則
1
9
の
但
し
書
き
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を

複
合
名
詞
の
う
ち
、
全
く
送
り
仮
名
を
付
け
な
く
て
も
読
み
が
慣
用
と
し
て
固
定
し
て
い
れ
ば
、
す
べ
て
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
通
則
2
0
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
通
則
1
9
の
但
し
書
き
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
語
例
は
、
こ
の
通
則
2
0
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
語
例
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
、
広
く
頻
度
高
く
世
間
一
般
に
使
わ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
語
と
い
う
こ
と



第一

0
節

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
審
議
と
建
議

四
九
七

〇
動
詞
と
名
詞
と
が
結
合
し
た
複
合
名
詞

0
1動
詞
と
動
詞
と
が
結
合
し
た
複
合
名
詞

2
複
合
語
が
さ
ら
に
他
の
語
と
結
合
し
た
も
の

〇
送
り
が
な
法
の
問
題
点
の
整
理
ー
「
送
り
が
な
法
事
項
分
類
I
I
I
m
」
を
要
約
し
た
も
の
I

〇
動
詞
ー
難
読
・
誤
読
を
避
け
る
た
め
に
語
幹
の
一
部
を
送
る
も
の
と
思
っ
て
多
く
送
る
も
の

〇
動
詞
ー
他
の
動
詞
の
活
用
形
（
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
を
含
む
も
の

0
―
つ
の
漢
字
に
2
字
の
か
な
を
送
る
名
詞

0
名
詞
の
送
り
が
な
法
の
整
理
案

0
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
ま
え
が
き
・
通
則
（
案
）

0
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
に
つ
い
て
（
建
議
案
）

0
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
＇
（
案
）

0
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
用
例
集
（
案
）

こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
国
語
審
議
会
報
告
書
4
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

右
の
う
ち
「
送
り
が
な
法
事
項
分
類
I
I
I
m
」
は
、
動
詞
、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
名
詞
、
代
名
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
に
つ
き
詳

細
に
分
類
し
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
「
送
り
仮
名
法
の
問
題
点
の
整
理
」
へ
と
進
む
。
そ
し
て
、
動
詞
や
名
詞
な

ど
、
通
則
を
立
て
る
に
当
た
り
、
生
じ
た
様
々
な
問
題
点
に
つ
き
、
原
則
と
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
も
の
な
ど
と
系
統
的
に
整
理
し
て

い
る
。
そ
の
間
、
「
文
部
省
著
作
中
等
国
語
・
公
用
文
・
文
部
省
刊
行
物
表
記
の
基
準
送
り
が
な
対
照
表
」
を
初
め
、
「
自
動
•
他
動

の
対
応
の
あ
る
動
詞
そ
の
他
」
の
表
、
「
動
詞
か
ら
転
成
し
た
名
詞
」
の
表
、
「
名
詞
と
動
詞
と
が
結
合
し
た
複
合
名
詞
」
の
表
、

第
四
期
国
語
審
議
会
の
正
書
法
部
会
が
、
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
関
す
る
審
議
に
際
し
使
用
し
た
主
な
資
料
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

〇
送
り
が
な
法
系
統
図

〇
送
り
が
な
の
問
題
点

0
文
部
省
著
作
中
等
国
語
・
公
用
文
・
文
部
省
刊
行
物
表
記
の
基
準
送
り
が
な
対
照
表

〇
送
仮
名
法
（
国
語
調
査
委
員
会
）

0
1
送
り
が
な
法
事
項
分
類
I

（
動
詞
）

2
送
り
が
な
法
事
項
分
類
II
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）

3
送
り
が
な
法
事
項
分
類
皿
（
名
詞
・
代
名
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
）

0
自
動
•
他
動
の
対
応
の
あ
る
動
詞
そ
の
他

〇
複
合
動
詞
（
前
の
動
詞
が
2
音
以
上
の
も
の
）

0
本
来
の
名
詞

〇
動
詞
か
ら
転
成
し
た
名
詞

0
1名
詞
と
動
詞
と
が
結
合
し
た
複
合
名
詞

2
形
容
詞
そ
の
他
と
動
詞
と
が
結
合
し
た
複
合
名
詞

四

「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
審
議
に
当
た
り
使
用
し
た
資
料

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

四
九
六



第
一
―
節
戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

「
動
詞
と
名
詞
と
が
結
合
し
た
複
合
名
詞
」
の
表
、
「
動
詞
と
動
詞
と
が
結
合
し
た
複
合
名
詞
」
の
表
、
「
複
合
語
が
さ
ら
に
他
の
語

と
結
合
し
た
も
の
」
の
表
、
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
「
あ
い
う
え
お
」
順
に
整
理
し
た
送
り
が
な
検
索
の
た
め
の
一
覧
表
な
ど
が
次
々

と
作
成
さ
れ
、
審
議
に
供
さ
れ
て
い
る
。
要
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
詞
に
見
い
だ
さ
れ
る
問
題
点
に
つ
き
、
か
か
わ
る
語
を
出
来
る
だ

け
多
く
（
悉
皆
に
近
く
）
集
め
、
一
っ
―
つ
の
語
を
点
検
し
つ
つ
、
か
つ
―
つ
の
類
を
通
し
た
「
つ
け
方
」
を
見
い
だ
す
こ
と
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
右
に
見
る
よ
う
な
類
別
的
な
一
覧
表
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な
作
業
を
経
て
「
送
り
が
な
の
つ

け
方
」
（
建
議
）
が
ま
と
ま
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
以
前
に
国
立
国
語
研
究
所
か
ら
『
国
立
国
語
研
究
所
資
料
集
3
送
り
仮
名
法
資
料
集
』
（
昭
和
二
七
・
三
）
が
出
て
い

る
。
こ
こ
に
は
「
送
り
仮
名
対
照
表
」
と
「
送
り
仮
名
法
文
献
集
」
と
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
送
り
仮
名
対
照
表
」
で
対
照
の
用
に
供
さ
れ
た
送
り
仮
名
法
の
文
献
は
、
次
の
―
二
種
で
あ
る
。

1

内
閣
官
報
局
「
送
仮
名
法
」
（
明
治
二
七
•
五
）

2
中
根
淑
「
送
仮
名
大
概
」
（
明
治
二
八

・1
0
)
 

3
佐
藤
仁
之
助
「
新
撰
送
仮
字
法
」
（
明
治
弓
一
・
一
―
)

4
国
語
調
査
委
員
会
「
送
仮
名
法
」
（
明
治
四
O・

――-)

5
内
田
百
聞
「
動
詞
の
不
変
化
語
尾
に
つ
い
て
」
（
昭
和
一

0
．二）

6
服
部
嘉
香
「
正
し
い
使
い
方
仮
名
遣
と
送
り
仮
名
」
（
昭
和
―
-
．
―
-
）

7
木
枝
増
一
「
送
仮
名
法
」
（
昭
和
―
―
―

-・1
0
)
 

8
三
宅
正
太
郎
・
若
林
方
雄
・
野
田
信
夫
「
送
り
仮
名
法
（
案
）
」
（
昭
和
一
四
・
ニ
）

9
文
部
省
国
語
調
査
室
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
（
案
）
」
（
昭
和
ニ
―
•
三
）

10
文
部
省
著
作
教
科
書
「
中
等
国
語
」
の
送
り
仮
名
ー
文
教
協
会
編
「
総
合
当
用
漢
字
表
」
巻
末
の
「
現
行
教
科
書
・
公
用
文

お
く
り
が
な
対
照
表
」
お
よ
び
久
松
潜
一
編
「
新
編
国
語
辞
典
」
附
録
ー
（
年
次
の
記
載
な
し
）

11
総
理
庁
・
文
部
省
「
公
文
用
語
の
手
び
き
」
（
昭
和
ニ
ニ
・
九
、
改
訂
昭
和
二
四
・
三
）
中
の
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
（
こ
こ
で
は
、
改
訂

12
文
部
省
「
表
記
の
基
準
」
（
昭
和
二
五
・
―
二
）

こ
の
う
ち
の

1
0
.
1
1
.
1
2
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
の
対
照
表
の
部
分
を
取
り
出
し
て
、
国
語
審
議
会
の
正
書
法
部
会
で
の
審
議
資

料
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
集
に
は
明
治
時
代
以
降
の
主
要
な
文
献
が
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
何
か
と
参
考

に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

当
用
漢
字
表
の
再
検
討
と
補
正
資
料

版
に
よ
る
。
）

第

一
節
戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

四
九
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当
用
漢
字
の
実
施
状
況
に
か
ん
が
み
、
新
聞
や
教
育
な
ど
各
方
面
か
ら
の
意
見
も
あ
り
、
第
二
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
二
七
•
四
ー
ニ

九
•
四
）
で
は
漢
字
問
題
に
関
し
、
調
査
し
審
議
し
て
い
る
。
第
一
六
回
総
会
（
昭
和
二
七
・
六
・
三

0
)

の
席
で
、
委
員
は
い
ず
れ
か
の

部
会
に
所
属
す
る
こ
と
と
し
て
、
漢
字
部
会
を
は
じ
め
と
し
表
記
部
会
、
標
準
語
部
会
、
公
用
文
部
会
、
固
有
名
詞
部
会
が
設
け
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
漢
字
部
会
は
、
同
年
七
月
以
来
、
当
用
漢
字
の
補
正
に
つ
い
て
合
計
二
六
回
の
部
会
を
開
催
し
、
審
議
を
重
ね
、

「
当
用
漢
字
表
審
議
報
告
」
を
ま
と
め
て
い
る
。
な
お
、
漢
字
部
会
長
は
原
富
男
（
東
京
教
育
大
学
講
師
）
で
あ
る
。

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

四
九
八



第
一
―
節
戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

五
〇

①
 

『
国
語
審
議
会
報
告
書
2
』
（
文
部
省
、
昭
和
二
九
）
に
よ
れ
ば
、
漢
字
部
会
で
の
提
出
資
料
は
ニ
―
件
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
と
し

て
は
、

出
の

二三
国
語
課
提
出
の

「
当
用
漢
字
選
定
の
基
準
」
「
当
用
漢
字
音
訓
表
」
「
新
し
く
加
え
る
字
の
音
訓
・
字
体
案
」
「
人
名
用
漢
字

別
表
と
の
関
係
」
「
当
用
漢
字
別
表
と
の
関
係
」
「
新
し
く
加
え
る
字
の
用
例
」
「
当
用
漢
字
表
等
の
補
正
」
な
ど
で
あ
り
、
委
員
提

「
当
用
漢
字
表
補
正
に
際
し
、

資
料
」
「
当
用
漢
字
増
減
案
」
「
当
用
漢
字
補
正
に
関
す
る
新
聞
社
の
意
見
の
集
計

補
（
第
2
次
）
（
日
本
新
聞
協
会
編
）
」
「
当
用
漢
字
補
正
に
関
す
る
新
聞
社
の
追
加
意
見
」
な
ど
で
あ
る
。

漢
字
部
会
の
審
議
経
過
の
ま
と
め
に
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

審
議
の
最
初
に
あ
た
っ
て
、

当
用
漢
字
表
を
、

②
 

新
た
に
加
え
ら
れ
た
い
漢
字
、
削
除
し
て
も
よ
い
漢
字
」
「
当
用
漢
字
補
正
に
つ
い
て
の
参
考

ま
ず
次
の
よ
う
な
事
柄
を
決
定
し
た
。

そ
の
制
定
当
時
の
精
神
に
そ
っ
て
守
り
ぬ
く
こ
と
を
部
会
の
基
本
態
度
と
し
て
確
認
す
る
。

そ
の
守
り
ぬ
く
た
め
の
方
法
と
し
て
、

5
か
年
間
実
施
し
た
経
験
に
よ
り
、

は
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
承
認
す
る
。

①
 

そ
れ
に
二
つ
の
意
見
が
あ
る
。

教
育
上
の
立
場
ー
主
と
し
て
児
童
生
徒
の
学
習
能
力
に
か
ん
が
み
て
ー
か
ら
、
修
正
は
現
在
の
字
数
よ
り
減
ら
す
べ
き

こ
と
を
、
方
針
の
一
っ
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
。

字
数
の
増
減
は
、

討
の
要
領
は
、

委
員
の
良
識
に
よ
り
、

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

（第
1
次）

（
日
本
新
聞
協
会
編
）
」
「
同
上
の
増

現
状
に
即
す
る
た
め
に
、

や
っ
て
み
た
結
果
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
だ
れ
も
不
必
要
に
ふ
や
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
な
い

の
だ
か
ら
、
特
に
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
と
の
方
針
を
事
前
に
う
た
う
必
要
は
な
か
ろ
う
と
す
る
意
見
。

こ
の
②
の
ほ
う
の
意
見
に
従
い
、
当
用
漢
字
表
を
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
部
会
の
当
面
の
仕
事
と
す
る
こ
と
。
そ
の
検

現
状
に
即
し
て
、
「
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
」
字
を
表
に
つ
い
て
選
択
し
て
い
く
。

の
こ
と
は
、
教
育
漢
字
と
は
、
そ
の
性
質
上
別
個
の
も
の
で
あ
る
。

②
現
在
痛
感
し
て
い
る
諸
方
面
か
ら
の
希
望
要
求
と
、
そ
の
デ
ー
タ
と
に
よ
り
、
表
中
の
文
字
が
出
入
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
修
正
の
こ
と
は
、
第
2
の
段
階
と
す
る
。

③
①
と
②
の
仕
事
を
し
て
い
く
間
に
、
代
用
語
・
代
用
字
の
こ
と
が
、
お
の
ず
か
ら
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
漢
字
（
当
用
漢
字
別
表
の
漢
字
八
八
一
字
種
）
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
そ
れ
以
外
の
当
用
漢
字
表
の
漢
字

や
表
外
漢
字
で
必
要
と
さ
れ
る
漢
字
を
検
討
対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
的
な
方
針
と
な
っ
た
、
と
理
解
さ
れ
る
。

ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
当
用
漢
字
表
内
の
漢
字
に
つ
き
残
す
字
、
削
る
字
、
保
留
の
字
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
新
聞
協

会
編
「
当
用
漢
字
補
正
に
関
す
る
新
聞
社
の
意
見
の
集
計
」
（
全
国
一
六
社
）
を
取
り
上
げ
、
削
り
た
い
字
（
七
四
字
種
）
、
新
し
く
加
え
た

い
字
(
-
五
一
字
種
）
に
つ
き
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
漢
字
部
会
の
審
議
の
中
間
整
理
と
し
て
「
A
当
用
漢
字
表
か
ら
削
る
字
（
四
三
字
）
、

B
当
用
漢
字
表
に
残
す
字

（
三
一
字
）
、

C
当
用
漢
字
表
に
新
し
く
加
え
る
（
―
二
字
）
、

D
仮
採
用
の
字
（
一
七
字
）
」
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
更
に
審
議
を

重
ね
、
削
る
字
、
加
え
る
字
と
も
二
八
字
と
し
た
。
こ
の
結
論
を
第
二

0
回
総
会
（
昭
和
二
九
・
三
・
一
五
）
に
「
当
用
漢
字
表
審
議
報

告
」
と
し
て
報
告
し
て
い
る
。

次
に
、
審
議
会
と
し
て
の
ま
と
め
と
漢
字
部
会
の
報
告
と
を
引
用
す
る
。

「
当
用
漢
字
表
審
議
報
告
」
に
つ
い
て

国
語
審
議
会

こ
の
た
び
、
漢
字
部
会
か
ら
当
用
漢
字
表
に
対
す
る
再
検
討
の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
漢
字
部
会
が
、
当
用
漢
字

表
を
中
心
と
し
て
広
く
社
会
に
日
常
使
用
さ
れ
る
漢
字
に
つ
い
て
2
か
年
26
回
に
わ
た
り
、
熱
心
に
審
議
し
た
結
果
で
あ
っ

五
0
0

い
く
ら
か
の
修
正

し
か
し
こ
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第
一
―
節
戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

そ
の
後
、
第
五
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
三
四
・
三
8
三
六
＇
三
）
の
第
一
部
会
で
―
一
回
に
わ
た
り
「
当
用
漢
字
補
正
資
料
の
審
議
」
を

子
っ
た
。
『
国
語
審
議
会
報
告
書
5
』
に
、
交
わ
さ
れ
た
意
見
を
要
約
し
、
次
の
よ
う
に
三
種
に
ま
と
め
て
い
る
。

4

イ

1

補
正
資
料
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
用
漢
字
表
の
改
定
を
た
だ
ち
に
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
。

2

当
用
漢
字
表
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
そ
れ
と
は
別
に
補
正
資
料
を
認
め
る
、
あ
る
い
は
、
補
正
資
料
の
中
の
加
え

る
字
ま
た
は
削
る
字
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
つ
い
て
だ
け
考
え
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
。

3

も
し
当
用
漢
字
表
を
改
定
す
る
の
な
ら
、
今
こ
こ
で
急
い
で
決
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
、
根
本
的
な
検
討
を
始
め

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
。

そ
れ
か
ら
更
に
討
議
が
続
け
ら
れ
、
昭
和
三
五
年
五
月
に
部
会
員
の
総
意
と
し
て
の
結
論
が
ま
と
ま
り
、
第
四
一
回
総
会
（
昭
和

三
五
・
七
・
一
九
）
に
次
に
記
す
通
り
報
告
さ
れ
た
。

当
用
漢
字
補
正
資
料
は
、
過
去
5
年
間
新
聞
な
ど
で
実
施
し
て
き
た
結
果
か
ら
見
て
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
用
漢
字
表
を
修
正
す
る
場
合
に
は
、
用
意
を
新
た
に
、
周
到
な
準
備
に
よ
っ
て
再
検
討
に
取
り
か
か

る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
補
正
資
料
は
当
用
漢
字
表
を
修
正
す
る
際
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
社
会

一
般
に
お
い
て
も
そ
の
趣
旨
を
尊
重
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
補
正
資
料
は
、
従
来
ど
お
り
の
取
り
扱
い
を
し

ば
ら
く
続
け
る
こ
と
と
す
る
。

コ
・
カ

↓
 

コ
個
—
|
＇
個
|
|

ト
ウ

↓

T
 

y

ト
ウ

丈
ひ

兄
豆↓
 

音
訓
を
加
え
る
字
、
字
体
を
改
め
音
訓
を
加
え
る
字

ヵつ
ず

渦
ヽ

、

Yヽ
~

渓
げ

□
矯
げ

□ゥ
酌

]

[

ク

釣

1
い

セ
イ

斉
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リ
ュ
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竜

杉
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曳
サ
ン

才

嘉
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し
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、

ー

と

ろ

t
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、
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ヒ
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尚
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、

戻
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す

j

ノ
ョ
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よ
い

宵‘‘

挑

チ

ョ

ウ

据

す

え

る

朴

国

/

亭

テ

イ

俸

ホ

ウ

偵

テ

イ

ボ
ク

僕

ヤ

ク

ー

、

／

ョ

ウ

厄

堀

ま

り

壌

戸

|

9
_
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2
 

当
用
漢
字
表
（
音
訓
表
・
字
体
表
を
含
む
）

且

丹

但

劾

又

唐

嚇

堪

遵

錬

附

隷

頒

当
用
漢
字
表
（
音
訓
表
・
字
体
表
を
含
む
。
）

に
加
え
る
字

奴

ー

か
ら
削
る
字

寡

悦

朕

濫

煩

爵

璽

箇

罷

脹

虞

謁

迅

逓

（
漢
字
部
会
）

当
用
漢
字
表
審
議
報
告

部
会
の
労
を
多
と
し
た
い
。

こ
の
漢
字
部
会
の
非
常
な
努
力
に
よ
っ
て
、

当
用
漢
字
表
が
全
体
的
に
妥
当
な
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
同

考
え
ら
れ
る
。

の
さ
い
一
般
の
批
判
を
も
と
め
、
今
後
な
お
実
践
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
実
用
性
と
適
正
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と

思
う
に
、

当
用
漢
字
表
の
補
正
は
、

そ
の
影
響
す
る
方
面
や
範
囲
が
広
く
深
い
の
で
、

こ
の
漢
字
部
会
の
補
正
資
料
は
、
こ

て
、
将
来
当
用
漢
字
表
の
補
正
を
決
定
す
る
さ
い
の
基
本
的
な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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四
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国
語
改
革
の
実
行
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五
0
五

第
三
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
二
九
・
七
＼
三
一
・
七
）
の
審
議
事
項
の
一
っ
と
し
て
、
小
学
校
国
語
の
学
習
指
導
に
お
い
て
平
仮
名
を
先

に
す
べ
き
か
片
仮
名
を
先
に
す
べ
き
か
に
つ
き
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
結
果
と
し
て
は
、
「
少
な
く
と
も
小
学
校
第
2
学
年
あ
る
い
は

第
3
学
年
の
終
り
ま
で
に
、
か
た
か
な
を
ひ
ら
が
な
と
と
も
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ

に
落
ち
着
き
、
こ
れ
を
第
二
八
回
総
会
（
昭
和
三
O・

七
・
―
二
）
で
可
決
し
、
同
日
付
で
文
部
大
臣
に
報
告
し
た
。
以
下
、
こ
の
問
題

を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
事
情
や
審
議
経
過
等
に
つ
き
述
べ
る
。

実
は
、
第
二
四
回
総
会
（
昭
和
三
0
•

三
・
ニ
）
で
、
土
岐
善
麿
会
長
か
ら
、
次
の
こ
と
に
つ
き
発
言
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
央

教
育
審
議
会
の
文
部
大
臣
へ
の
「
か
な
の
教
え
方
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
に
基
づ
き
、
国
語
審
議
会
で
こ
の
こ
と
を
審
議
す
る
こ
と

と
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
順
を
追
う
。

ま
ず
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
文
部
大
臣
へ
の
答
申
を
引
用
す
る
（
以
下
、
原
文
は
横
書
き
）
。

文
部
大
臣
安
藤
正
純
殿

本
審
議
会
は
、
か
な
の
教
え
方
に
つ
い
て
、
総
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
次
の
結
論
に
到
達
し
ま
し
た
の
で
答

申
い
た
し
ま
す
。

已――
―
-n 

小
学
校
児
童
に
、
ひ
ら
が
な
を
教
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
教
育
者
お
よ
び
学
者
、
一
般
社
会
人
の
間
に
も
、
相
当

．
異
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
文
部
省
は
、
国
語
審
議
会
な
ら
び
に
教
育
課
程
審
議
会
に
付
議
し
て
、
そ
の
取
扱
を
慎
重

に
研
究
せ
ら
れ
た
い
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
部
大
臣
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
次
の
文
書
を
発
す
る
。

昭
和
三

0
年
二
月
四
日

か
な
の
教
え
方
に
つ
い
て

さ
る
昭
和
二
九
年
―
二
月
二

0
日
、
中
央
教
育
審
議
会
会
長
か
ら
別
紙
の
と
お
り
「
か
な
の
教
え
方
に
つ
い
て
の
答
申
」
が

あ
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
貴
審
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
よ
ろ
し
く
御
審
議
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ど
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
四
回
総
会
で
は
、
こ
れ
を
議
事
と
し
て
取
り
上
げ
た
に
と
ど
ま
る
。

第
二
五
回
総
会
（
昭
和
三0
•
三
・
一
六
）
で
は
提
出
さ
れ
た
様
々
な
資
料
に
つ
き
、
土
岐
会
長
が
「
（
前
略
）
新
聞
・
雑
誌
、
そ
の
他
に

出
て
い
る
も
の
を
分
類
す
る
と
、
①
ひ
ら
が
な
を
か
た
か
な
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
も
の
。
②
現
在
ど
お
り
、
ひ
ら
が
な
で
よ

い
と
い
う
も
の
。
③
ど
ち
ら
を
先
に
す
る
と
い
う
の
で
な
く
、
か
た
か
な
も
早
く
教
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
も
の
。
つ
ま
り
か
た

戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
語
審
議
会
会
長
土
岐
善
麿
殿

文
部
大
臣

安
藤
正
純

か
な
の
教
え
方
に
つ
い
て

（
答
申
）

平
仮
名
、
片
仮
名
先
習
論

中
央
教
育
審
議
会
会
長
亀
山
直
人

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

こ
の
報
告
に
つ
い
て
の
質
問
・
意
見
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
了
解
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
審
議
は
、
以
後
、

報

告

に

示

さ

れ

た

考

え

に

沿

っ

て

進

め

る

こ

と

と

な

る

。

＼

ブ

昭
和
二
九
年
―
二
月
二

0
日

五
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節
戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

五
0
七

刀
国
字
論
と
し
て
の
漢
字
・
か
た
か
な
・
ひ
ら
が
な
・
ロ
ー
マ
字
の
う
ち
、
ど
れ
に
優
位
を
与
え
る
か
を
考
え
た
う
え
で

9,' 審
議
す
る
。

印
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
け
る
使
用
法
か
ら
考
え
て
、
か
た
か
な
・
ひ
ら
が
な
の
い
ず
れ
に
優
位
を
与
え
る
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
た
う
え
で
審
議
す
る
．
o

団
単
に
、
．
ひ
ら
が
な
・
か
た
か
な
の
現
在
に
お
け
る
使
用
法
の
実
態
か
ら
考
え
て
審
議
す
る
。

3
ひ
ら
が
な
•
か
た
か
な
の
教
育
上
の
難
易
の
う
え
か
ら
審
議
す
る
。

②
国
語
教
育
的
に

⑦
現
状
論

佑
か
た
か
な
か
ら
先
に
学
習
す
る
論

団
正
書
法
論

図
い
ず
れ
か
を
も
っ
ぱ
ら
学
習
す
る
論

困
漢
字
学
習
と
の
関
連
を
考
え
る
論

両
教
育
上
の
負
担
を
考
え
る
論

2
審
議
の
方
法

①
審
議
の
方
法
を
決
定
し
、
国
語
政
策
な
り
国
語
教
育
な
り
の
う
え
で
提
案
さ
れ
て
い
る
論
に
つ
い
て
審
議
し
て
ゆ
く
。

②
い
ず
れ
の
論
や
事
実
に
つ
い
て
も
、
そ
の
立
論
の
根
拠
、
事
実
の
内
容
を
分
析
し
て
、
そ
の
う
え
で
、
方
針
を
決
定
し
、

そ
の
方
針
に
則
し
て
、
い
ず
れ
の
立
場
を
取
る
か
を
審
議
し
て
ゆ
く
。

3
国
語
政
策
に
関
す
る
論

①
国
語
政
策
的
に

1
審
議
の
方
針

（
別
紙
）

慮
し
た
が
、

そ
こ
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
用
意
さ
れ
た

「
（
別
紙
）
」

を
次
に
掲
載
す
る
。

第
二
六
回
総
会
（
昭
和
三0
•

四
・
ニ
五
）
で
は
、
多
数
の
参
考
資
料
を
用
意
し
、審
議
を
経
た
上
で
、

小
委
員
会
を
作
る
運
び
を
配

初
か
ら
か
た
か
な
を
し
つ
か
り
教
え
る
こ
と
」

と
い
う
か
た
か
な
先
習
論
を
主
張
し
た
。

た
か
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
の
資
料
を
紹
介
し
、
読
み
上
げ
て
い
る
。
な
お
、

松
坂
忠
則
委
員
（
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
理
事
長
）
が
、
「
入
学
当

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、

土
岐
会
長
は
、

文
部
当
局
が
中
央
教
育
審
議
会
で
説
明
し
た
、

ど
う
い
う
理
由
で
ひ
ら
が
な
先
習
に
な
っ

で
は
か
た
か
な
で
書
い
て
い
る
か
ら
、

J

れ
ら
は
か
た
か
な
で
教
え
る
ほ
う
が
正
し
い
と
す
る
論
で
あ
る
。

多
い
。
こ
れ
は
、

1
年
生
で
ラ
ジ
オ
・
オ
ル
ガ
ン
な
ど
の
こ
と
ば
が
現
在
の
教
科
書
で
は
、

ひ
ら
が
な
で
出
て
い
る
が
、

世
間

田
か
た
か
な
先
習
論
は
、
特
殊
教
育
・
ヘ
き
地•
P
T
A

・
文
字
に
苦
労
し
て
い
る
人
か
ら
出
た
。
②
ひ
ら
が
な
先
習
（
現

状
維
持
）
は
、
現
場
の
先
生
・
校
長
そ
の
他
か
ら
出
た
。
③
オ
ー
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
正
字
法
）

か
ら
の
論
は
、

現
場
の
教
師
に

分
類
し
て
紹
介
し
、

授
）
が
、

教
育
課
程
審
議
会
初
等
教
育
教
育
課
程
分
科
審
議
会
会
長
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
分
科
審
議
会
で
出
た
意
見
を
三
つ
に

可
能
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
（
後
略
）
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
波
多
野
完
治
委
員
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教

型
を
整
理
し
て
取
り
扱
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

か
た
か
な
を
ひ
ら
が
な
と
と
も
に
教
え
る
こ
と
は
方
法
の
問
題
で
あ
る
。
方
法
が

か
な
を
同
時
に
習
わ
せ
る
と
い
う
考
え
方
ー
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
で
あ
る
が
ー
1
年
で
は
ひ
ら
が
な
、

1
年
か
ら
か
た
か
な
を
教
え
る
と
い
う
考
え
方
。

て
い
る
の
を
、

以
上
の
三
つ
に
な
る
。

国
語
審
議
会
と
し
て
は
、

）
れ
ら
種
々
の

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

2
年
で
か
た
か
な
を
教
え

五
0
六
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戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

五
0
九

い
か
た
か
な
の
み
を
学
習
す
る
論

困
正
書
法
論

②
技
術
論

m現
状
論

印
か
た
か
な
の
学
習
を
強
化
す
る
論

的
教
科
書
の
編
集
の
改
良

ぃ
か
た
か
な
表
記
の
語
の
選
び
方
の
改
良

〇
指
導
法
の
改
善
ー
ド
リ
ル
学
習
な
ど
の
採
用
、
そ
の
他

①
児
童
の
学
習
に
お
い
て
混
乱
を
避
け
る
た
め
の
く
ふ
う

団
か
た
か
な
を
先
に
学
習
す
る
論

的
容
易
に
学
習
で
き
る
と
す
る
論

ぃ
漢
字
学
習
と
の
関
係
を
強
調
す
る
も
の

〇
混
乱
は
や
む
を
え
な
い
と
す
る
論

こ
の
「
（
別
紙
）
」
に
関
し
て
は
、
土
岐
会
長
が
「
三
月
二
日
と
一
六
日
の
総
会
で
、
一
応
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言

が
あ
っ
た
。
議
事
録
に
よ
っ
て
発
言
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
（
別
紙
）
「
審
議
の
方
針
」
の
よ
う
に
な
」
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま

た
、
田
口
委
員
（
京
都
外
国
語
短
期
大
学
長
）
は
「
（
別
紙
）
は
た
い
へ
ん
け
っ
こ
う
な
分
類
と
思
う
。
」
う
ん
ぬ
ん
の
発
言
も
あ
っ
た
。

第
二
七
回
総
会
（
昭
和
三
O・

六
・
九
）
で
も
、
こ
の
問
題
を
引
き
続
き
審
議
し
た
。
そ
の
中
で
小
委
員
会
を
作
り
ま
と
め
る
こ
と
に

落
ち
着
い
た
。
討
論
の
一
部
を
引
用
す
る
。

①
文
字
の
難
易
か
ら
見
て
、
将
来
の
か
な
を
い
ず
れ
か
に
決
定
す
る
論

②
か
な
文
字
論

③
か
た
か
な
の
使
用
の
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
基
く
論

幻
新
聞
い
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

④
ひ
ら
が
な
の
優
位
性
を
認
め
る
論

⑤
字
形
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論

⑥
正
書
法
論

4
国
語
教
育
に
関
す
る
論

①
根
本
論

E
現
状
論

幻
む
ず
か
し
く
な
い
ぃ
混
乱
を
避
け
る

0
も
っ
と
よ
く
研
究
し
て
か
ら

い
か
た
か
な
か
ら
先
に
学
習
す
る
論

団
か
た
か
な
混
用
論

幻
一
部
混
用
論
（
全
部
の
学
習
は
あ
と
に
ま
わ
す
。
）

ぃ
全
部
混
用
論
(
1
年
で
全
部
終
え
る
。
）

〇
漢
字
を
あ
と
に
ま
わ
す
論

図
い
ず
れ
か
を
も
っ
ぱ
ら
学
習
す
る
論

切
ひ
ら
が
な
の
み
を
学
習
す
る
論

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

五
0
八
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五

土
岐
会
長

回
答
案
を
起
草
す
る
だ
け
で
、
研
究
す
る
の
で
な
い
か
ら
、
会
長
・
副
会
長
に
一
任
し
た
い
。

で
は
、
次
の

10
人
の
か
た
が
た
に
小
委
員
を
お
願
い
す
る
。
な
お
、
こ
れ
に
会
長
・
副
会
長
を
含
め
る
。

回
答
案
作
成
小
委
員
会
委
員

有
光
、
石
井
、
遠
藤
、
照
井
、
時
枝
、
中
島
、
野
間
、
波
多
野
、
松
坂
、
吉
田
各
委
員

小
委
員
会
は
六
月
二
三
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、
報
告
案
を
作
成
し
た
。

そ
の
報
告
案
は
、
第
二
八
回
総
会
（
昭
和
三
0
．
七
・
―
二
）
に
て
字
旬
の
修
正
が
行
わ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
、
決
定
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
直
ち
に
同
日
付
で
文
部
大
臣
に
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
を
次
に
掲
げ
る
（
原
文
は
、
横
書
き
）
。

中
島
健
蔵
（
東
京
大
学
講
師
）

す
る
反
対
は
あ
る
か
。

吉
田
甲
子
太
郎
（
明
治
大
学
教
授
）
異
論
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

松
坂
国
語
教
育
の

4
団
体
の
声
明
書
に
よ
る
と
、
現
場
で
は
現
在
の
方
法
が
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
・
・
・
中
略
：
・

中
島
提
出
し
て
い
る
問
題
、
困
っ
て
い
る
問
題
は
、
全
部
か
た
か
な
で
や
れ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
現
状
で
併
用
さ
れ
て

い
る
。
か
た
か
な
を
ど
う
使
う
か
と
い
う
方
法
も
別
と
し
て
、

2
年
の
終
り
に
か
た
か
な
を
全
部
教
え
き
れ
る
よ
う
努
力
す

る
。
そ
の
方
法
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
…
中
略
…

土
岐
会
長
小
委
員
会
を
作
る
こ
と
を
お
は
か
り
す
る
。

（
異
議
な
し
）

時
枝
誠
記
・
中
島

土
岐
会
長

か
な
の
教
え
方
に
つ
い
て
（
報
告
）

現
在
、
社
会
で
は
一
般
に
ひ
ら
が
な
・
か
た
か
な
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
現
行
の
小
学
校
に
お
け
る
か
な
の
学
習

は
、
ひ
ら
が
な
を
第
1
学
年
か
ら
教
え
、
か
た
か
な
を
第
2
学
年
か
ら
教
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
中
央
教
育
審
議
会
会
長

か
ら
の
文
部
大
臣
に
対
す
る
答
申
に
よ
れ
ば
、
こ
の
現
状
に
対
し
て
、
現
場
の
教
育
者
お
よ
び
学
者
、
一
般
社
会
人
の
間
に
も

相
当
異
論
が
あ
る
と
い
う
お
も
む
き
で
あ
る
。
こ
の
異
論
に
対
し
て
は
、
社
会
生
活
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
営
む
必
要
や
、
文
字
習

得
の
難
易
を
問
題
と
す
る
立
場
や
、
正
書
法
を
確
立
す
る
考
え
な
ど
か
ら
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

国
語
審
議
会
に
お
い
て
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
少
な
く
と
も
小
学
校
第
2
学
年
あ
る
い
は
第
3
学
年
の
終
り
ま
で
に
、
か

た
か
な
を
ひ
ら
が
な
と
と
も
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
。

そ
の
方
法
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

①
現
に
か
た
か
な
の
表
記
が
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
語
に
つ
い
て
は
、
か
た
か
な
書
き
で
学
習
さ
せ
る
。

②
か
た
か
な
の
学
習
を
効
果
的
に
す
る
た
め
に
、
学
習
の
過
程
に
お
い
て
、
か
た
か
な
書
き
の
語
、
旬
ま
た
は
文
を
ま
じ
え

る。こ
の
よ
う
に
し
て
、
か
た
か
な
に
つ
い
て
も
全
部
、
お
そ
く
も
第
3
学
年
の
終
り
ま
で
に
習
得
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
る
こ
と

が
適
当
で
あ
ろ
う
。

国
語
審
議
会
と
し
て
は
、
正
書
法
そ
の
他
国
語
国
字
政
策
の
方
向
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
中
央
教

育
審
議
会
の
答
申
に
関
し
て
は
、
上
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

文
部
大
臣
松
村
謙
三
殿

国
語
審
議
会
会
長
土
岐
善
麿

第
四
章

正
書
法
と
し
て
考
え
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
両
方
を
教
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
…
中
略
…

ひ
ら
が
な
・
か
た
か
な
を
両
方
と
も
な
る
べ
く
早
く
習
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
対

国
語
改
革
の
実
行

昭
和
三

0
年
七
月
―
二
日

五
一
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こ
れ
に
基
づ
く
「
国
語
審
議
会
の
委
員
及
び
臨
時
委
員
の
推
薦
方
法
に
関
す
る
規
程
」
（
文
部
省
令
第
一
六
号
、
昭
和
二
六
年
七
月
五
日
）

は
、
全
部
で
三
条
か
ら
成
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第
一
条
を
次
に
掲
げ
る
。

第
一
条
国
語
審
議
会
の
委
員
及
び
臨
時
委
員
（
以
下
「
委
員
及
び
臨
時
委
員
」
と
い
う
。
）
は
、
国
語
審
議
会
委
員
等
推
薦

協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
が
推
薦
す
る
。
．

二
協
議
会
は
、
必
要
あ
る
ご
と
に
文
部
大
臣
が
設
け
る
。

三
協
議
会
は
、
国
語
審
議
会
の
委
員
の
う
ち
か
ら
互
選
し
た
七
人
以
上
一
五
人
以
内
の
者
（
互
選
さ
れ
た
後
、
国
語
審
議

会
の
委
員
と
し
て
任
期
が
満
了
し
た
者
を
含
む
。
）
で
構
成
す
る
。

四
協
議
会
は
、
委
員
及
び
臨
時
委
員
の
推
薦
を
終
っ
た
と
き
に
、
解
散
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
政
令
お
よ
び
規
定
に
よ
り
、
委
員
は
選
出
さ
れ
た
。

第
五
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
三
四
・
三8
昭
和
三
六
•
三
）
の
最
終
総
会
と
し
て
開
か
れ
た
第
四
二
回
総
会
（
昭
和
三
六
・
三
・
一
七
）
で
、
次

期
の
委
員
を
選
ぶ
推
薦
協
議
会
を
作
る
た
め
、
こ
の
期
の
委
員
に
よ
る
互
選
と
い
う
段
取
り
に
入
っ
た
時
、
次
の
発
言
が
あ
っ
た
。

成
瀬
委
員
前
回
の
総
会
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
も
う
一
度
は
っ
き
り
申
し
上
げ
た
い
。
こ
の
推
薦
の
方
式
は
他
の
審

議
会
の
委
員
を
選
ぶ
方
法
に
比
べ
て
、
一
見
民
主
的
の
よ
う
で
あ
る
が
、
選
ば
れ
た
構
成
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
毎
回
同
じ

か
た
が
選
ば
れ
て
お
り
、
表
音
王
義
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
少
数
の
反
対
者
を
加
え
る
、
反
対
者
は
少
数
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
形
式
的
に
は
民
主
主
義
で
も
、
そ
の
実
は
専
制
的
で
あ
る
。
（
以
下
略
。
）

こ
れ
を
契
機
に
、
舟
橋
聖
一
委
員
等
の
発
言
が
あ
り
、
こ
の
会
で
は
決
ま
ら
ず
、
こ
の
第
四
二
回
総
会
の
続
き
と
し
て
三
月
ニ
ニ

日
に
再
び
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
成
瀬
委
員
は
こ
こ
で
も
「
表
音
主
義
に
狂
熱
的
な
人
々
と
わ
れ
わ
れ
と
は
、
左
翼
と
右
翼
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
人
々
と
わ
れ
わ
れ
が
い
っ
し
ょ
に
論
議
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
翼
の
主
張
を
も
つ
人
の
な
ぐ
り
あ
い

戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

五
一
三

国
語
審
議
会
委
員
の
選
出
方
法
は
、
国
語
審
議
会
令
（
昭
和
二
五
•
四
・
一
七
、
政
令
第
八
吾
万
）
の
第
三
条
に
よ
る
。

第
三
条
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
政
治
、
教
育
、
学
術
、
文
化
、
報
道
、
経
済
等
の
各
界
に
お
け
る
学
識
経
験
の
あ
る
者
及

び
関
係
各
庁
の
職
員
に
つ
き
、
文
部
大
臣
が
定
め
る
方
法
で
推
薦
さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
、
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
。

1

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

諮
問
機
関
「
国
語
審
議
会
」

ヘ

コ
1

一1
=
3
.

ひ
ら
が
な
を
か
た
か
な
よ
り
先
に
教
え
る
と
い
う
現
行
の
方
針
は
、
改
訂
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、

か
た
か
な
の
学
習
に
つ
い
て
は
、

以
上
の
よ
う
な
審
議
過
程
を
経
て
、

小
学
校
段
階
に
お
け
る
平
仮
名
、

本
審
議
会
は
、

す。

か
な
の
教
え
方
に
つ
い
て
、

か
な
の
教
え
方
に
つ
い
て

文
部
大
臣
清
瀬
一
郎
殿

第
四
章

（
答
申
）

翌
昭
和
三
一
年
、
教
育
課
程
審
議
会
で
も
審
議
の
結
果
を
文
部
大
臣
に
答
申
し
た
。
以
下
、
参
考
の
た
め
に
次
に
掲
げ
る
。

昭
和
三
一
年
五
月
七
日

国
語
改
革
の
実
行

さ
ら
に
徹
底
を
期
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

片
仮
名
の
学
習
に
つ
い
て
の
在
り
方
は
、
決
着
を
見
た
。

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
次
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
の
で
、

五

答
申
い
た
し
ま

教
育
課
程
審
議
会
会
長
木
下
一
雄



る。

第
一
―
節

第
六
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
三
六•
1
0
-
昭
和
三
八
•
1
0
)

は
、
右
に
記
し
た
方
法
で
決
ま
っ
た
委
員
五

0
名
に
よ
り
発
足
し
た
。
こ

の
期
の
発
足
で
あ
る
第
四
三
回
総
会
（
昭
和
三
六
・
ニ
・
九
）
に
お
け
る
冒
頭
の
文
部
大
臣
あ
い
さ
つ
中
に
「
委
員
の
選
考
方
法
と
し

て
、
現
在
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
推
薦
協
議
会
の
制
度
に
は
、
再
検
討
を
要
す
る
点
が
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
機
を
見
て

改
善
を
図
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
第
四
七
回
総
会
（
昭
和
三
七
•
四
・
一
六
）
で
、
天
城
（
文

部
省
調
査
局
）
局
長
の
発
言
中
に
「
（
前
略
）
文
部
大
臣
が
、
国
語
審
議
会
に
対
し
て
行
政
上
の
責
任
を
も
つ
以
上
、
制
度
上
は
っ
き
り

と
文
部
大
臣
が
諮
問
で
き
る
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
、
推
薦
の
形
で
な
く
、
文
部
大
臣
が
委
員
を
任
命
で
き
る
よ
う
に
改
め
る
こ

と
、
推
薦
の
形
で
な
く
、
文
部
大
臣
が
委
員
を
任
命
で
き
る
よ
う
に
改
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
」
う
ん
ぬ
ん
と
説
明
し
た
。

こ
れ
に
続
き
質
疑
、
審
議
が
あ
り
、
内
藤
次
官
か
ら
も
「
推
薦
協
議
会
は
な
く
な
る
。
現
在
の
よ
う
な
形
で
の
推
薦
制
度
が
国
民
の

疑
惑
を
招
い
て
い
る
。
会
長
、
副
会
長
も
お
ら
れ
、
運
営
委
員
会
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
お
は
か
り
す
る
が
、
推
薦
協
議
会
と
い

戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

2

委
員
の
任
命
に
つ
い
て

五
一
五

国
語
改
革
の
実
行

の
よ
う
な
も
の
で
、
共
通
の
場
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
困
る
。
」
な
ど
と
主
張
し
て
い
る
。
舟
橋
委
員
も
「
わ
た
く
し
が
も

う
一
ぺ
ん
し
ん
ぼ
う
し
て
こ
の
会
に
出
席
し
て
い
た
の
は
、
国
語
審
議
会
の
構
成
を
だ
い
た
い
五
分
五
分
に
、
表
音
主
義
者
と
表
意

主
義
者
と
が
半
々
に
な
る
よ
う
な
場
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
そ
の
場
で
真
に
国
民
の
た
め
に
国
語
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い

う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
選
出
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
対
し
、
松
坂
委
員
は
「
わ
た
く
し
が
カ
ナ
モ
ジ
論
者
で
あ
り
、
表
音
主
義
者
で
あ
る
こ
と
は
、
自
分
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る

が
、
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
い
わ
ゆ
る
表
音
主
義
者
は
、
国
語
審
議
会
の
席
上
で
、
こ
の
よ
う
な
国
語
審
議
会
の
方
向
を
否
定
す
る
よ

う
な
こ
と
を
、
否
定
す
る
よ
う
な
発
言
を
、
か
つ
て
一
度
で
も
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
。
あ
く
ま
で
良
識
を
も
っ
て
、
審
議
会
の
使

命
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
か
り
に
、
こ
の
戦
後
の
大
き
な
流
れ
を
無
視
し
、
当
用
漢
字
表
・
現
代
か
な
づ

か
い
を
否
定
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
食
い
止
め
る
こ
と
こ
そ
、
何
よ
り
も
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ

れ
こ
そ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
態
度
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
ご
く
少
数
の
表
意
主
義
者
に
よ
っ
て
、
国
民
多
数
の
実
態
が
無
視
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
許
し
が
た
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
」
と
主
張
し
、
「
け
っ
き
ょ
く
、
き
ょ
う
は
、
こ
の
推
薦
協
議
会
の
委
員
の
互
選
を

従
来
ど
お
り
の
方
式
の
ま
ま
で
行
な
う
と
い
う
こ
と
が
、
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
り
、
そ
れ
を
強
く
希
望
し
て
お
く
。
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
舟
橋
委
員
は
「
た
だ
い
ま
の
松
坂
委
員
の
意
見
に
は
、
ま
っ
た
く
反
対
で
あ
る
。
」
、
「
わ
た
く
し
は
、
そ
の
よ

う
な
発
言
を
危
険
な
も
の
だ
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
意
見
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
審
議
会
で
あ
る
な
ら
ば
、
退
場
を
す
る
事
態
も
起
こ

る
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
た
。
土
岐
会
長
は
、
飽
く
ま
で
推
薦
協
議
会
の
委
員
を
決
め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、

―
二
人
の
委
員
を
選
ぶ
こ
と
を
提
案
し
、
一

0
分
間
の
休
憩
を
宣
し
た
。

再
開
後
、
成
瀬
委
員
か
ら
発
言
の
要
求
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
土
岐
会
長
は
「
（
推
薦
協
議
会
の
委
員
の
）
互
選
の
こ
と
は
す
で
に

決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
含
み
の
う
え
、
ど
う
ぞ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
成
瀬
委
員
は
「
た
だ
い
ま
休
憩
中
に
、
舟
橋
、
山
岸
、
塩

田
、
宇
野
委
員
と
わ
た
く
し
が
、
こ
れ
ま
で
論
議
さ
れ
て
き
た
推
薦
協
議
会
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ど
う
し
て
も
わ
れ
わ
れ

の
主
張
が
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
退
場
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
・
：
中
略
…
表
音
主
義
的
な
主
張
を
も
つ
人
が
、
そ
の

主
張
を
あ
く
ま
で
も
貫
こ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
国
語
審
議
会
を
正
常
な
状
態
に
も
ど
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。
今
ま
で

の
国
語
審
議
会
が
、
こ
の
よ
う
な
方
針
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と
で
行
わ
れ
る
互

選
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
永
久
政
権
を
続
け
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
5
人
は
、
退
場
す
る
こ
と
と

し
た
。
」
う
ん
ぬ
ん
と
述
べ
た
上
で
、
退
場
し
た
。
そ
の
後
、
推
薦
協
議
会
の
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
‘
―
二
人
を
選
出
し
て
い

第
四
章

五
一
四
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第
一
―
節
戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

国
語
審
議
会
令
（
政
令
）
が
昭
和
三
七
年
四
月
二
七
日
に
改
正
さ
れ
、
国
語
審
議
会
が
文
部
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
国
語
の
改
善

四
国
語
審
議
会
に
お
け
る
、
戦
後
国
語
施
策
の
再
検
討

五
一
七

っ
た
。
従
来
、
国
語
審
議
会
は
建
議
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
改
め
た
の
で
あ
る
。

機
関
と
す
る
こ
と
に
あ

こ
の
第
四
七
回
総
会
で
の
天
城
局
長
の
報
告
中
に
「
文
部
大
臣
が
、
国
語
審
議
会
に
対
し
て
行
政
上
の
責
任
を
も
つ
以
上
、
制
度

上
は
っ
き
り
と
文
部
大
臣
が
諮
問
で
き
る
よ
う
に
改
め
る
こ
と
」
と
あ
る
。
質
問
に
答
え
、
局
長
は
「
諮
問
に
も
応
じ
、
従
来
の
よ

う
な
建
議
も
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
上
で
、
国
語
審
議
会
令
の
第
一
条
も
改
正
さ
れ
た
。
改
正
さ

れ
た
第
一
条
の
み
を
掲
げ
る
。

国
語
審
議
会
令
（
昭
和
二
五
年
四
月
一
七
日
政
令
第
八
五
号
）

改
正
昭
和
三
七
年
四
月
二
七
日
政
令
第
一
六
八
号

う
。
）
は
、
文
部
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
調
査
審
議

第
一
条
国
語
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い

し
、
及
び
こ
れ
ら
に
関
し
必
要
と
認
め
る
事
項
を
文
部
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
に
建
議
す
る
。

1

国
語
の
改
善
に
関
す
る
事
項

2

国
語
の
教
育
の
振
興
に
関
す
る
事
項

3
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
事
項

こ
の
よ
う
に
審
議
会
は
諮
問
に
応
じ
る
機
関
と
な
っ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
委
員
が
任
命
制
に
な
っ
た
こ

と
、
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
三
点
が
こ
の
改
正
の
特
色
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

3

諮
問
機
関
「
国
語
審
議
会
」

う
形
を
と
ら
ず
、
他
の
政
府
機
関
並
み
の
形
を
と
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
森
戸
委
員
の
発
言
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
良
識
的

な
判
断
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
公
平
に
文
部
省
が
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
お
任
せ
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
述
べ
た
。
な
お
、
質
疑
、
審

議

を

経

て

、

了

承

さ

れ

た

。

‘

続
く
第
四
八
回
総
会
（
昭
和
三
七
・
五
・
ニ
八
）
に
、
改
正
さ
れ
た
国
語
審
議
会
令
が
配
布
さ
れ
、
報
告
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
関
係

す
る
第
三
条
の
み
を
掲
げ
る
。

第
三
条

国
語
審
議
会
令
（
昭
和
二
五
年
四
月
一
七
日

改
正
昭
和
三
七
年
四
月
二
七
日

委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
。

次
期
（
第
七
期
）
か
ら
こ
の
改
正
さ
れ
た
政
令
に
従
う
こ
と
と
な
る
。

先
に
引
用
し
た
第
六
期
国
語
審
議
会
の
最
初
の
第
四
三
回
総
会
（
昭
和
三
六
・
―
―
・
九
）
で
の
文
部
大
臣
あ
い
さ
つ
中
に
「
文
部
省

と
し
て
は
、
新
た
に
構
成
さ
れ
る
審
議
会
に
お
い
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
、
次
々
に
具
体
的
な
国
語
施
策
を
打
ち
出
す
と
い
う
や
り

方
を
い
ち
お
う
や
め
て
、
こ
こ
で
国
民
の
間
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耳
を
傾
け
、
ま
た
従
来
の
実
績
に
も
反
省
を
加
え

つ
つ
、
大
局
的
な
観
点
か
ら
国
語
問
題
の
基
本
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
ご
検
討
を
願
い
、
今
後
ゆ
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
国
語
の
考
え
方

を
確
立
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
最
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
中
略
…
今
後
の
審
議
会
の
あ
り
方
や
運
営
方
法

に
つ
い
て
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
ご
意
見
を
拝
聴
し
て
、
改
め
る
べ
き
点
は
改
め
て
ま
い
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
―
つ
が
委
員
を
任
命
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
も
う
―
つ
が
審
議
会
を
大
臣
の
諮
問

政
令
第
八
五
号
）

政
令
第
一
六
八
号

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

ヘ

五
一
六
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戦
後
の
国
語
施
策
の
再
検
討

時
計
|
|
＇
と
け
い

角
|
|
：
か
ど

お
母
さ
ん
ー
ー
：
お
か
あ
さ
ん

五
一
九

空
ー
ー
ー
あ
く

に
関
す
る
事
項
等
に
つ
き
調
査
審
議
す
る
こ
と
と
な
り
、
委
員
も
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

審
議
会
（
昭
和
三
六
・
一
〇
ー
三
八
•
1
0
)

の
途
中
で
の
こ
と
で
あ
る
。
第
六
期
の
委
員
は
こ
の
改
正
前
で
あ
る
か
ら
推
薦
協
議
会
で
の

推
薦
を
経
て
の
委
員
で
は
あ
る
が
、
こ
の
期
は
三
つ
の
部
会
に
お
い
て
審
議
を
進
め
た
。

に
つ
い
て
」
、
第
二
部
会
は

つ
い
て
」
を
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
部
会
は
政
令
改
正
の
意
を
く
み
つ
つ
催
さ
れ
た
第
四
七
回
総
会
（
昭
和
三

七
•
四
・
一
六
）
で
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

民
の
間
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耳
を
傾
け
、

題
の
基
本
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
ご
検
討
を
願
い
、
今
後
ゆ
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
国
語
の
考
え
方
を
確
立
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
最

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
趣
旨
に
沿
う
こ
と
と
な
っ
た
。

第
六
期
の
三
つ
の
部
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
め
は
総
括
さ
れ
た
上
で
、
こ
の
期
の
最
終
の
第
五
一
回
総
会
（
昭
和
三
八
・

1

O・ 
1
 

一
）
で
の
審
議
に
お
い
て

若
干
、

抜
き
出
し
、

「
こ
れ
ま
で
の
国
語
施
策
に
つ
い
て
」
、

第
三
部
会
は

以
後
、

審
議
の
在
り
方
が
、

ま
た
従
来
の
実
蹟
に
も
反
省
を
加
え
つ
つ
、

「
国
語
の
改
善
に
つ
い
て
」
と
し
て
議
決
さ
れ
、

取
り
上
げ
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
国
語
施
策
に
つ
い
て
」

た
。
例
と
し
て
、

礼
ー
ー
ラ
イ
（
礼
賛
）

お

父

さ

ん

お

と

う

さ

ん

二

人

ふ

た

り

の
項
で
は
、

茶
ー
ー
サ
（
喫
茶
）

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

第
六
期
国
語

そ
の
第
一
部
会
は
「
国
語
改
善
の
考
え
方

「
こ
れ
か
ら
改
善
を
は
か
る
必
要
の
あ
る
問
題
に

文
部
大
臣
あ
い
さ
つ
中
に

一
人
ー
ー
ー
ひ
と
り

「
こ
こ
で
国

大
局
的
な
観
点
か
ら
国
語
問

同
日
付
で
文
部
大
臣
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

「
法
令
、
公
用
文
、
新
聞
な
ど
国
民
の
共
通
の
場
や
義
務
教
育
で
は
、
漢
字

問
題
点
を
指
摘
し
た
。

か
な
ま
じ
り
文
の
行
な
わ
れ
て
い
る
現
状
に
即
し
て
、
こ
と
ば
や
文
字
の
使
用
上
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
し

て
、
「
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
個
々
の
施
策
に
つ
い
て
問
題
点
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
見
き
わ
め
て
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
と
同
時

に
、
個
々
の
施
策
の
趣
旨
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
よ
う
処
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
述
べ
、
「
当
用
漢
字
表
」
、
「
当
用
漢
字
音
訓

表
」
、
「
当
用
漢
字
字
体
表
」
、
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
、
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

「
当
用
漢
字
表
」
に
つ
い
て
は
、
「
地
名
・
人
名
等
固
有
名
詞
に
使
わ
れ
る
漢
字
の
取
り
扱
い
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
特
に
、

都
道
府
県
名
に
使
わ
れ
る
漢
字
に
つ
い
て
考
え
る
。
ま
た
、
「
当
用
漢
字
補
正
資
料
」
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
、
固
有
名
詞
の
漢
字
を
採
り
入
れ
る
こ
と
や
、
補
正
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
補
正
す
る
こ
と
は
、
当
用
漢
字
選
定
の

方
針
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
に
入
れ
て
、
当
用
漢
字
表
を
改
め
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
」
と
し
た
。
当
時
、
都
道
府
県
名
の
漢
字
の
う
ち
、
当
用
漢
字
表
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
は
「
阪
・
奈
•
岡
・
阜
・

栃
・
茨
・
埼
．
崎
・
梨
・
媛
・
鹿
・
熊
・
潟
・
縄
」
の
一
四
字
で
あ
り
、
こ
の
中
で
「
奈
・
鹿
・
熊
」
の
三
字
は
人
名
用
漢
字
表
に

入
っ
て
い
た
。

「
当
用
漢
字
音
訓
表
」
に
つ
い
て
は
、
「
音
訓
の
整
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
こ
と
に
あ
て
字
や
同
訓
異
字
を
原
則
と
し
て

使
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
は
認
め
る
と
し
て
も
、
現
在
社
会
で
普
通
に
行
な
わ
れ
て
い
る
音
訓
で
、
採
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
少
な

く
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
漢
字
の
表
意
性
な
ど
を
考
え
て
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
し

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

「
当
用
漢
字
字
体
表
」
に
つ
い
て
は
、
「
現
在
社
会
で
あ
る
程
度
行
な
わ
れ
て
い
る
簡
易
字
体
で
表
外
の
も
の
の
な
か
か
ら
、
適

む
し
ろ
漢
字
を
広
く
生
か
す
道
で
あ
る
と

。
簡
易
字
体
の
採
用
は
、

当
な
も
の
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
た
。
例
と
し
て
「
仇
（
働
）
九
十
（
卒
）
応
法
（
簿
）
取
・
転
（
職
）
突
（
類
）
」
な
ど
を
挙
げ
て
い

る。

五
一
八
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四 「
現
代
か
な
づ
か
い
」
に
つ
い
て
は
、
「
「
じ
・
ぢ
」
「
ず
・
づ
」
の
使
い
分
け
、
「
お
お
•
お
う
」
「
こ
お
•
こ
う
」
の
類
の
書
き

分
け
、
ま
た
「
ワ
」
「
エ
」
と
発
音
さ
れ
る
助
詞
は
「
は
」
「
へ
」
と
書
く
こ
と
を
本
則
と
し
、
「
わ
」
「
え
」
と
書
く
こ
と
も
認
め
て

い
る
点
な
ど
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
現
代
か
な
づ
か
い
は
、
歴
史
的
か
な
づ
か
い
と
の
関

連
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の
点
に
も
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。
」
と
し
た
。
こ
の
う
ち
例
え
ば
、
助
詞

「
は
」
「
へ
」
を
「
わ
」
「
え
」
と
書
く
こ
と
を
認
め
る
許
容
の
事
項
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
問
題
を
提
起
し
て
い

る。
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
に
つ
い
て
は
、
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
は
、
送
り
が
な
が
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ
て
い
く
傾
向
ー
こ
と
に

教
育
の
面
で
は
多
く
送
る
ー
に
即
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
体
と
し
て
送
り
す
ぎ
て
い
る
点
、
ま
た
例
外
や
許
容

が
多
い
点
な
ど
が
、
全
般
的
な
問
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
複
合
名
詞
の
送
り
が
な
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
は
、
漢
字
の
性
質
を
考
え
て
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
の
国
語
施
策
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
今
後
の
改
定
の
た
め
の
着
眼
点
の
一
端
を
示
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
改
善
を
は
か
る
必
要
の
あ
る
諸
問
題
と
し
て
、

話
し
言
葉
の
敬
語
表
現
に
つ
い
て

漢
字
の
言
い
か
え
・
書
き
か
え
に
つ
い
て

国
語
の
標
準
的
発
音
に
つ
い
て

わ
が
国
の
地
名
・
人
名
の
書
き
表
わ
し
方
に
つ
い
て

の
四
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
話
し
こ
と
ば
の
敬
語
的
表
現
に
つ
い
て
」
を
第
一
に
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
と
し

た。
敬
語
に
つ
い
て
の
一
応
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
は
、
国
語
審
議
会
の
建
議
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
（
昭
和
二
七
）
が
あ
る
。
が
、
特
に
話

し
言
葉
に
関
し
て
は
、
更
に
何
ら
か
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
と
し
て
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
一

部
、
引
用
す
る
。

話
し
こ
と
ば
に
現
わ
れ
る
尊
敬
表
現
・
謙
譲
表
現
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
で
す
ま
す
体
」
「
で
ご
ざ
い
ま
す
体
」

の
よ
う
な
文
体
の
問
題
、
敬
称
•
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
の
問
題
、
語
気
・
抑
揚
の
よ
う
な
音
声
の
問
題
な
ど
、
話
し
こ
と
ば
の
敬

語
的
表
現
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
問
題
を
審
議
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
態
度
・
方
針
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

田
信
頼
す
べ
き
実
態
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
専
門
家
の
意
見
を
参
照
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
広
く
世
論
に
耳
を
傾
け
、
社
会
一
般
に
納
得
さ
れ
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
決
定
に
際
し
て
は
、
正
し
い
形
・
誤
っ
た
形
と
い
う
よ
う
な
示
し
方
を
せ
ず
、
慣
用
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
形
と

か
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
形
と
か
を
示
す
よ
う
に
す
る
。

④
実
例
を
示
す
こ
と
を
心
が
け
、
な
る
べ
く
具
体
的
な
場
面
を
設
定
し
、
語
句
の
形
で
は
な
く
文
の
形
と
し
て
あ
げ
る
よ
う

に
す
る
。

⑤
目
先
の
問
題
に
と
ら
わ
れ
ず
将
来
の
見
通
し
を
も
加
味
し
て
、
お
お
ま
か
な
方
向
づ
け
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
（
建
議
、
昭
和
二
七
）
に
代
わ
る
案
を
作
成
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

第
七
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
三
九
・
一
＼
四
一
•
一
）
は
、
文
部
大
臣
が
任
命
し
た
委
員
に
よ
る
初
め
て
の
審
議
会
で
あ
っ
た
。
本
来
な

ら
、
文
部
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
特
段
の
諮
問
は
な
か
っ
た
の
で
、
第
六
期
の
報
告
「
国
語
の
改

善
に
つ
い
て
」
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
第
1
部
会
で
は
「
当
用
漢
字
表
」
及
び
「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行

第
四
章
国
語
改
革
の
実
行

五
二

0
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い
、
第
2
部
会
で
は
発
音
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
る
。

当
用
漢
字
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
語
研
究
所
が
昭
和
三
一
年
に
行
っ
た
雑
誌
調
査
の
報
告
「
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
・
用
字
、

第
二
分
冊
漢
字
表
」
な
ど
を
元
に
使
用
度
数
を
手
掛
か
り
に
し
て
調
査
審
議
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
田
当
用
漢
字
表
か
ら

削
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
字
」
と
し
て
三
一
字
種
、
「
②
当
用
漢
字
表
に
加
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
字
」
と
し
て
四
七
字
種
を

挙
げ
て
あ
り
、
そ
の
他
に
「
字
体
変
更
一
字
灯
（
燈
）
」
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
「
ま
え
が
き
」
に
つ
い
て
は
、

①
こ
の
表
は
法
令
・
公
用
文
書
•
新
聞
・
雑
誌
お
よ
び
一
般
社
会
で
、
普
通
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
基
準
を
示
し
た
も
の

で
、
今
日
の
国
民
生
活
の
う
え
で
は
、
こ
の
程
度
の
漢
字
で
用
を
足
す
こ
と
を
め
や
す
と
し
て
選
ん
だ
。

②
こ
の
表
以
外
の
漢
字
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
読
み
が
な
を
つ
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

と
い
う
こ
と
で
了
解
に
達
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
漢
字
使
用
の
「
め
や
す
」
の
表
で
あ
る
こ
と
、
「
読
み
が
な
」
を
付
け
る

こ
と
を
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
改
定
当
用
漢
字
音
訓
表
」
「
常
用
漢
字
表
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
「
こ
の
よ
う
な
「
ま
え
が
き
」
で
は
、
漢
字
の
無
制
限
な
使
用
を
助
長
す
る
よ
う
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出

ま
た
、
送
り
仮
名
の
付
け
方
の
再
検
討
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。

前
期
で
の
「
話
し
こ
と
ば
の
敬
語
的
表
現
」
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
は
継
続
せ
ず
、
第
五
期
国
語
審
議
会
で
取
り
上
げ
て
い
た

「
語
形
の
ゆ
れ
」
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
語
形
の
ゆ
れ
と
し
て
は
、
「
①
表
記
の
ゆ
れ
、
②
発
言
の
ゆ

れ
、
③
ア
ク
セ
ン
ト
の
ゆ
れ
、
山
語
い
（
単
語
）
の
ゆ
れ
、
⑤
外
来
語
の
ゆ
れ
、
⑥
語
法
の
ゆ
れ
、
⑦
そ
の
他
の
ゆ
れ
（
流
行
語
・

新
語
・
俗
語
な
ど
と
通
常
語
と
の
ゆ
れ
）
な
ど
」
が
あ
る
な
ど
と
一
通
り
指
摘
し
た
上
で
、
「
発
音
の
ゆ
れ
」
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
様
々
な
資
料
か
ら
四
0
0
語
近
く
集
め
、
ゆ
れ
が
激
し
い
と
思
わ
れ
る
数
十
語
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

以
上
、
第
七
期
国
語
審
議
会
の
調
査
審
議
は
、
諮
問
が
あ
っ
て
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が
こ
れ
ま
で
の
国
語
審
議

会
の
審
議
し
た
事
項
の
中
か
ら
選
ん
だ
問
題
を
取
り
上
げ
て
審
議
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
部
会
と
し
て
の
一
応
の
ま
と
ま
り

は
付
け
て
い
て
も
最
終
的
な
結
論
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。
各
部
会
の
審
議
経
過
を
総
会
に
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
に
終
わ
り
、
次

期
以
降
の
審
議
で
の
参
考
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

五
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